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1. は じ め に 


金融 検査 マニ ュ ア ル に お いて は 、 中 小 ・ 夫 細 企業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に つ 
いて 、「 特 に 、 中 小 ・ 零 細 企 業 等 に つい て は 、 当該 企業 の 財務 状況 の みな ら ず 、 
当該 企業 の 技術 力 、 販 売 力 や 成長 性 、 代 表 者 等 の 役員 に 対す る 報酬 の 支払 状況 、 
代表 者 等 の 収入 状況 や 資産 内 容 、 保 証 状況 と 保証 能力 等 を 総合 的 に 勘案 し 、 当 
該 企業 の 経営 実態 を 踏まえ て 判断 する も の と する 。」 等 と し て いる と ころ で あ 
る 。 

検査 に 当たっ て も 、 当該 金融 機関 が 自己 査定 を 行う 際 の あら ゆる 判断 材料 の 
把握 に 努め 、 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 経営 の 実態 に 応じ た 適切 な 債務 者 区 分 の 確保 
に 努め て きた 。 

し か し な が ら 、 上 記 の 金融 検査 マニ ュ ア ル の 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 
の 記述 が 抽象 的 で わか り に くい 、 あ る い は 、 検査 に お いて 金融 検査 マニ ュ ア ル 
が 機械 的 ・ 画 一 的 に 適用 され て いる の で は な いか と の 意見 も 聞か れ た 。 

他方 、 金 融 検 査 マ ニュ アル に 基づく 検査 が ほぼ 一 巡 し た 人 金融 業態 も みか られ 、 
当局 に お ける 金融 検査 マニ ュ ア ル の 適用 事例 の 集積 も 除 々 に 図ら れ て 来 て いた 。 

こう し た 中 、 平 成 1 4 年 2 月 に 政府 か ら 発表 され た 「 早 急 に 取り 組む べき デ 
フレ 対応 策 」 に お いて 、 中 小 ・ 玲 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に つい て 、 人 金融 
検査 マニ ュ ア ル の 具体 的 な 運用 例 を 作成 し 、 公 表す る こと が 盛り 込ま れ た 。 

こう し た こと か ら 、 平 成 14 年 6 月 に 債務 者 の 経営 実態 の 把握 の 向上 に 資す 
る た め 、 人 金融 検査 マニ ュ ア ル の 中 小 ・ 博 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 係る 検 
証 ポ イン ト 及 び 検 証 ポ イン ト に 係る 運用 例 (以下 、「 検 証 ポ イン ト 等 」 と いう 。) 
か ら な る 「 人 金融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 〔 中 小 企業 融資 編 〕」 を 作成 し 、 公 表し た と 
ころ で ある 。 

その 後 、 本 別冊 を 踏ま えた 検査 が 行わ れ て きた と ころ で ある が 、1 5 年 3 月 
に 公表 され た 金融 店 の 「 リ レー ショ ンシップ バン キン グ の 機能 強化 に か か る ア 
クシ ョ ンプ ログ ラム 」 に お いて 、「 検 査 に 際 し て 、 債 務 者 で ある 中 小 企業 の 実情 
に 即 し た きめ 細か な 実態 把握 に 一 層 努 め る 」 た め 、 本 別冊 の 内 容 を 検査 官 、 金 
融 機関 の みな ら ず 債務 者 で ある 中 小 企業 等 に も 引き 続き 周知 徹底 に 努め 、 広 く 
その 浸透 を 図る と と も に 、「 当 該 別冊 の 定着 状況 等 を モニ タリ ング し 、 そ の 内 容 
が 中 小 企 業 の 実態 に より 即 し た も の と な る よう 改訂 する 。」 と され た 。 

これ を 受け て 、 今 般 、 本 別冊 の 改訂 を 行っ た と ころ で ある 。 

同 ア クシ ョ ンプ ログ ラム に お いて も 指摘 され て いる よう に 、 中 小 ・ 零 細 企 業 
の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 何 より も 金融 機関 生 ら が 、 日 頃 の 債務 者 と 
の 間 の 密度 の 高い コミ ュ ニ ケー ショ ン を 通じ て 、 そ の 経営 実態 の 適切 な 把握 に 


努め る こと が 重要 で ある 。 
今回 の 本 別冊 の 改訂 に お いて は 、 金融 機関 が 、 
(1) 継続 的 な 企業 訪問 等 を 通じ て 企業 の 技術 力 ・ 販 売 力 や 経営 者 の 資質 と い 
っ た 定性 的 な 情報 を 含む 経営 実態 の 十分 な 把握 と 債権 管理 に 努め て いる か 。 
(2) きめ 細か な 経営 相談 、 経 営 指導 等 を 通じ て 積極 的 に 企業 ・ 事 業 再 生 に 取 
り 組 ん で いる か 。 
と いっ た 、 い わ ば 金融 機関 に よる 「 債 務 者 へ の 働き か け 」 の 度合 い を 重視 し 、 
債務 者 区 分 の 判断 等 に お いて も この 点 を 十分 勘案 する こと と し て いる 。 
検証 ポイ ント 等 は 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル に 基づく 検査 に 当たっ て 、 与 信 先 の 
的 確 な 経営 実態 の 把握 の 向上 を 図り 、 も っ て 中 小 ・ 鶴 細 企 業 等 の 適正 な 債務 者 
区 分 の 判断 に 資す る た め に 作成 し た も の で あり 、 金融 機関 に 新た な 資産 査定 基 
準 を 課す と いっ た 性 格 の も の で は な く 、 ま た 、 金 融 業 態 に より その 判断 基準 に 
差 を 設け る と いう も の で は な い 。 
な お 、 本 検証 ポイ ント 等 の 適用 に 当たっ て も 、 字 義通 り の 取扱 い を 行う こと 
な く 、 金 融 機関 と 十分 な 意見 交換 を 通じ て 、 債 務 者 の 経営 実態 の 把握 に 努め 、 
機械 的 ・ 画 一 的 な 運用 に 陥ら な いよ う 留 意 す る 必要 が ある 。 


( 注 ) 金融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 〔 中 小 企業 融 資 編 ] は 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 及 
び 保 険 検査 マニ ュ ア ル 共 通 の も の と する 。 


2. 検証 ポイ ント 


中 小 ・ 需 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 に つい て は 、 そ の 特性 を 踏ま えて 判断 する 必要 が あ 
る が 、 そ の 際 の 検証 ポイ ント は 、 以 下 の と お り で ある 。 

また 、 次 の よう な 中 小 ・ 堆 細 企 業 等 の 特性 に も 留意 する 必要 が ある 。 

① 中 小 ・ 堆 細 企 業 は 総じて 景気 の 影響 を 受け や すく 、 一 時 的 な 収益 悪化 に より 赤字 
に 陥り や すい 面 が ある 。 

② 自己 資本 が 大 企業 に 比べ て 小さ いた め 、 一 時 的 な 要因 に より 債務 超過 に 陥り や す 
い 面 が ある 。 

また 、 大 企業 と 比較 し て リス トラ の 余地 等 も 小さ く 黒 字 化 や 債務 超過 解消 まで 

に 時 間 が か か る こと が 多い 。 

③ 中 小 ・ 堆 細 企 業 に 対す る 融資 形態 の 特徴 の 1 つと し て 、 設 備 資金 等 の 長期 資金 

を 短期 資金 の 借換え の 形 で 融資 し て いる ケー ス が み ら れ る 。 

以上 の よう な 中 小 ・ 堆 細 企 業 の 経営 ・ 財 務 面 の 特性 や 中 小 ・ 鶴 細 企 業 に 特有 の 融資 
有 2 態 を 踏ま え 、 赤 字 や 債務 超過 が 生じ て いる こと や 、 貸 出 条 件 の 変更 が 行わ れ て いる 
と いっ た 表面 的 な 現象 の み を も っ て 、 債 務 者 区 分 を 判断 する こと は 適当 で は な い 。 
し た が っ て 、 取 引 実 績 や キャ ッシュ フロ ー を 重視 し て 検証 する と と も に 、 貸 出 条件 
の 変更 の 理由 や 資金 の 使途 、 性 格 を 確認 し つつ 、 債 務 者 区 分 の 判断 を 行う 必要 が ある 。 
な お 、 検 査 に お いて は 、 こ れ ら 検証 ポイ ント に 加え 、 人 金融 機関 が 自己 査定 を 行う 際 
の あら ゆる 判断 材料 の 把握 に 努め 、 債 務 者 の 経営 実態 を 総合 的 に 勘案 し て 債務 者 区 分 
の 判断 を 行う こと が 必要 で ある 。 


【 金 融 検査 マニ ュ ア ル 及 び 検 証 ポ イン ト 】 





(金融 検査 マニ ュ ア ル ) 
資産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 有用 チェッ 
クリ スト 「 自 己 査定 」( 別 表 1) 





1 . 債権 の 分 類 方 法 





検証 ポイ ント 











収益 力 等 に より 、 そ の 返済 能 
カカ を 検討 し 、 債 務 者 に 対す る 
貸出 条件 及び その 履行 状況 を 
確認 の 上 、 業 種 等 の 特性 を 踏 
まえ 、 事 業 の 継続 性 と 収益 性 








項目 
自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 
3 債務 | 債務 者 区 分 は 、 債 務 者 の 実 | 1. 代表 者 等 と の 一 体 性 
者 区 分 | 態 的 な 財務 内 容 、 資 金 繰り 、 中 小 ・ 堆 細 企 業 等 の 場合 、 企 業 と その 代表 


者 等 と の 間 の 業務 、 経 理 、 資 産 所 有 等 と の 関 
係 は 、 大 企業 の よう に 明確 に 区 分 ・ 分 離 が な 
され て お ら ず 、 実質 一 体 と な っ て いる 場合 が 
多い 。 

し た が っ て 、 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 債務 者 区 








(金融 検査 マニ ュ ア ル ) 
資産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 用 チ ェ ッ 
クリ スト 「 自 己 査 定 」( 別 表 1) 





1 . 債権 の 分 類 方 法 





検証 ポイ ント 








項目 
自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 
の 見 通し 、 キ ャ ッシュ フロ ー| 分 の 判断 に 当たっ て は 、 当 該 企業 の 実態 的 な 
に よる 債務 償 司 能力 、 経 営 改 | 財務 内 容 、 代 表 者 等 の 役員 に 対す る 報酬 の 支 
善 計画 等 の 妥当 性 、 金 融 機関 | 払 状況 、 代 表 者 等 の 収入 状況 や 資産 内 容 等 に 
等 の 支援 状況 等 を 総合 的 に 勘 | つい て 、 次 の よう な 点 に 留意 し 検討 する 必要 
案 し 判断 する も の で ある 。 が ある 。 
特に 、 中 小 ・ 玲 細 企 業 等 に た だ し 、 代 表 者 等 と の 一 体 性 の 解消 等 が 図 
つい て は 、 当 該 企業 の 財務 状 | られ て いる 、 あ る い は 、 解 消 等 を 図 ろ うと し 
況 の みな ら ず 、 当 該 企業 の 技 | て いる 企業 の 取扱 い に つ いて は 、「 経 営 者 保証 
術 力 、 販 売 力 や 成長 性 、 代 表 | に 関す る ガイ ドラ イン 」( 平 成 25 年 12 月 5 日 
者 等 の 役員 に 対す る 報酬 の 支 | 経営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン 研究 会 ) を 
払 状況 、 代 表 者 等 の 収入 状況 | 踏ま える 必要 が ある こと に も 留意 する 。 
や 資産 内 容 、 保 証 状況 と 保証 な お 、 代 表 者 等 に は 、 例 えば 、 代 表 者 の 家 
能力 等 を 総合 的 に 勘案 し 、 当 | 族 、 親 戚 、 代 表 者 や その 家族 等 が 経営 する 関 
該 企業 の 経営 実態 を 踏ま えて | 係 企業 等 当該 企業 の 経営 や 代表 者 と 密接 な 関 
判断 する も の と する 。 係 に ある 者 な ど が 含ま れる 。 
(中 略 ) ( 1) 企業 の 実態 的 な 財務 内 容 
代表 者 等 か ら の 借入 金 等 に つい て は 、 原 則 
② 要 注 | 口 . 赤字 企業 の 場合 、 以 下 の と し て 、 こ れ ら を 当該 企業 の 自己 資本 相当 額 
意 債務 者 に つい て は 、 債 務 者 に 加味 する こと が で きる も の と する 。 





区 分 を 正常 先 と 判断 し て 差 
し 支え な いも の と する 。 


(中 略 ) 


( 口 ) 中 小 ・ 零 細 企 業 で 赤字 
と な っ て いる 債務 者 で 、 返 
済 能 力 に つい て 特に 問題 
が な いと 認め られ る 債務 
者 。 


(中 略 ) 








な お 、 代 表 者 等 が 返済 を 要求 する こと が 明 
ら か と な っ て いる 場合 に は 、 こ の 限り で は な 
い 。 

また 、 当 該 企業 に 代表 者 等 へ の 貸付 金 や 
未収 金 等 が ある 場合 に は 、 そ の 回 収 可能 性 を 
検討 し 回 収 不能 額 が ある 場合 に は 当該 企業 
の 自己 資本 相当 額 か ら 減額 する 。 


(2 ) 代表 者 等 の 役員 に 対す る 報酬 の 支払 状況 、 
代表 者 等 の 収入 状況 や 資産 内 容 等 

イ . 例え ば 、 企 業 が 赤字 で 返済 能力 が な いと 

認め られ る 場合 で あっ て も 、 代表 者 等 へ の 








(金融 検査 マニ ュ ア ル ) 


資産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ 


クリ スト 「 自 己 査 定 」( 別 表 1) 





1 . 債権 の 分 類 方 法 





検証 ポイ ント 








項目 
自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 
報酬 や 家賃 等 の 支払 いか ら 赤 字 と な り 、 金 
融 機関 へ の 返済 資金 を 代表 者 等 か ら 調 達 
③ 破 綻 | 特に 、 中 小 ・ 零 細 企 業 等 に し て いる 場合 が ある の で 、 赤 字 の 要因 や 返 


目 の 
懸念 





つい て は 、 必 ず し も 経営 改善 
計画 等 が 策定 され て いな い 場 
合 が あり 、 こ の 場合 、 当 該 企 
業 の 財務 状況 の みな ら ず 、 当 
該 企業 の 技術 力 、 販 売 力 や 成 
長 性 、 代 表 者 等 の 役員 に 対す 
る 報酬 の 支払 状況 、 代 表 者 等 
の 収入 状況 や 資産 内 容 、 保 証 
状況 と 保証 能力 等 を 総合 的 に 
勘案 し 、 当 該 企業 の 経営 実態 
を 踏ま えて 検討 する も の と 
し 、 経 営 改善 計画 等 が 策定 さ 
れ て いな い 債 務 者 を 直ちに 破 
綻 懸 念 先 と 判断 し て は な ら な 
い 。 








済 状況 、 返 済 原資 の 状況 を 確認 する 。 

ロ . 代表 者 等 の 収入 状況 に つい て は 、 個 人 に 

つい て は 個人 収支 や 資金 繰り 等 、 関係 企業 

に つい て は 企業 収支 や 資金 繰り 等 に より 

確認 する 。 

代表 者 等 の 預金 や 有価 証券 等 の 流動 資産 
及び 不動 産 (処分 可能 見 込 額 ) 等 の 固定 資 
産 に つい て は 、 返済 能力 と し て 加味 する こ 
と が で きる 。 

な お 、 そ の 場合 に 、 代表 者 等 に 係る 借入 
金 が ある 場合 に は その 額 を 控除 する 。( ま 
た 、 代表 者 の 第 三 者 に 対す る 保証 債務 の 有 
無 に つい て も 勘案 する 。) 

( 注 ) 当該 借入 金 等 の 確認 に つい て は 、 3. 
検証 ポイ ント に 関す る 運用 例 の 留意 
事項 の 2. を 参照 。 

上 記 の 場合 に お いて 、 代 表 者 等 の 支援 の 意 
思 の 確認 に つい て は 、 当該 代表 者 等 の 確認 書 、 
ある い は 人 金融 機関 の 業務 日 誌 等 に より 確認 す 
る 。 (た だ し 、 代 表 者 等 が 保証 人 と な っ て いる 
場合 は 意思 確認 は 不要 ) 


ノ \. 


ン 


2. 企業 の 技術 力 、 販 売 力 、 経 営 者 の 資質 や こ 


れ ら を 踏ま えた 成長 性 

企業 の 技術 力 、 販 売 力 、 経 営 者 の 資質 や こ 
れ ら を 踏ま えた 成長 性 に つい て は 、 企 業 の 成 
長 発展 性 を 勘案 する 上 で 重要 な 要素 で あり 、 
中 小 ・ 需 細 企 業 等 に も 、 技 術 力 等 に 十分 な 潜 
在 能力 、 競 争 力 を 有 し て いる 先 が 多 いと 考え 
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項目 
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検証 ポイ ント 

















られ 、 検 査 に お いて も こう し た 点 に つい て 着 
目 する 必要 が ある 。 

企業 の 技術 力 等 を 客観 的 に 評価 し 、 そ れ を 
企業 の 将来 の 収益 予測 に 反映 させ る こと は 必 
ず し も 容易 で は な い が 、 検 査 に お いて は 、 当 
該 企業 の 技術 力 等 に つい て 、 以下 の 点 を 含め 、 
あら ゆる 判断 材料 の 把握 に 努め 、 そ れ ら を 総 
合 勘 案 し て 債務 者 区 分 の 判断 を 行う こと が 必 
要 で ある 。 
(1) 企業 の 技術 力 、 販 売 力 等 

( イ ) 企業 や 従業 員 が 有する 特許 権 、 実 用 新 

案 権 、 商 標 権 、 著 作 権 等 の 知 的 財産 権 を 背 

景 と し た 新規 受注 契約 の 状況 や 見 込み 

( 口 ) 新 商品 ・ サ ービス の 開発 や 販売 状況 を 

踏ま えた 今後 の 事業 計画 書 等 

( ハ ) 取扱 い 商 品 ・ サ ービス の 業界 内 で の 評 

判 等 を 示す マス コミ 記事 等 

( 二 ) 取扱 い 商 品 ・ サ ービス の 今後 の 市 場 規 

模 や 業界 内 シェ ア の 拡大 動向 等 

( ホ ) 取扱 い 商品 ・ サ ービス の 販売 先 や 仕 入 

れ 先 の 状況 や 評価 、 同 業者 と の 比較 に 基 づ 

く 販 売 条件 や 仕 入 条件 の 優位 性 


(2) 経営 者 の 資質 
過去 の 約定 返済 履歴 等 の 取引 実績 、 経 営 者 
の 経営 改善 に 対す る 取組 み 姿 勢 、 財 務 諸表 な 
ど 計 算 書 類 の 質 の 向上 へ の 取組 み 状 況 、I S 
O 等 の 資格 取得 状況 、 人 材 育 成 へ の 取組 み 姿 
勢 、 後 継 者 の 存在 等 


以上 の 企業 の 技術 力 、 販 売 力 、 経 営 者 の 資 
質 や これ ら を 踏ま えた 成長 性 を 評価 する に 当 
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た っ て は 、 人 金融 機関 の 企業 訪問 、 経 営 指導 等 
の 実施 状況 や 企業 ・ 事 業 再生 実績 等 を 検証 し 、 
それ ら が 良好 で ある と 認め られ る 場合 に は 、 
原則 と し て 、 人 金融 機関 が 企業 訪問 や 経営 指導 
等 を 通じ て 収集 し た 情報 に 基づく 当該 金融 機 
関 の 評 価 を 尊重 する 。 

また 、 

( ア ) 法律 等 に 基づき 技術 力 や 販売 力 を 勘案 
し て 承認 され た 計画 等 (例え ば 、 中 小 企業 
の 新た な 事業 活動 の 促進 に 関す る 法律 の 
「 経 営 革 新 計 画 」「 異 分 野 連携 新 事業 分 野 
開拓 計画 」 等 ) 

( イ ) 企業 の 技術 力 、 販 売 力 、 経 営 者 の 資質 
等 に 関す る 中 小 企業 診断 士 等 の 評価 

な ど を 勘案 する も の と する 。 


3. 経営 改善 計画 
( 1) 経営 改善 計画 等 の 策定 

中 小 ・ 堆 細 企 業 等 の 場合 、 企業 の 規模 、 人 
員 等 を 勘案 する と 、 大 企業 の 場合 と 同様 な 大 
部 で 精 約 な 経営 改善 計画 等 を 策定 で き な い 
場合 が ある 。 

検査 に 当たっ て は 、 債 務 者 が 経営 改善 計画 
等 を 策定 し て いな い 場 合 で あっ て も 、 例 え 
ば 、 今後 の 資産 売却 予定 、 役員 報酬 や 諸 経費 
の 削減 予定 、 新 商品 等 の 開発 計画 や 収支 改善 
計画 等 の ほか 、 債 務 者 の 実態 に 即 し て 金融 機 
関 が 作 成 ・ 分 析 し た 資料 を 踏ま えて 債務 者 区 
分 の 判断 を 行う こと が 必要 で ある 。 

他方 、 金 融 機関 側 より 現在 支援 中 で ある 、 
ある い は 、 支 援 の 意思 が ある と いう 説明 が あ 
っ た 場合 に あっ て も 、 そ れ ら の み に と ら わ れ 
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自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 


検証 ポイ ント 

















る こと な く 、 上 記 の よう な 何ら か の 具体 的 な 
方 策 に つい て 確認 する こと が 必要 で ある 。 


(2 ) 経営 改善 計画 等 の 進捗 状況 


中 小 ・ 玲 細 企 業 等 の 場合 、 必ず し も 精 級 な 
経営 改善 計画 等 を 作成 で き な い こと か ら 、 景 
気 動 向 等 に より 、 経 営 改 善 計画 等 の 進捗 状況 
が 計画 を 下回る (売上 高等 及び 当期 利益 が 事 
業 計画 に 比 し て 概ね 8 割 に 満た な い ) 場合 が 
ある 。 

その 際 に お ける 債務 者 区 分 の 検証 に お い 
て は 、 経 営 改善 計画 等 の 進捗 状況 の み を も っ 
て 機械 的 ・ 画 一 的 に 判断 する の で は な く 、 計 
画 を 下回っ た 要因 に つい て 分 析 す る と と も 
に 、 今 後 の 経営 改善 の 見 通し 等 を 検討 する こ 
と が 必要 で ある 。 

な お 、 経 営 改 善 計画 等 の 進捗 状況 や 今後 
の 見 通し を 検討 する 際 に は 、 バ ラン スシ ー 
ト 面 に つい て の 検討 も 重要 で ある が 、 キ ャ 
ッシュ フロ ー の 見 通し を より 重視 する こと 
が 適当 で ある 。 


. 貸出 条件 及び その 履行 状況 


貸出 条件 及び その 履行 状況 に つい て は 、 債 


務 者 区 分 を 判断 する 上 で 重要 な 要素 で あり 、 
仮に 、 条 件 変更 等 が 行わ れ て いる 場合 に は 、 
その 条件 変更 等 に 至っ た 要因 に つい て 確認 
る 必要 が ある 。 


例え ば 、 当 該 貸出 金 が 設備 資金 と し て 融資 


され た も の の 、 収 益 の 減少 に よる 返済 能力 の 
低下 か ら 約 定 返 済 が で き な い た め 元 本 の 期日 
延長 が 行わ れ て いる 場合 や 、 運 転 資金 等 が 他 
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の 貸出 金 の 元 本 や 利息 の 返済 額 に 流用 され 

(いわ ゆる 利息 貸出 )、 結果 と し て 、 元 本 又は 
利息 の 延滞 が 回 避 さ れ て いる 場合 な ど に お い 
て は 、 貸 出 条件 及び その 履行 状況 に 問題 が あ 
る と 考え られ 、 こ れ ら を 踏ま え 債 務 者 区 分 の 
判断 を 行う 必要 が ある 。 

一 方 、 例 えば 、 工 場 建設 な ど 設備 資金 を 融 
資す る 場合 に 、 長 期 資 金 を 短期 資金 の 借換え 
に よっ て まかなっ て いる ケー ス が み ら れ る 
が 、 当 該 融 資 形 態 の み を も っ て 債務 者 区 分 の 
判断 を 行う こと は 適当 で は な く 、 そ の よう な 
融資 形態 と な っ た 理由 や 資金 使途 を 確認 し 、 
実態 に 即 し た 柔軟 な 判断 を 行う 必要 が ある 。 


5. 貸出 条件 緩和 債権 


貸出 条件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 
規則 第 1 9 条 の 2 第 1 項 第 五 号 口 (4) に お 
いて 「 債 務 者 の 経営 再建 又は 支援 を 図る こと 
を 目的 と し て 、 金利 の 減免 、 利 息 の 支 払 猫 予 、 
元 本 の 返済 猫 予 、 債 権 放棄 その 他 の 債務 者 に 
有利 と な る 取決め を 行っ た 貸出 金 」 と 規定 さ 
れ て いる 。 

な お 、 債 務 者 の 経営 再建 又は 支援 を 図る 目 
的 の 有無 に つい て は 、 単 に 融資 形態 の み を も 
っ て 判断 する の で は な く 、 債 務 者 の 状況 や 資 
金 の 性 格 等 を 総合 的 に 勘案 し て 判断 する 必要 
が ある 。 

例え ば 、 書 換え が 継続 し て いる 手形 貸付 で 
あっ て も 、 いわ ゆ る 正常 運転 資金 に つい て は 、 
そもそも 債務 者 の 支援 を 目的 と し た 期限 の 延 
長 で は な いこ と か ら 、 貸 出 条件 緩和 債権 に は 
該当 し な いこ と に 留意 する 。 

また 、 債 務 者 に 有利 と な る 取決め か 否 か に 
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つい て は 、「 基 準 金利 」 (当該 債務 者 と 同等 な 
信用 リス ク を 有 し て いる 債務 者 に 対し て 通常 
適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を いう 。 以 下 同 
じ 。) と いう 着眼 点 で 判断 する 必要 が あり 、 そ 
の 際 、 以 下 の 点 に 留意 する 。 


(1) 貸出 条件 緩和 債権 の 検証 
貸出 条件 緩和 債権 の 検証 に 当たっ て 、「 基 

準 金利 」 を 検証 する 際 に は 、 中 小 ・ 玲 細 企 
業 の 特性 を 踏ま そえ て 、 次 の よう な 点 に 留意 
し 、 検 討 する 必要 が ある 。 

( 注 ) 担保 (優良 担保 、 一 般 担 保 を 問わ な い ) 
や 信用 保証 協会 保証 な どの 保証 (優良 保 
証 、 一 般 保 証 を 問わ な い ) 等 に より 貸出 金 
が 保全 され て いる 場合 に は 、 当 該 保全 状況 
を 踏ま え 信 用 リス ク を 勘案 する 。( な お 、 
1009% 保 全 さ れ て お り 、 信 用 リス ク は 極 
め て 低い と 考え られ る 場合 に は 、 調達 コス 
ト (資金 調達 コス ト 十 経費 コス ト ) を 下 回 
る 場合 を 除き 、 原 則 と し て 、 貸 出 条件 緩和 
債権 に 該当 し な いも の と 判断 し て 差し 支 
えな いも の と 考え られ る 。) 


イ . 代表 者 等 が 当該 企業 の 保証 人 と な っ て お 
ら ず 、 か つ 個 人 資産 を 担保 提供 し て いな い 
場合 で あっ て も 、 代 表 者 等 の 当該 企業 に 対 
する 支援 の 意思 が 確認 され て いる 場合 (前 
記 1. (2) 参照 ) に は 、 当 該 代 表 者 等 の 
資産 に つい て 返済 能力 に 加味 する こと が 
で きる こと を 踏ま え 信 用 リス ク を 勘案 す 
る 。 

口 . 条件 変更 を 実施 し て いる 債権 で あっ て も 、 
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当該 企業 が 保有 する 資産 の 売却 等 の 見 通 
し が 確実 で あり 、 それ に より 返済 財源 が 確 
保 さ れ て いる 場合 等 に は 、 信用 リス ク そ の 
も の が 軽減 され て いる こと を 勘案 する 。 


(2) 貸出 条件 緩和 債権 の 卒業 基準 
貸出 条件 緩和 債権 の いわ ゆる 卒業 基準 に 
つい て は 、 中小 ・ 地 域 金 融 機関 向け の 総合 記 
な 監督 指針 ( 皿 一 4 一 9ー4 一 3 (2), ③, 
ハ ) ( 注 ) に お いて 記載 され て いる と ころ で 
ある が 、 この 場合 に お いて も 中 小 ・ 零 細 企 業 
等 の 特性 を 踏ま は そえ て 、 上 記 (1 ) イ . 及び ロ 
に 加え 、 次 の よう な 点 に 留意 し 、 検討 する 必 
要 が ある 。 

イ . 債務 者 が 経営 改善 計画 等 を 策定 し て いな 
い 場 合 で あっ て も 、 例え ば 、 今後 の 資産 売 
却 予定 、 役 員 報 酬 や 諸 経 費 の 削減 予定 、 新 
商品 等 の 開発 計画 等 収支 計画 表 等 の ほか 、 
債務 者 の 実態 に 即 し て 金融 機関 が 作成 ・ 分 
析 し た 資料 を 踏ま え 信 用 リス ク を 勘案 す 
る 。 

ロ . 株 式 会 社 整理 回 収 機構 が 策定 支援 し た 再 
生計 画 に つい て も 、 中 小 企業 再生 支援 協議 
会 が 策定 支援 し た 再生 計画 と 、 原則 と し て 
同様 に 扱う 。 
また 、 人 金融 機関 が 債務 者 に 対し て 貸付 条 
件 の 変更 等 ( 注 1) を 行う 場合 で あっ て 、 
当該 債務 者 が 経営 改善 計画 等 を 策定 し て 
いる と き ( 他 の 金融 機関 (政府 系 金融 機関 
等 ( 注 2) を 含む 。) が 行う 貸付 条件 の 変 
更 等 に 伴っ て 当該 債務 者 が 経営 改善 計画 
等 を 策定 し て いる と き 及 び 信 用 保証 協会 
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項目 
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検証 ポイ ント 

















ハ . 


に よる 既存 の 保証 の 条件 変更 に 伴っ て 当 

該 債務 者 が 経営 改善 計画 等 を 策定 し て い 

る と き を 含む 。) は 、 当 該 計画 等 が 中 小 ・ 

地域 金融 機関 向け の 総合 的 な 監督 指針 

ー4 一 9 一 4 一 3 (2) ③ ハ . ( 注 1) 及 

び ( 注 2) の 要件 を 満た し て いる と 認め ら 

れる も の で あれ ば ば 、 金融 機関 が 当該 債務 者 

に 対し て 行う 貸付 条件 の 変更 等 に 係る 貸 

出 金 は 貸出 条件 緩和 債権 に は 該当 し な い 

も の と 判断 し て 差し 支え な い 。 

( 注 1)「 貸 付 条 件 の 変更 等 」 と は 、 貸付 条 
件 の 変更 、 旧 債 の 借換え 、DES ( デ ッ 
ト ・ エ クイ ティ ・ ス ワッ プ ) その 他 の 債 
務 の 弁済 に 係る 負担 の 軽減 に 資す る 措 
置 を いう 。 

( 注 2) 株 式 会 社 日 本 政策 金融 公庫 、 株式 
会 社 商工 組合 中 央 金庫 、 株 式 会 社 日 本 政 
策 投資 銀行 、 株 式 会 社 国際 協力 銀行 、 沖 
縄 振興 開発 金融 公庫 、 独 立 行政 法人 奄美 
群島 振興 開発 基金 、 独 立 行政 法人 中 小 企 
業 基盤 整備 機構 、 独 立 行政 法人 福祉 医療 
機構 、 独 立 行政 法人 住宅 金融 支援 機構 を 
いう 。 
その 進捗 状況 が 概ね 1 年 以上 順調 に 進捗 

し て いる 場合 に は 、 その 計画 は 実現 可能 性 
の 高い 計画 で ある と 判断 し て 差し 支え な 
い 。 

中 小 ・ 地 域 金 融 機関 向け の 総合 的 な 監督 
指針 ( 皿 一 4ー9 一 4ー3 (2)、③、 ハ ) 
に お いて 、 債 務 者 が 実現 可能 性 の 高い 抜本 
的 な 経営 再建 計画 を 策定 し て いな い 場 合 
で あっ て も 、 債 務 者 が 中 小 企業 で あっ て 、 
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検証 ポイ ント 

















か つ 、 貸出 条件 の 変更 を 行っ た 日 か ら 最 長 
1 年 以内 に 当該 経営 再建 計画 を 策定 する 
見 込み が ある と き に は 、 当該 債務 者 に 対す 
る 貸出 金 は 当該 貸出 条件 の 変更 を 行っ た 
日 か ら 最 長 1 年間 は 貸出 条件 緩和 債権 に 
は 該当 し な いも の と 判断 し て 差し 支え な 
いと され て いる こと に 留意 する 。 

な お 、「 当 該 経営 再建 計画 を 策定 する 見 込 
み が あ る と き 」 と は 、 銀行 と 債務 者 と の 間 
合意 に は 至っ て いな い が 、 債 務 者 の 経営 
再建 の た め の 資 源 等 (例え ば 、 売却 可能 な 
資産 、 削 減 可 能 な 経費 、 新 商品 の 開発 計画 、 
販路 拡大 の 見 込み ) が 存在 する こと を 確認 
で き 、 か つ 、 債務 者 に 経営 再建 計画 を 策定 
する 意思 が ある 場合 を いう 。 


. 中 小 ・ 夫 細 企業 等 の 場合 、 大 企業 と 比較 


し て 経営 改善 に 時 間 が か か る こと が 多い 
こと か ら 、 資 産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 用 
チェ ッ ク リ スト 「 自 己 査 定 」( 別 表 1) 1. 
(3) ③ の 経営 改善 計画 等 に 関す る 規定 を 
満た す 計 画 (債務 者 が 経営 改善 計画 を 策定 
し て いな い 場 合 に は 、 債務 者 の 実態 に 即 し 
て 金融 機関 が 作成 し た 資料 を 含む 。 以下 
「 合 理 的 か つ 実 現 可能 性 の 高い 経営 改善 
計画 」 と いう 。) が 策定 され て いる 場合 に 
は 、 当該 計画 を 実現 可能 性 の 高い 抜本 的 な 
計画 と みな し て 差し 支え な い 。 また 、 今後 
の 資産 売却 予定 や 諸 経 費 の 削減 予定 等 が 
な く て も 、 債務 者 の 技術 力 、 販売 力 や 成長 
性 等 を 総合 的 に 勘案 し 、 債務 者 の 実態 に 即 
し て 金融 機関 が 作成 し た 経営 改善 に 関す 
る 資料 が ある 場合 に は 、 貸出 条件 緩和 債権 
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検証 ポイ ント 











6 








に 該当 し な いこ と に 留意 する 必要 が ある 。 
た だ し 、 経営 改善 計画 の 進捗 状況 が 計画 を 
大 幅 に 下回っ て いる 場合 に は 、 合理 的 か つ 
実現 可能 性 の 高い 経営 改善 計画 と は 取り 
扱わ な い 。 ま た 、 経営 改善 計画 の 検証 に あ 
た っ て は 、 上 記 3. 経営 改善 計画 を 踏ま え 
て 検討 する 必要 が ある 。 


( 注 ) 貸出 条件 緩和 債権 に つい て は 主要 行 等 向け 


の 総合 的 な 監督 指針 ( 皿 一 3ー2ー4 一 3 

(2), ③) に も 記載 有り 。 保険 会 社 の 貸付 
条件 緩和 債権 に つい て は 保険 会 社 向け の 総 
合 的 な 監督 指針 ( 皿 一 ムー16 一 3 (2), 
③) に 記載 有り 。 


. 企業 ・ 事 業 再 生 の 取組 み と 要 管理 先 に 対す 
る 引当 

地域 の 中 小 ・ 零 細 企業 に つい て は 、 大 企業 
と 異な り 抜 本 的 な 企業 ・ 事 業 再 生 の 手法 に つ 
いて の 選択 肢 が 狭く 、 中 小 ・ 地 域 金 融 機 関 が 
リレー ショ ンシップ バン キン グ を 通じ て 得 ら 
れる 情報 を 活用 し 、 継 続 的 な 企業 訪問 、 地 道 
な 粘り 強い 経営 相談 ・ 経 営 指導 等 を 行う な ど 、 
積極 的 に 企業 ・ 事 業 再 生 支 援 に 取組 むこ と が 
重要 で ある 。 

そう し た 企業 ・ 事 業 再生 支援 の 効果 が 将来 
的 に は 、 人 金融 機関 の 信用 リス ク の 減少 を も た 
らし 、 引 当 率 の 低減 を も た ら す も の と 考え ら 
れる 。 

引当 率 の 算出 に 当たっ て 、 人 金融 機関 が 十分 
な 態勢 の 下 、 企 業 ・ 事 業 再生 に 向け た 支援 等 
の 取組 み ( 注 ) を 実施 する 場合 に は 、 当 該 支 
援 先 (また は 同様 の 支援 等 を 実施 し よう と す 
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る 先 ) に つい て は 、 支 援 等 の 取組 み に よ り 低 
減 さ れ た 信用 リス ク に 基づく 引当 率 を 使用 す 
る こと に 合理 性 が ある も の と 考え られ る 。 

し た が っ て 、 人 金融 機関 が 日 頃 の 債務 者 と の 
密度 の 高い コミ ュ ニ ケー ショ ン を 通じ て 、 真 
黄 か つ 積 極 的 ・ 組 織 的 な 企業 ・ 事 業 再生 支援 
へ の 取組 み を 実施 し て いる 場合 に は 、 こ れ ら 
の 取組 み を 実施 し 、 そ の 実績 デー タ が 存在 し 
て いる 債務 者 を 、 そ れ 以 外 の 債務 者 と 区 別 し 
て グル ー ビ ピン グ す る こと に より 、 引 当 率 に 格 
差 を 設け る こと が で きる も の と する 。 

な お 、 人 金融 機関 が 引当 率 の 格差 を 設け て い 
る 場合 に は 、 こ れ ら の 取組 み の 実 施 状況 等 を 
検証 する 必要 が ある 。 

( 注 ) 金融 機関 の 早期 の 企業 ・ 事 業 再生 支援 に 
向け た 積極 的 ・ 組 織 的 な 取組 み に か か る 態勢 
整備 は 区 々 で ある が 、 具 体 的 に は 以下 の と お 
り 。 

イ . 金融 機関 が 企業 ・ 事 業 再 生 に 向け た 積極 
的 ・ 組 織 的 な 取組 み 、 例え ば 、 継 続 的 な 企 
業 訪問 、 中 小 企業 診断 士 等 の 専門 性 を 有 す 
る 者 の 養成 、 企 業 ・ 事 業 再生 支援 の た め の 
経営 相談 や 経営 指導 、 再生 支援 チー ム に よ 
る 再生 計画 の 策定 等 を 実施 し て いる こと 。 

な お 、 当 該 金融 機関 の 企業 ・ 事 業 再生 に 

向け た 支援 等 の 取組 み に つ いて は 、 業 務 日 

誌 等 の 業務 記録 に より その 実績 を 確認 し 、 

また 、 再生 計画 の 策定 に つい て は 、 そ の 実 

施 状況 等 を 検証 する 必要 が ある 。 

ロ . 企業 ・ 事 業 再生 に 向け た 支援 等 を 実施 す 

る 金融 機関 の 債務 者 選定 基準 が 明確 化 さ 

れ て お り 、 当該 基準 が 次 意 的 な も の で な い 
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こと 。 

ハ . 引当 率 の 算定 (今後 3 年 間 の 予想 損失 額 
見 積もり ) に 当たっ て は 、 十分 な 母 集団 が 
確保 され て お り 、 最 低 限 1 年 間 の デー タ が 
蓄積 され て いる こと 。 


7. 資本 的 劣後 ロー ン の 取扱 い 


( 1 ) 金融 機関 の 中 小 ・ 零 細 企業 向け ( 注 1) 
の 要 注 意 先 債権 ( 要 管 理 先 へ の 債権 を 含む ) 
で 、 貸 出 債権 の 全部 また は 一 部 を 債務 者 の 経 
営 改善 計 画 の 一 環 と し て 、 原 則 と し て 以下 の 
要件 の 全て を 満た す 貸出 金 (以下 、「 資 本 的 
劣後 ロー ン ( 早 期 経営 改善 特例 型 )」 と いう 。) 
に 転換 し て いる 場合 に は 、 債 務 者 区 分 等 の 判 
断 に お いて 、 下 記 (2) を 満た すこ と を 条件 
と し て 当該 資本 的 劣後 ロー ン ( 早 期 経 営 改善 
特例 型 ) を 当該 債務 者 の 資本 と みな すこ と が 
で きる 。( 注 2) 

な お 、 資 本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特 
例 型 ) へ の 転換 は 、 合理 的 か つ 実 現 可 能 性 が 
高い 経営 改善 計画 と 一 体 と し て 行わ れる こ 
と が 必要 で ある 。 

① 資 本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) 
に つい て の 契約 が 、 金 融 機関 と 債務 者 と の 間 
で 双方 合意 の 上 、 締 結 さ れ て いる こと 

② 契 約 内 容 に 、 原 則 と し て 以下 の 全て の 条件 
を 付 し て いる こと 

イ . 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) 

の 返済 (デフ ォ ル ト に よら な い ) に つい て 

は 、 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 

型 ) へ の 転換 時 に 存在 する 他 の 全て の 債権 

及び 計画 に 新た に 発生 する こと が 予定 さ 
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ノ \. 


ン 


れ て いる 貸出 債権 が 完済 され た 後に 償 二 
が 開始 する こと 

( 注 ) 経営 改善 計画 が 達成 され 、 債務 者 の 業 
況 が 良好 と な り 、 か つ 、 資 本 的 劣後 ロー 
ン (早期 経営 改善 特例 型 ) を 資本 と 見 な 
さ な く て も 財務 内 容 に 特に 問題 が な い 場 
合 に は 、 債 務 者 の オプ ショ ン に より 早期 
償還 する こと が で きる 旧 の 条項 を 設け る 
こと は 差し 支え な い 。 


. 債務 者 に デフ ォ ル ト が 生じ た 場合 、 金 融 


機関 の 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特 
例 型 ) の 請求 権 の 効力 は 、 他 の 全て の 債権 
が 弁済 され た 後に 生ずる こと 

債務 者 が 金融 機関 に 対し て 財務 状況 の 開 
示 を 約 し て いる こと 及び 、 金融 機関 が 債務 
者 の キャ ッシュ フロ ー に 対し て 一 定 の 関 
与 が で きる 権利 を 有 し て いる こと 


. 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) 


が ハ . その 他 の 約定 違反 に より 、 期 限 の 利 
益 を 喪失 し た 場合 に は 、 債務 者 が 当該 金融 
機関 に 有する 全て の 債務 に つい て 、 期限 の 
利益 を 喪失 する こと 


( 注 1) ここ で いう 中 小 ・ 堆 細 企 業 と は 「 中 


小 企業 基本 法 」 で 規定 する 中 小 企業 者 
及び これ に 準じ る 医療 法人 、 学 校 法人 
等 と する 。 た だ し 、 出 資 比率 や 経営 の 
状況 か ら み て 大 企業 の 関連 会 社 (財務 
諸表 規則 に お ける 関連 会 社 を いう 。) と 
認め られ る 企業 を 除く 。 


( 注 2) その 後 上 記 (1) ② の 諸 条 件 を 満た 


さ な く な っ た 場合 に は 、 資 本 的 劣後 ロ 
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ー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) を 当該 債 
務 者 の 資本 と みな すこ と が で き な い も 
の と する 。 


(2) 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) 
を 資本 と みな す に 際 し て は 、 金 融 機関 に お い 
て 当該 資本 的 劣後 ロー ン ( 早 期 経 営 改 善 特例 
型 ) の 引当 に つき 、「 資 本 的 劣後 ロー ン 等 に 
対す る 貸 倒 見 積 高 の 算 定 及び 銀行 等 金融 機 
関 が 保有 する 貸出 債権 を 資本 的 劣後 ロー ン 
等 に 転換 し た 場合 の 会 計 処 理 に 関す る 監 
上 の 取扱 い 」( 平 成 16 年 11 月 2 日 日 本 公認 
会 計 士 協 会 ) を 参照 の 上 、 会 計 ル ー ル に 基 づ 
いた 適切 な 引当 を 行う こと と する 。 


( 3 ) 貸出 債権 の 全部 また は 一 部 を 十分 な 資本 的 
性 質 が 認め られ る 劣後 ロー ン (以下 「 資 本 的 
劣後 ロー ン ( 准 資本 型 )」 に 転換 し て いる 場合 
に は 、 債 務 者 区 分 等 の 判断 に お いて 、 上 記 ( 1 ) 
の 諸 条 件 を 満た し て いる か 否 か に か か わら 
ず 、 資 産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク 
リス ト 「 自 己 査定 」( 別 表 1) 1. (3) の ( 注 ) 
に より 、 当 該 資 本 的 劣後 ロー ン ( 准 資本 型 ) 
を 当該 債務 者 の 資本 と みな すこ と が で きる こ 
と に 留意 する 。 


(参考 

資産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ ス 

ト 

自己 査定 (別表 1) の 1. の (3) の ( 注 ) 
「 債 務 者 の 実態 的 な 財務 内 容 」 の 把握 に あ た 
り 、 十 分 な 資本 的 性 質 が 認め られ る 借入 金 は 、 
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(金融 検査 マニ ュ ア ル ) 
資産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 用 チ ェ ッ 
クリ スト 「 自 己 査 定 」( 別 表 1) 





1 . 債権 の 分 類 方 法 





項目 
自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 


検証 ポイ ント 

















新規 融資 の 場合 、 既 存 の 借入 金 を 転換 し た 場合 
の いずれ で あっ て も 、 負 債 で は な く 資 本 と みな 
すこ と が で きる こと に 留意 する 。 
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3. 検証 ボイン ト に 関す る 運用 例 


【 事 例 No. 】 


事例 
事例 
事例 
事例 
事例 
事例 


事例 
事例 
事例 
事例 
事例 
事例 
事例 


事例 


事例 


事例 


事例 


事例 


事例 


事例 


事例 


の OO RR ON 一 
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が 確保 され て いる 場合 、 ま た は 、 そ の 見 込み が 確実 な 場合 等 


に つい て Tj ee 48 
「 外 部 要因 に よる 一 時 的 な 影響 に より 経営 改善 計画 を 下回っ 
た 場合 に つい て 」 i CR EE EE 50 
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済 猫 予 債権 ) の 取扱 い に つ いて (1 58 
「 書 替え 継続 中 の 手形 貸付 に 係る 貸出 条件 緩和 債権 ( 元 本 返 
済 猫 予 債権 ) の 取扱 い に つ いて (2)」 て rr 60 
「 正 常 運転 資金 を 供給 する 場合 の 融資 形態 及び 正常 運転 資金 
の 範囲 」 … ニ ドド ドド ドド ドド に レレ に に (に に に に に に に に に に に に に に に に し に に し に し に に し ーー 62 
「 法 定 耐用 年 数 内 で の 期限 延長 を 行っ た 場合 の 貸出 条件 緩和 
債権 ( 元 本 返済 猫 予 債権 ) の 取扱 い に つ いて 」 ドー 66 
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事例 22 


事例 23 


事例 24 


事例 25 


事例 26 
事例 27 


事例 28 


「 信 用 保証 協会 保証 付 貸出 金 に 対し 期限 延長 を 行っ た 場合 の 

貸出 条件 緩和 債権 ( 元 本 返済 猫 予 債権 ) の 取扱 い に つ いて 」・・・68 
「 担 保 ・ 保 証 等 で 保全 され て いる 場合 の 貸出 条件 緩和 債権 

( 元 本 返済 猫 予 債権 ) の 取扱 い に つ いて 」 ドー ドー ドー ドー 70 
「 債 務 者 の 状況 が 好転 し 信用 リス ク が 軽減 し た 場合 の 貸出 条 

件 緩和 債権 の 取扱 い に つ いて (いわ ゆる 卒業 基準 )」……・…・…・ 72 
「 経 営 再建 計画 に 沿っ た 経営 再建 が 見 込ま れる 場合 の 貸出 条 

件 緩和 債権 の 取扱 い に つ いて (いわ ゆる 卒業 基準 )」……・…・…・ 74 
削除 
「 要 注意 ( 要 管 理 ) 先 債務 者 に お いて 、 経 営 再 建 計画 に 沿っ 

て 、 既 存 の 債務 を 資本 的 劣後 ロー ン に 転換 し た 場合 の 取扱 い 」 76 
「 一 時 的 か つ 外 部 的 な 影響 に より 赤字 や 債務 超過 と な っ た 企 

業 の 判断 」 EE 78 


= ツウ ツー 


【 留意 事項 】 


1. 本 運用 例 に お ける 事例 の 解説 は 、 検 証 ポ イン ト に 焦点 を 絞っ て 記述 し た 
も の で あり 、 ま た 、 一 定 の 条件 下 に お ける 考え 方 を 示し た も の で ある 。 

し た が っ て 、 検 査 に 当たっ て は 、 債務 者 の 実態 的 な 財務 内 容 、 資金 繰り 、 
収益 力 や 貸出 条件 及び その 履行 状況 等 個々 の 債務 者 の 経営 実態 を 総合 的 に 
勘案 し て 債務 者 区 分 の 判断 を 行う 必要 が ある 。 


2. 本 運用 例 に お ける 実態 判断 の た め の 勘 案 事項 に つい て は 、 原 則 と し て 、 


金融 機関 が 債務 者 管理 や 自己 査定 の 為 に 用 いる 資料 等 、 債 務 者 の 実態 が 把 
握 で きる 資料 に 基づき 確認 を 行う も の と する 。 
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(事例 1) 


ソ 大 況 
記 茅 才 、 芝 妥 硫 メア プン 交 (シェ ア 7 の の め 、 写 情 葵 ・ 立 太 7 ダ 存 ② 三 ※ 貞 交 
SO BN 信人 紀和 の で 角 還 作 坊 貢 を 合 の が 5/ 條 15 全 の 5 で ある 。 


" 薬 沈 

SFAMKECAEg 放 語 の 只 必 し た 寺 閣 を 愛人 プ 、 薄 た 選 族 々 CC 少し MT で 
GAO EDAEE DO 2/3 DK て ES, で ぞ の を め 、 ク EEO F 
CM 7 EA) Ff LTC 人 ABE NI 7 BA) CT て TE, # 
美喜 友 彰 な 却 間 クス の み で ある 。 

バイ 葬 電 太 、 導 太 共 の 胡 を 胡 ぐ 茅 め だ 人 人物 で 人 伴 ち あ ク 、 鞍 半 疾 竣 の 召 包 選 愛 / 
ング の と ん 、 送 緒 入 字 で 謙 六 門 立 こ ある ここ み の ら 返 蘭 紋章 太 で き 炎 この だ め 、 だ パ 
葬 震 の 足 大 に 含 夢 誠に 食し 7 ける ( 必 砂 夫 多 2 の の 万 久 ) こと た より の 反落 し て 
6) る 。 婦 が 食 祖 雪 友 与 写 閥 店 遂 存 放 当 生 で ある が! 春 放 変更 ガ な っ て あら 到 
眉 沙 ちち 療 作 し て 0/1 な 

ただ 、 競 童 以 、 人 方 人 と し て 竹 貸 移 池 人 移 の 高義 を 多 女 に 族 方 し 、 当 衣 衝 貸 移 池 の 
SDENKA ハ SK 組 に みる, 

上 立 、 司 業 が と どの 運 論 や アフ ター サー ど ビズ の 序 笑 た と 力 を A スカ て お の 、 ぞ の 交 条 
STFF AAT に DSE, 


YS 倉 定 
芝 参 人 請 、 パ 葬 電 のみ ら の 大 邊 を 族 芦 才 の 己 選 護 公 誠 当 懇 ご みな ご 廊 彦 送 訴 で 
みあ ク グ 、 脆 肖 の 友 全 ちな /)/ ご こみ ら 、 秦 衣 芝 で ある ご と て の る 。 





(検証 ポイ ント) 
在 業 の 実態 的 な 財務 内 容 に つい て 


(解説 

1 . 売上 の 減少 に より 連続 赤字 を 計上 し 、 債 務 超 過 に 陥っ て いる 債務 者 に つい て は 、 一 
般 的 に は 、 当 該 債務 者 の 財務 内 容 か ら は 返済 財源 が 認め られ ず 、 要 注 意 先 以下 の 債務 
者 区 分 に 相当 する 場合 が 多い と 考え られ る 。 

し か し な が ら 、 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 代 表 者 か ら の 
借入 金 に より 資金 調達 が 行わ れ 、 それ を 原資 に 金融 機関 へ 返済 が 行わ れ て いる 場合 が 
あり 、 こ の よう な 場合 、 債 務 者 の 実態 的 な 財務 内 容 及 び 返 済 財源 を 確認 する 必要 が あ 
る 。 


2. 本 事例 の 場合 、 債務 者 の 経営 実態 を 踏ま えれ は 返済 能力 は 認め られ な い が 、 債 務 者 
区 分 の 判断 に 当たり 、 当該 代表 者 か ら の 借入 金 に つい て は 、 こ れ を 自己 資本 相当 と 考 
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える こと は 可能 で ある 。 ぞ その 場合 、 債 務 者 の 財務 内 容 は 実質 的 に 大 幅 な 資産 超過 と な 
る 。 一 万 、 債 務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 こ うし た 債務 者 の 実態 的 な 財務 内 容 の ほ 
か 、 貸 出 半 件 や その 履行 状況 、 債 務 者 の 今後 の 業績 改善 の 見 込 @、 今 後 の 代 表 者 個人 
の 返済 款 力 等 を 給 合 的 に 勘案 し 判断 する こと が 必要 で ある 。 こう し た 検討 の 結果 、 最 
近 の 業況 や 今後 の 収益 性 を 踏ま えた 今後 の 赤字 見 込 額 に 比 し 実質 的 な 資産 超過 額 が 
十分 に あり 、 か つ 、 代 表 者 に 今後 の 正常 返済 を 履行 する た め の 十 分 な 返済 寺 力 、 資 産 
示 力 が ある な ら ば 、 正 常 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 代 表 者 が 返済 を 要求 する こと が 明らか と な っ て いる 場合 (決算 書 等 に お ける 


代表 者 か ら の 借入 金 の 推移 に より 確認 等 ) に は 、 こ れ を 自己 資本 相当 額 と みな すこ と 
に は 問題 が あめ る と 考え られ る 。 
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(事例 2) 

" 北 安 
人 落 癌 尺 、 当 含 宏 ペア ン 訪 (シェア 55 る %、 坊 含 鈴 : 交 成 7 ダ 存 ? 情 聞 往 徐 70 の 
SH) 砂 友 マー ノリ ー 全 み を チ 婦 紀生 ご と だ 選 基 パ 彦 髪 窟 の 栄 義 7 夏 趣 の 内 
で あり 、 含 参 と 尽 島 貢 当 大 の ら が 5/ の ある , 


ソ Y 薬 況 
疾 科 の 奏 奄 友和 全 の 背 碑 光ら 元 た だ 疾 ダ /) ご と 女 っ て が ク 、 2 庫 加 久 し て が チチ る sf 
と ん 、 閣 受 欠 上 旋 湊 (SO0 内) を 旋 そ て の る 。 演 良太 、 半 学 尊 条 偶 交 た 交 子 、 
ら 存 硝 た 画 芦辺 學 契 卒 雪 た 刀 寺 し て の ) る 。 旗 茂 才 の 訪 学 、 元 た の 焼 ※ し て の ) る の 


た だ の あり) て ち 、 砲 受 の わら プ 多 競 の パパ 玩 志 散 間 2 支 家 価 を 及 た し て /) る ご この テ 交 要 
挫 で ある 。 演 飼 唐 尽 、 ラ 大 パ 欧 志 散 間 の 彰 凝 に つり) て 愛 ぐ 攻 六 し て の り ぐ 万 災 を 誠 
っ て ム ) る 。 婦 ゐ か 、 上 交 な で 疫 深 2 突 放 変更 の 友人 学友 婦 /)。 


" 互選 供 義 
当 妥 礎 、 碗 火 、 多 議 の /C 移 乾 散 坦 基 学 の 選 め で あ ク 、 返済 は 正常 に 行なわ れ 
て いる ご と の ら 、 郊 癌 茶 ど し て 1 る 。 





(検証 ポイ ント) 
多額 の 代表 者 報酬 に より 赤字 と な っ て いる こと に つい て 


(解説 

1. 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 そ の 業種 に も よる が 、 販 売 コ 
スト の 大 部 分 を 代表 者 等 に 対す る 報酬 や 家賃 の 支払 い が 占 め る 場合 が あり 、 こ うし 
だ 場合 、 代 表 者 等 に 対す る 報酬 の 多 容 が 売上 の 増減 と 相 僕 っ て 、 債 務 者 の 決算 に 大 
き な 影 響 を 太 ば すこ と に な る 。 
し た が っ て 、 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 場合 、 赤 字 ・ 債 務 超 過 が 直ちに 、 妥 注意 先 以 下 の 
債務 者 区 分 で ある と する こと な ぐ く 、 赤 字 の 発生 原因 や 金融 機関 へ の 返済 状況 、 返 済 
財源 に つい て 確認 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 赤 字 の 要因 が 多額 の 代表 者 報酬 等 に ある と され て いる が 、 こ の こと 
が 財務 諸表 等 に より 確認 が で き 、 か つ 、 当 信金 へ の 返済 が 代表 者 個人 の 資産 か ら 財 
われ て お り 、 参 後 と も 返済 が 正常 に 行なわ れ て いく 可能 性 が 高い な ら ば 、 正常 先 に 
相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 そ の 際 に は 、 代 表 者 個人 の 収支 状況 、 借 入金 、 第 三 者 へ の 保証 債務 の 有無 等 
に つい て 確認 する 必要 が ある 。 
仮に 、 代 表 者 個人 の 収支 借入金 等 の 状況 か ら 、 今 後 の 約定 返済 に 支障 を きた だ た す 
と 認め られ る 場合 に は 、 要 注意 先 以 下 に 相当 する か を 検討 する 必要 が ある 。 
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また 、 ぞ その 確認 に 当たっ て は 、 代 表 者 の 確定 申告 書 、 他 金融 機関 、 ロ ー ン 会 社 等 
の 抵当 権 の 設定 状況 等 に 基づき 行う こと が 考え られ る 。 
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(事例 3) 


" 北 当 
刻 芦 刻 友 、 当 雪 庁 メ アン 義 ( シ ェ ン の O%、 写 請 欧 ・ 立 7? 存 72 己 深 幅 委 18O 
A, UY 請 7 貸 貸 だ び 選 証人 分 譲 の ラ 2 分 婦 を チ 太 て 0/1 る BH 62 FW 
5/ NG し た f ネ 各 雇 貢 斉 で ある 。 


" 薬 況 
上 辺 の 壮 気 炊 送 に よる 7 Mt や 選定 分 謗 の 洲 少 の ら 、 元 上 た & 々 た ト た 次 候 司 に ある 
(RA 146 EA) だ 0, BF FE LLT て TUS, FE DLNMDOIEO 
ジェ ンク た 人 応 太 の ' 紛 彦 し て 恋 薄 プ こ な っ て の る ナ 砂 が 多 懇 の 飼 み 意 を 訪 そ て る ご 
CDOS 100 BN の 和 実 貸 編 落選 知 と な っ て 1 る 。 
劣 廊 の 属 貸 名 以上 E 記 プロ ジェ クト 病 参 で 、 これ まで の A ロ 補 辰 を 紋 返し 
て の だ が ご こと どき ぎ て 大 うつ ⑫ ぐ 大 刀 一 疲 返 潤 の ら 胡 乾 間 に の だ る 米 室 巡 潤 こめ ク ぎ 


え 、/ パ 交 才 の 人 欧 参 み ら 巡 澄 を な っ て る,。 
パパ 生 才 だ 、 ナ 交 合 の 九重 彦 (MUTT 久 見 込 作 ペー ズ ) 太 の 家 旗 規 湖 釜 を 逐 間 天 で 
St 120 SD 林 度 訪 し て 4/1 る 。 


Y SE 
芝 参 太 太 、7 パ 区 坊 友 が の 福 革 の 碗 に だ 和 あ 必 を 門 婦 る 候 大 の ある ご この 痛 衣 で 
ぎ て る こと の ら 、 活 人 ・ 女 人 一 と し て 考え る と 含 表 0 が CE く 、 ME 
て 痛 た 、/ パ 移 考 の 巡 薄 し て /) る ご ご を 秦 そ 、 肥 誠 牙 こし て の り る 。 





(検証 ポイ ント ) 
代表 者 の 資力 を 法人 ・ 個 人 一 体 と みる こと に つい て 


(解説 
1. 一 般 的 に 、 バ ブル 期 に 取得 し た 土地 の 地価 の 下落 に より 債務 超過 に 陥り 、 ま た 、 当 
該 土地 を 売却 で き な い た め に 貸出 金 の 期日 延長 を 繰り 返し て いる 場合 に は 、 債務 者 の 
財務 内 容 、 貸出 栄 件 及び その 履行 状況 に 問題 が ある こと か ら 、 要 注意 先 以 下 の 債務 者 
区 分 に 相当 する 場合 が 多い と 考え られ る 。 

し か し な が ら 、 中 小 ・ 堆 細 企 業 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 当 該 企 業 の 財務 
状況 の みな ら ず 、 例 えば 、 代 表 者 の 個人 資産 等 も 勘案 し て 、 そ の 上 で 債務 者 区 分 を 検 
討 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 貸 出 金 は 長期 に わた っ て 実質 延滞 状態 に あめ る ほか 、 多 額 な 塩漬け 物 
件 の 含み 損 等 か ら 実 質 大 幅 な 債務 超過 状態 に あり 、 貸出 金 の 回 収 に 重大 な 懸 意 が ある 
と も 考え られ 、 破 綻 懸 意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 
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3. し か し な が ら 一 廊 、 代 表 者 は 、 企 業 の 実質 債務 超過 相当 額 を 上 回 る 個人 資産 を 有 し 、 
当該 資産 を 債務 者 に 提供 する 意思 も 確認 され て いる ほか 、 現に 、 個 人 資産 か ら 在 業 の 
借入 金 の 返済 も 行っ て いる 状況 に ある 。 

し た が っ て 、 こ うし た 代表 者 の 資産 内 容 を 検証 し た と ころ で の 返済 能力 〇 ① 返 済 の 意 
忌 が 十分 確認 で きる の で あれ ば 、 要 注意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


4. な お 、 代 表 者 等 の 資産 に つい て 検討 する に 当たり 、 そ の 資産 の 有無 の みな ら ず 負債 
や 代表 者 等 個人 の 収支 状況 等 に つい て も 確認 する 必要 が ある 。( 具 体 的 に は 確定 申告 
書 、 今 後 提供 し よう と する 資産 の 登記 簿 騰 本 や 、 他 金融 機関 、 ロー ン 会 社 等 の 抵当 権 
の 設定 の 事実 等 )。 

また 、 例 えば 、 代 表 者 が 当該 企業 と 別に 企業 を 営ん で いる 場合 、 当 該 別 企業 の 業況 
が 芳しく な ぐ く 、 当該 別 企 業 に 対し て 今後 も か な り の 資産 提供 が 予想 され る 場合 や 個人 
で 多額 の 借入 金 を 有する 場合 な ど に つい て は 、 そ の 程度 に 応じ て 、 要 注意 先 以 下 に 相 
当 す る か を 検討 する 必要 が ある 。 
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(事例 4) 


" 北 安 
刻 芦 才 太 、 当 居 門 メア ン 交 (シェア 7 の 0 の 、 写 大 共 ・ 攻 7? 存 7 三 ※ 貞 秒 
20 5 パ 王 却 女 (だ に 25 茂 ) で 総 寅 プ る ノリ ン 記 で 、 パ 開 才 の Z 刻 9 存 
CRE CY て TI た RA RHE ATRL EO WE GREE M 鞭 
と だ 。 


" 業 安 

太 迷 弥 存 友 堆 字 で 彦 用 し だ ど ル で ぞ の の 肥 友 巡 送 た 胡 生 の 数 の 、 育 大友 こ ん ご 
MNMDTE 和 SS に 太ら が れ 、 太 婦 所 字 縮 人 滞 と な っ て (1 る 。 

座 各 斉 た に 以 己 宮 奈 語 紹 人 に 太 見 る べき まき 意 彦 撤 な な ん) こと の ら 、 淳 妨 六 レ だ 
胡 迷 哀 梁 Gt 20 DAORF A MF 家 益 の 浴 の の ちろ た に な り のり 、 髪 近 
で ラク タ 斑 着れ が て 入 癌 され て /) た 。 

演 編 紹 世 72 倖 77 、 義 場 み の 返 潤 突 な 北 私 の あみ を 受 プ だ が 、 ぞ の 克 、 パ 
葬 志 の 長 夫 の 張 な の 刻 交 光 の 一 破 支 才 を な /)、 さら だ ぞ の の 痛 の 返 潤 1 瞬 訟 の 妃 學 に 


上 姜 み 腔 学ん だ 旧 今 た 友 、 胡 協 与 多 の 逐 つ 与 の 必 み を 受 プ だ ご この ら 、 導 症 巡 潤 
人 棚 の 終 池 Gt 7 ひ り 万 尺 ン ぢ 、 瞬 終 凛 た 即 腕 一 友近 潤 ) た 妨 と て の) る 。 当 逐 胡 雰 
3②5 茂 で デ 府 ググ 7 スス あ ク 、7 パ 玩 刻 区 彰一 六 み に なめ の 肉 太 上 郁 で 、 存 災 〆 9 上 豆 
万 疹 度 と 本人 がら 大 1 て 1 る ( 胡 夫 友 謙 芦 坊 の 括 須 人 ご な っ て 6 り 婦 6 

な か 、 パ 葬 志 だ 革 開 竣 竣 と 序 /) 調 人 錠 を 大 っ て の ) る 。 


ソ gS 六 
当 情 紗 廊 、 議 送電 の 交 渡 六 み と / 閉 器 〆 あ る ちと も の の 、 パ 琴 坦 の 挟 愛 み ら 志 北 葛 の 
凝 著 の! で き 、 疾 みる 上 閉 朋 婦 /) ご 考 用 ら カ る ご と みか ら 、 背 宛 女 反論 の 散 薩 女 /)ー 
レ し て 、 胡 法 乾 方 と ど し て (1 る 。 





(検証 ポイ ント) 
代表 者 の 長男 の 支援 に つい て 


(解説) 

1. 中 小 ・ 堆 細 企 業 等 の 債 聞 者 区 分 の 判断 に 当 た だ っ て は 、 当該 企業 の 財務 状況 の みな ら 
ず 、 例え は 代表 者 と 密接 な 関係 に ある 者 の 支援 の 意思 及び 支援 の 能力 を 総合 的 に 勘案 
し て 、 そ の 上 で 債務 者 区 分 を 検討 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 代表 者 は 事業 継続 に 強い 意思 を も っ て いる も の の 、 売 上 の 減少 が 続 
き 、 業 況 は 低調 に 推移 し 、 返 済 遅延 、 条 件 変更 に 至っ て いる こと 等 を 勘案 する と 、 騙 
後 経営 難 に 陥る 可能 性 が 高く 、 破 綻 懸 意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 し 
か し な が ら 、 遅 延 分 に つい て は 既に 長男 が 支払 解消 し て いる ほか が 、 代表 者 の 長男 か ら 、 
条件 変更 後 の 返済 や 最終 の 回 収 に 問題 が 発生 し た 場合 は 支援 を 行 つ 旨 の 申出 が あり 、 
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か つ 、 当該 長男 の 収入 状況 る 家族 状況 等 を 踏ま え 今 後 と も 支援 を 行う 資力 が ある と 認 
め ら れる の で あれ ば 、 有 要 注 意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 本 事例 の よう に 保証 人 で な く 、 ま た 、 経営 に 直接 関連 し な い 者 の 支援 の 検討 
に 当たっ て は 、 当 該 支 援 者 の 支援 の 意 選 の 確認 は も ちろ ん の こと 、 残 債権 の 金額 と 支 
援 者 の 資力 、 代 表 者 と 支援 者 と の 関係 、 親 密度 合 等 を 確認 する 必要 が ある 。 

な お 、 支援 者 の 資力 に つい て は 、 支援 者 自身 の 個人 収支 、 借 入金 第 三 者 へ の 保証 
債務 の 有無 等 を 確認 する 必要 が ある 。 

仮に 、 当 該 支 援 者 に 借入 金 等 が あり 、 代 表 者 を 支援 する 資 カ が な いと 認め られ る 場 
合 に は 、 破 綻 懸 意 先 に 相当 する か を 検討 する 必要 が ある 。 

また 、 そ の 確認 に 当たっ て は 、 当 該 長男 の 支援 意思 の 収入 状況 等 が 当該 長男 か ら 提 
出さ れ た 資料 に より 確認 で きる こと が 望ま し い が 、 こ の よう な 資料 が な い 場 合 に は 、 
例え ば 、 当該 長男 と の 交渉 結果 等 が 記載 され だ 担当 者 の 業務 日 誌 等 に 基づい て 確認 す 
る こと も 考え られ る 。 
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(事例 5) 


" 北 安 
刻 芦 志太 、 当 な メア プン 変 て (シェア 70 の %%、 ち 大 懇 ・ 立 太 7@ 存 づ 居 人 箇 間 
7 の ワ 豆 万 ウ パパ 琴 考 の / 大 ら ぢ で 家 寺 メ ー カ ー 選 プク の プラ ステ チッ ク 安 参 贅 を 受 学 全 
産 の る 美 姜 有 のり 存 を 子 る 婦 友 須 倫 業 考 で ある 。 


" 業 

衰 香 既に る 委 友 愛 要 の 寿人 選 角 寺 メ ー カ ー の 人 学 彦 婦 大 の 交 作 シン た 生み ら 
愛 学 縛 の 避 涼 方 の CELDT BF FO 知代 Bl 
A 7 EAN) た 即 っ て /) り る 。 き な だ 、 了 だ た 旗 数 圧入 六 当 や ジ 准 ゲス 代 移 等 た 九 
郁 と て る が ご この うろ 、 了 だ 旗 痕 入 奏 誠に た つ /) て 、 寒 人 且 更に る 交 攻 近 演 


益 巴 の ! 箋 放さ れ て 1 る 。 


Y 所 
才 ケ 和弥 、 季 汰 ち レ し て I な I& の 、 パ ババ 凌 癌 だ びび 演 評 上 納 の うち 2 避 選 、 こ の 疫 宋 で ち 
不 聞 の 叉 を 存 つ 参政 友人 で あみ ク 、 今 ぎ で ババ 凌 埋 の 克 和 痕 し た 演 議 旋 な だ が 守 友 将 箕 族 
の の ら 夏 、 災 開 長 の 芝 万 の 引 逐 導 グ ク の が ある こと 女 の み の ら 、 湖 育ち 家 堆 メー カー グ の 
ら の 受 池 の ある 奏 度 雄 宅 に 点 和 まれ る と HMM し 、 要 法 間 訪 と し て 4/1 る 。 





(検証 ポイ ント) 
技術 カ に つい て 


(解説 

1. 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 企業 の 技術 力 等 が 十分 な 潜在 
能力 、 競争 力 を 有 し 、 今 後 の 事業 の 継続 性 及び 収益 性 の 向上 に 大 きく 貢献 する 可能 性 
が 高い の で あれ ば 、 それ ら を 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て の 要素 こと し て 勘案 する こと 
は 有用 で ある 。 


2. 本 事例 の よう に 、 業況 不振 に より 連続 し て 赤字 を 計上 し 、 債 務 超 過 に 陥っ て いる 債 
務 者 に つい て は 、 今 後 、 業 況 回 復 の 可能 性 が 低い と 認め られ る の で あれ ば 、 経 営 破綻 
に 陥る 可能 性 が 高い 状態 に ある と 考え られ 、 破綻 懸 菅 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考 
えら れる 。 

し か し な が ら 、 債務 者 の 持つ 高い 技術 力 に よっ て 今後 も メー カー 等 か ら の 受注 が 確 
実に 見 込ま れ て お り 、 今後 の 業績 の 改善 が 具体 的 に 予想 で き 、 さ ら に 、 他 の 種々 の 要 
素 を 勘案 し 、 今後 の 事業 の 継続 性 や 収益 性 の 向上 に 懸 吉 が な いと 考え られ る の で あれ 
ば は 、 要 注意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 

一 方 、 今 後 の 業 況 の 改善 が 見 込め ず 、 企 業 の 資金 繰り の 状況 代表 者 等 の 個人 資 
産 の 余力 等 を 勘案 し た と し て も 、 例 えば は 、 今 後 延滞 の 発生 が 見 込ま れる な ど 、 事 業 の 
継続 性 に 懸 誠 が ある な ら は ば 、 破 綻 砂 吉 先 に 相当 する か を 検討 する 必要 が ある 。 
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3. な お 、 技 術 力 の 検討 に 当たっ て は 、 債務 者 が 既に 取得 し て いる 、 若しくは 現在 出願 
中 の 特許 権 、 実 用 新案 権 の 存在 が 特許 証明 書 等 で 確認 で きる の で あれ ば 、 債務 者 の 技 
術 力 の 高 さ を 表す 事例 の 一 つと 考え る こと が で き 、 将来 の 業績 に 対す る プラ ス 材 料 の 
ー つ と な り 得 る と 考え られ る 。 

し か し な が ら 、 馬 後 の 事業 の 継続 性 及び 収益 性 の 見 通し を 検討 する に 当たっ て は 、 
こうした 特許 権 等 の 存在 の み に と ど ま ら ず 、 例 えば 、 当 該 特許 権 等 に より 、 ど の 程度 
の 新規 受注 が 見 込ま れる の か 、 ま た だ た 、 そ れ が 今後 の 収益 改善 に どの よう に 寄与 する か 
な ど と いっ た 点 を 具体 的 に 検討 する こと が 必要 で ある 。 
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(事例 6) 


" 北 安 
侯 芦 志 だ 、 芝 次 訂 メ アン 変 / シ ェ グ 100%、 信 信人 鈴 : 交 応 15 年 ラ 玉 大 深 牌 角 2 
S50 85H 族 芦 考 太 、 砂 克 た 雪が を 准 ぐ 比 全 が で ある 。 


" 業 安 

侯 芦 志 、 災 必 ク 毅 導 ( 北 多 ) が ご し と て 、 妙 克 で 原 匂 錠 女 彰 交 友 妨 を 訪 
BPEARAT て HEN の 改 の ら の 安 九 女 遂 交 導 及 の ズ 秦 電 和 た 大 ク 、 砂 旋 遂 劣 の 
覚 / ん の ク 導 め 学 め の 2/ ぎ 人 ム ゲ を 災 放 な ぐさ 7、 科 人 存 、 友 学 入学 の 巡 光 の 閉 き 、 族 
ETNIHEE て 1E。 

LNTLENS, EDORWLDIHWHEETC SEES ANDOF GE NOWAC 
つて ち 、 妙 去 の 大 チ 子 雷 放 会 と の て で 、 RK で て が MH 拓 巻 を 方 うな ど 、 胡 秒 カ @ 
避 ぐ 齋 妙 さき 7 て /) る ご ご うろ で あ ク 、 EGER RN ZF RONREET 
と 半 葛 臣 ち 店 77 さ 7 て 6) る ご ころ で ある 。 


芝 交 硫 で 、 寺 凌 2 の 女 だ 美 太 砂 12 門 門 芝 を 遂 じ て 、 欠 圧 だ 謙 芦 志 ご 憂 留 し て 
の ク 、 当 脱 謙 茅 才 の 肥 妙 力 に ご つん) て の 灰 妙 ・ グ た 与 情 を 存 っ て 《) る 。 また 、 ロペ 
の 券 多 導 勤 等 の 訪 実 に 大 ク 、 刻 克 の 遂 開 免 及 の 秦 芸 美 浮 に つり て 、 ナ ダグ 交 誠 
著 ・ 訪 懇 みみ を 壇 し て お ク 、 当 有 説 ツ ソーク デ ティ ァ ンク 凌 訪 半 み を 雄 厚 ん 雪 な だ つめ ) 
て TE FO 上 EAENESEOHNKNOE ち と 婦 続 に 偽 導 誠 を 区 誠 す る D 条 で あ 
る 。 


Y 互選 俗 室 
侯 芦 志 の 友 編み こつ /) て ナグ 容 し て あ ク 、 大 計 / 義 だ 友 災 認 寺 ち ナグ 昌 ス デ 
77 る ご と て 、 愛 意 変 - し て の る 。 





(検証 ポイ ント ) 
技術 力 に 関す る 大 手 企 業 と の 取引 状況 る 金融 機関 の 評価 態勢 に つい て 


(解説 

1. 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 企業 の 技術 等 が 十分 な 潜在 能 
力 ・ 競 争 力 を 有 し 、 今 後 の 事業 の 継続 性 太 び 収益 性 の 向上 に 大 きぐ 頁 献 する 可能 性 が 
高い の で あれ ば 、 それ ら を 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て の 要素 と し て 勘案 する こと は 
有用 で ある 。 


2. 本 事例 の よう に 、 業況 不振 に より 連続 し て 赤字 を 計上 し 、 債 務 超 過 に 陥っ て いる 債 
務 者 に つい て は 、 今 後 、 業 況 回 復 の 可能 性 が 低い と 認め られ る の で あれ ば 、 経 営 破綻 
に 陥る 可能 性 が 高い 状態 に ある と 考え られ 、 破綻 懸 意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考 
えら れる 。 
= 34 


し か し な が ら 、 本 事例 の よう に 金融 機関 が 企業 訪問 経営 相談 を 通じ た 人 
間 の 密度 の 高い コミ ュ ニ ケー ショ ン に よっ て 、 当 該 債務 者 の 技術 力 を 適切 に 評価 ・ 
析 し て いる こと が 業務 日 誌 等 か ら 検 証 さ れ 、 か つ 、 そ の 高い 技術 力 に よっ て 、 の 
業績 の 改善 が 具体 的 に 予想 で き 、 さ ら に 、 他 の 種 選 の 要素 を 勘案 し 、 今 後 の 事業 の 継 
続 性 ② 収 益 性 の 向上 に 懸 訟 が な いと 考え られ る の で あれ ば 、 要 注 意 先 に 相当 する 可能 
性 が 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 技 術 力 の 検討 に 当たっ て は 、 特 許 権 め 実用 新案 権 の 存在 が な く と も 、 具体 的 
な 製品 化 や 大 手 企業 と の 技術 協力 等 の 実態 を 確認 で きる の で あれ ば 、 債務 者 の 技術 力 
の 高 さ を 表す 事例 の 一 つと 考え る こと が で き 、 将来 の 業績 に 対す る プラ ス 材 料 の 一 つ 
と な り 得 る と 考え られ る 。 従っ て 、 こ うし た 技術 カ に つい て は 、 単 に 技術 力 の 評価 に 
包ま ら ず 、 例 えば 、 ど の 程度 の 新規 受注 が 見 込ま れる の か 、 ま た 、 そ れ が 今後 の 収益 
改善 に どの よう に 寄与 する か な ど と いっ た だ た 点 を 具体 的 に 検討 する こと が 必要 で ある 。 
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(事例 7) 


" 北 安 
侯 芦 志 友 、 革 妥 礎 メ アン 変 て (シェア @ の め 、 人 ラ 含 鈴 : 次 成 74 存 乙 情 送 草間 6 ひ 
SN). Hira テー た の ら 欧 合 に デ る まで チタ ブル ONE WE 
て 6 り る 美 刻 7 らち 存 の 業 考 で ある ,。 


" 薬 況 
誠人 の ら の 信太 な な 長 上 誤 の 座 入 人 よる 放 引 訪 が ら の 衣 入 沖 の MM 
愛 話 全 た 九 そ き カ この とめ 、 売 た 高 太 旭 た 数 の し 、 づ 徐 遂 緒 六 字 (A 
20 DA) EL NE FE GAMAKE AO BEA) た 和宏 浴 し 、 侯 雪 棒 
ク ち 胞 が し て の る が 圧 迷 変 思 に よる 巡 沙 祭 他 の 終ら EAB ET て IEL 


糖 薄井 尺 、 諾 万 営 痕 の 絡 大 選 人 軸 占 湖 等 に よる コス ズ スト タダ ワン た に 全 め め て 0 る 
の の 、 了 チカ の FB £0 導き まく 、 ぞ の KLEIN て IE 
bl COLM 胡 夫 に 休 疹 し た 給 合 上 避 内 の 店 RF FT TD だ CE 
の ら 、 証 表 の 作 索 ん 一 た た 局 げ て 導 を 人 る べく ぐ 洪 倫 を し て 0 る と こう て で ある 。 


Y gS 倉 定 
芝 参 大 尽 励ん) 長 当 な の ら 効 用 用 こ 大 る 湖 攻 の 學 ダ 用 孝 を 徐 半 し て 、 愛 蔵 
(2 の MB 妥 池 療 芳 ) と レ し て) る 。 





(検証 ポイ ント ) 
販売 力 に つい て 


(解説 

1. 長年 の 信用 力 の 積み 重ね に より 、 強 固 な 販売 基盤 を 有 し て いる 企業 の 場合 、 新 商品 
の 販売 動向 が 急速 な 業績 改善 に つなが る こと は 十分 考え られ る こと で あり 、 そ れ ら 
を 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て の 要素 と し て 勘案 する こと は 有用 で ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 売 上 高 が 大 幅 に 減少 し 、 コ スト ダウ ン の 効果 も 現れ ず 、 財務 内 容 や 
返済 条件 も 悪化 の 一 途 で あり 、 こ の た だ た め 依 後 の 業況 回 復 の 可能 性 が 低い と 認め られ 
る の で あれ ば 、 破 綻 懸 意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 

し か し 、 一 訪 で 、 今 ま で 培っ て きた だ 販売 ルー ト の 強み を 活か し た 新 製品 の 拡販 で 今 
後 の 収益 改善 の 効果 が 見 込め る 場合 に は 、 こ うし た 販売 力も 総合 的 に 勘案 し て 判断 
する 必要 が ある 。 


3. 販売 力 の 検討 に 当たっ て は 、 今後 の 売上 増加 が 期待 で きる と いっ た 説明 だ け で は な 
く 、 具 体 的 に どの よう に 売上 の 増加 ① 収 益 の 改善 が 見 込め る か に つい て 、 例 えば 、 
新 商品 の 評判 、 問 い 合わ せ や 引き 合い 等 が 今後 の 収益 改善 に ご の よう に 寄 写 する の 
か な ど 、 今後 の 需給 見 込み 等 を 踏ま えた 収益 改善 計画 等 に より 検討 する 必要 が ある 。 
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こう し た 検討 の 結果 、 その 実現 可能 性 が 高い と 認め られ る の で あれ ば 、 要 注 意 先 ( そ 
の 他 有 要 注 意 先 ) に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 

な お 、 その 実現 可能 性 が 低い と 認め られ 、 企業 の 資金 繰り の 状況 る 代表 者 等 の 個人 
資産 の 奈 力 等 を 勘案 し た と し て も 、 人 今後 延 滞 の 発生 が 見 込ま れる な ど 、 事 業 の 継続 
性 に 懸 意 が ある な ら ば 、 破 弓 懸 菅 先 に 相当 する か を 検討 する 必要 が ある 。 
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(事例 8) 


" 北 党 
刻 茅 坊 、 芝 湖 礎 メア ン 交 (シェア 7 OO め 、 写 大 葵 ・ 立 成 7 ら 存 ② 与 送 貞 間 
ら り 万 心太 克 で 訪 る 婦 漠 交 訪 を 富 め 迫 訂 7 の O 存 を 送る 交 で ある 。 


" 薬 況 

改 縛 で 尺 有 且 な 姓 朗 の 帝 物 店 で あり のり 、 長 爺 和 盛っ だ 編 庁 カ と あ の FR こと 
の ら 、 10 FC WADA の 0 gS 奈 人 OK C7 OF) 
を ケ う な ど 、 震 業 の がめ ズ を っ だ 。 し CNLENS, 3 人 F 本 に 余計 し た 局 貢 埋 の 角 刻 
た より の 演 盆 廊 と 7 ずる 導 旗 倫 共 の 偽 の だ め に C1 O00 の 闘え を な っ だ こと 
の ら 、 大 訪 謙 含 落 選 入 に っ だ 。 ま また だ 、 で の っ だ 和合 語 狗 示 に と に つん) て ち 、 己 作 
感 誠彦 た ク 砂 欠 を 災 旋 な ぐさ 放 、 元 た ち 数 少し 送電 続 の 六 字 ご な が っ て の る 。 

芝 参 硫 で 、 刀 た 一 硫 の だ 業 六 を 瘍 と て 、 褒 芦 考 の 飲 交 ずる 導 の 比 葵 及 ご と 
て AFF て 、 島 后 で の 放 壱 宅 頃 ちち 高く 、 え だ た だ 字 后 合 の ら の 1 含 わ # ボ ち 勿 ん) こと 
を 大 容 し て ん /) だ ここ の から 、 旋 芦 志 の 鞍 奨 邦人 学 ピ の 大 で ある ご 効 六 ん し 支 旋 を 生 六 と 


て I< を FOE た, この よう な 中 で 、 亡 語 の 食 落 癌 に 立 す る 痕 営 柏 談 ・ 痕 滞 診 考 
登 と あお) て 依 益 の 克 誤 妹 應 た つり ) て 詩 訂 し 、 選 和食 語 で の 故 二 た と よる 初台 度 を 法 の 
ん ム アン ター ズ ッ ム を 介 っ だ 誠 大 錠 却 を 胡 め と だ ご こう 、 大 々 ご で 太 あ る グ み ' 守 た ち 
丹 娘 し て ぎ て の ク 、 多 間 に 友 著 学 の 記 た ち 曳 7 る 巡 沈 ご が っ て のり る 。 


" 互選 含 室 
当 婦 礎 、 碗 炎 、 ズ 旭 婦 謙 芝 門 /@ で 六 字 ご な っ て /) る ちの の み の 、 RF DCE 
あり 、 聞 含 鈴 論 を 入局 し だ た 讐 コス ズ た で の 如 錠 に より 業況 必 等 の 見 入れ る こと 、 肪 
訟 ち 5/ ま 況 き 交 諾 万 外 で ある こと の が ら 、 近 池 意 攻 ど し て 1 る 。 





(検証 ボイン ト ) 
商品 実績 ゆめ 新規 販売 経路 の 開拓 に つい て 


(解説 

1. 中 小 ・ 零 細 企 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 企業 の 技術 等 が 十分 な 潜在 能 
力 ・ 競 争 力 を 有 し 、 今 後 の 事業 の 継続 性 及び 収益 性 の 向上 に 大 きく 貢献 する 可能 性 が 
高い の で あれ ば 、 それ ら を 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て の 要素 と し て 勘案 する こと は 
有用 で ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 債 務 者 は 3 期 連 続 で 赤字 、 大 幅 な 債務 超過 に 陥 っ て いる 状況 に ある 
こと か ら 、 騙 後 、 返 済 能力 の 改善 が 見 込め な いな ら ば 、 破 綻 懸 意 先 に 相当 する 可能 性 
が 高い と 考え られ る 。 
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し か し な が ら 、 本 事例 で は 当 金 庫 が 日 頃 の 企業 訪問 や 経営 相談 を 通じ て 、 当該 債務 
者 の 実態 を きめ 細か ぐ く 把 握 し て いる こと が 伺わ れる 。 また 、 当該 債務 者 の 販売 基盤 を 
勘案 すれ ば 、 経費 コス ト の か か ら な い イ ンタ ーネット の 活用 と いっ た 旋法 に より 、 こ 
れ ま で 培っ て きた 信用 力 と 商品 の 評判 の 良さ を 活か し た 新規 販売 ルー ト の 開拓 が 行 
われ 、 今後 、 全 国 か ら の 受注 増加 に より 業況 改善 が 見 込ま れる の で あれ ば 要 注 意 先 に 
相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


3. 本 事例 の よう に 金融 機関 が 日 の 渉外 活動 等 か ら 得 られ る 情報 を 分 析 ・ 活 用 し つつ 、 
顧客 が 抱え る 経営 上 の 問題 に 対す る 解決 策 を アド バイ ス す る 、 と いう いわ ゆる 問題 解 
決 型 の ビジ ネス に 取組 ん で いる 場合 に は 、 これ を 債 聞 者 区 分 の 判断 に 当たっ て 考慮 す 
る こと が 有用 で ある 。 
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(事例 9) 


" 北 安 
万 茅 芦 〆、 芝 大 引 メア プン 交 て (シェア 71700、 坊 信人 狂 次 太 7⑦ 存 7 尽 迷 貞 秒 
ど 己 ク ウ 〉 閥 を 夢 業 区 奴 ご ずる 胡 導 存 の た ラッ ク 訂 送 開 芦 。 パ 先 坦 (〈 ら 5 癌 ソリ 
と ぞ の 地 (55 茂 奴 び 姜 窟 〈②O 若 ) の 変電 し て の る 。 


業況 

克彦 誠 開 の 友 誠 時 補 グ の 却 上 の 多 ご を 太め る 。 了 FHIO 謝 われ 、 一 定 の 方 
た 、 丸太 を 俊 避 し て まだ,。 し の し EN らら 、 太 存 よ の が 次 童 の 刀 誠 迷 般 の 宏 わ し とく ぐ な 
ぐ 、 貢 共に 座る こと の で き ぎる びら SR れ た だ ただ め 、 ビ ピーク 司 の 藤 況 た に 広 べべ ズ 誠 
数 巡 ・ 数 災 な っ を , 

才女 及 、 交 大 7 の 分 、 革 六 娘 ・ 硫 奏 与 写 の 族 用 美 座 湖 た 克 懇 し て /) る が * 業 
北大 ん だ っ て 、 返 潤 太 孝 邊 萌 大 の 7 ~2 カ 和己 分 洛 ク の の! ちと な っ て (1 る 8。 練 夢 ・ 
葛 硫 友 与 窟 ( 放 居 却 え 多め ) の め ご 曳 る べき 刀 人 左 彦 友 婦 / 

LNT なら S、 が 問 電 の 業 送 凛 炉 と の リプ る 区 有紀 裕 ぐ 、 こ こ た 爽 て 銀 矢 迷 蟹 右 如 
痢 と 太っ て (1 る 。 

パパ 吉 だ 選 女 の ら 、 当 茂 全 た 克 送 と て 送 逐 太 みみ ププ な /) ご と て あお ク 、 學 を 、 郁 雰 ち 
f 義 吉 の 遂 砂 し を 受 プ て 遂 疹 考 ご と て 鞍 開 と 九 多 、 半 沈 用 却 た 共 め だ /) と と て 6) 
る 。 


Y 王 己 供 安 
当 危 紋 尽 、 旗 痛 才 の 美 浸 層 芝 だ 安定 で 返 攻 ごち 郊 間 の 学 じ て /) る ちの の の 
び 北 才 ご 美 芦 送 厚 へ の 逐 / ) 族 交 の ク 、 区 と だ 、 当 謎 訟 美 の 大 鞭 び 開場 倫 の 遇 寺 を 捕 
人 の る な どど 千 天 の あ お ける 人 A 稚 で ある あるこ と, © 選 男 ちち 当月 電 業 た 5 大義 恋 序 、 災 
5/ 交 の 勅 凛 も 尼 ぐ 、 皮 疹 の 夢 概 ち を ある ご と 、② 和 潤 克 浮 の らち を 緒 /) て /) る ご と 
和 灰 突 ん し 、 辱 閉 意 疹 と し て る 。 





(検証 ボイン ト ) 
代表 者 等 個人 の 信用 力 や 経営 資質 に つい て 


(解説 ) 

1. 中 小 ・ 零 細 下 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 当 該 在 業 の 財務 状況 の みな ら 
ず 、 例 えば 代表 者 等 個人 の 信用 力 や 後継 者 の 存在 及び 経営 資質 な ど を 踏ま え 、 今後 の 
業況 回 復 や 返済 の 正常 化 の 実現 可能 性 に つい て 総合 的 に 勘案 し て 、 その 上 で 債務 者 区 
分 を 検討 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 債 務 者 は 、 代 表 者 の 健康 上 の 理由 に より 大 幅 な 減収 、 減 益 と な り 、 
返済 に 遅延 が 生じ 、 元 本 ・ 利 息 の 履 行状 況 に つい て 問題 が 生じ て いる こと か ら 、 今後 
業況 の 回 復 が 見 込め な い の で あれ ば 、 破綻 懸 意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ 
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る 。 し か し な が ら 、 代 表 者 の 信用 力 、 経 営 資質 長男 の 仕事 振り な ど を 背景 と し て 、 
代表 者 の 業務 復帰 に 伴う 受注 増加 か ら 、 今後 、 財務 内 容 の 改善 収益 性 の 向上 が 具体 
的 な 経営 改善 計画 や それ に 代わ る 資料 で 見 込ま れる 場合 に は 、 要 注 意 先 に 相当 する 可 
能 性 は 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 代 表 者 本 人 の 信用 力 等 の 検討 に 当たっ て は 、 代 表 者 と の 面談 、 地 元 の 評判 等 


が 記録 され だ 担当 者 の 業務 日 誌 等 あら ゆる 与信 管理 情報 に 基づい て 債務 者 の 実態 を 
把握 し 判断 する 必要 が ある 。 
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(事例 10) 


ソ 北 光 
侯 芦 者 だ 、 砂 克 痕 昌 め の 必 砂 交 死 で き な メ アン 義 て (シェア SO0%、 騙 含 銀 池 誠 
7 う 存 9 与 迷 卓 秒 イ 0 の 事 ) で ある, 


ソ 半 安 

ら 存 尺 た 背 沼 告 の 肉 ろ ル み へ の 送 事 其 ご し て 、 克 衣 を ソニ ュー グル し と だ ちの の み の 、 
LB SO る 破 CL まり NA で て 01S, 雪が ジ RERDAL 
区 師 褒 や 労 丸 貧 妨 の ら 志 字 を 各 プ 、 含 下 に っ て v1 る 。 

当 な だ 、 送 条 斐 の み 、 芝 逐 釣 亡 故 壮 文 光 (250 20 年 授 議 ) た に 刀 
と て 6 り ) る 。 婦 か 、 当 説 用 壮 六 痕 た つ /) て 、 更 巡 Z 浮 た 返 導 の な の 7 て の る 。 


7 パ 玩 才 だ 、 信和 だ な FEO RIS TP アッ Ck Oa 
MM を る と と ち た 、 ス 任 代 先 の 縮合 人 に MWKROKNTE OE UELT て YI 
る 。 


y 互選 供 安 
当行 @、 FN PKR EHF DEOD, MF, LE た 反 溢 し て 0 る こと 
2 パ 来 考 の 半 放 孝太 プ を 乾 災 を 輩 妨 し て 秦 序 義 と し て り る 。 





(検証 ポイ ント) 
業種 の 特性 に つい て 


(解説 

1. 中 小 ・ 零 細 在 業 等 の 慎 務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 そ の 財務 状況 の みな ら ず 、 代 
表 者 等 の 収入 状況 や 資産 内 容 等 を 総合 的 に 勘案 し 、 当該 在 業 の 経営 実態 を 踏ま えて 判 
断 す る も の と され て いる が 、 そ の 際 、 業 種 の 特性 を 踏ま えた 検 討 も 合わ せ て 行 つ 必 要 
が ある 。 

一 般 的 に 、 旅館 業 に つい て は 、 多 額 の 設備 資金 を 必要 と し 、 こ れ ら 投資 貨 金 の 回 収 
に 長期 間 を 要する と いう 特性 を 有 し て いる 。 まだ た 、 多 様 化 する 顧客 ニー ズ へ の 対 誠 の 
た だ ため 、 比 較 的 短期 間 の 内 に 設備 更新 の た め の 再 投資 (修繕 費用 等 ) も 必要 と され る 。 

旅館 業 の 慎 務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 こう し た だ 業種 の 特性 に よる 設備 投資 に 伴 
う 減 価 償却 負担 金利 負担 の 状況 及び 投資 計画 を 踏ま えた 収益 性 等 に つい て 検討 を 
する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 返 済 は 正常 に 行わ れ て いる が 、 売 上 低迷 、 毎 期 赤 字 、 債 務 超 過 と い 
う 面 の み を 捉え れ ば 、 有 要 注 意 先 以 下 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 
ー 亡 、 通常 、 減 価 償 序 費 が 定率 法 で 算定 され る 場合 、 投 資 後 初期 の 段階 で は 減価 償 
序 費 負担 が 大 きく な る こと か ら 、 自己 資本 額 が 小さ い 債 務 者 の 場合 、 赤 字 、 債 務 超 過 
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に 陥り の や すぐ な る が 、 仮に 、 減 価 償却 前 利益 が 今後 一 定 の 水準 で 推移 する と し た 場合 、 
時 間 の 経過 に こも に 、 減価 償却 費 の 減少 か ら 、 減 価 償却 後 利 益 は 黒字 へ と 好転 し 、 債 

務 超 過 額 も 徐 尺 に 解消 し て いく こと と な る 。 ま た 、 借 入金 の 返済 が 進め ば 、 通 常 、 金 
利 負担 も 減 ゆ し て いく こと が 考え られ る 。 

し た が っ て 、 旅 館 業 の よう に 新規 設備 投資 や 改築 費用 が 多い 業種 に つい て は 、 現 時 
点 で の 表面 的 な 収支 、 財務 状況 の みな ら ず 、 赤字 の 要因 、 新規 投資 計画 に 治っ た 収益 ・ 
返済 原資 が 確保 され て いる の が か 枯 か 、 今後 の 売上 の 改善 見 込み な ど を 検討 する 必要 が 
ある 。 


3. 本 事例 の 場合 に お いて は 、 こ うし た 検討 を 踏ま え 、 債務 者 自身 で 返済 原資 が 確保 さ 
れ て いる の か が 否 か (代表 者 等 の 支援 が ある の か が か 知 か )、 当 初 計 画 比 G0 % 程 度 の 売上 
や 減価 償却 費 、 金利 負担 の 減少 等 を ベー ス に し た だ 収益 水準 で 今後 の 返済 が 可能 か 知 か 、 
ある い は 、 今後 の 収益 増強 策 で どの 程度 返済 原資 の 積み 上 げ が 図れ る の か な ど に つい 
て 検討 し 、 今後 も 当初 約定 通り の 返済 が 可能 で ある な ら ば 正常 先 に 相当 する 可能 性 が 
高い と 考え られ る 。 
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(事例 11) 


Y 大 況 
倫 薄 韻 尺 、 当 依 才 メア プン (シェ ア 80%、 依 作 : 交 成 13S 全 ら 選 決 息 協 5O 
A) 伺 に う 店 方 を する ラー ベ メン 三 以 で ある 。 


ソ Y 業 

惹 辻 ずれ の 店 統 ちち 7 放 条 人 の が 亡 ぐ く 業 ち で の っ た だ 0 AF ERO 
局 一 営業 島 攻 た 競合 人 語 の が 信 Xt 生 2 生 8 の 華 の 謙 斑 と 央 米 、 駐 締 所 学 を 7 た 
2S FACNE 2 て VIE, 

演 館 廊 尽 、 万 設 俗 雪 必 穫 俗 湖 た に め 剣 し て 1 る の が 所 大 に 、 業 頃 の 誠 放 の ら M 定 
巡 洛 の 蓋 ご な っ だ ご と て 、 旗 茅場 の ら 食 九 湖 た つり て 返 潤 突 の 北 称 Or 太 近 凛 
導 ) の 太 み を 受 プ だ 。 ご 7 た 巡 ん 、 芝 参 依 攻 の 履 六 が 碗 義 及 び 門 みみ 次 
め 、 が 凌 埋 尽 語 庫 必 装 、 元 ベー ュー の 各巻 たよ る 短 字 を が の 込ん EK 半 計 合 を 
区 征 、 誠 し だ CE で TES FE GFE 

現 洒 EDN 7 FE LEIELT て IS が 琴 吉 の な 疹 に より 、 
革 閥 選 放 選 緒 8 上 た の 笑 頃 で 施 入 し 、 が 子 違 選 絡 り に の SE KNEL し T て 貸 
WEA ASMEEOCE っ て 1S。 誤 汰 、 稀 人 交 人 の 友信 し 、 巡 瓶 涼 等 に より 
啓 雪 廊 ク を 縮 9 加 し て 1 る 。 


Y 互選 俗 室 
芝 交 遼 太 、 友 炎 、 記 刻 太 の た の 業 北 で 彦 及 し て /) る ご ここ を 診 そ 、 愛 聞 音 交 
CDM 胡 池 喜 夫 と し て 1 る 。 





(検証 ポイ ント ) 
収支 計画 の 具体 性 及び 実現 可能 性 に つい て 


(解説 ) 

1. 売上 減少 に より 連続 し て 赤字 を 計上 し 、 大 幅 な 債務 超過 に 陥っ て いる 債務 者 に つい 
て は 、 一 般 的 に は 、 当 該 債 聞 者 の 財務 内 容 か ら は 返済 能力 は 認め られ ず 、 今 後 、 業 況 
回 復 の 可能 性 が 低い と 認め られ る の で あれ ば 、 経営 破綻 に 陥る 可能 性 が 大 きい 状況 に 
ある と 考え られ 、 破 弓 懸 菅 先 の 債務 者 区 分 に 相当 する 場合 が 多 い と 考え られ る 。 し か 
し な が ら 、 金融 機関 等 の 支援 を 前 提 と し て 策定 され た 経営 改善 計画 等 が 合理 的 で 、 実 
現 可 能 性 が 高い と 判断 され る 場合 に は 、 要 注意 先 (その 他 妥 注意 先 ) に 相当 する 可能 
性 が 高い と 考え られ る 。 

また 、 中 小 ・ 雪 細 企業 等 に つい て は 、 大 企業 の 場合 と 同様 な 大 部 で 精 級 な 経営 改善 
計画 等 を 策定 で き な い 場合 が あり 、 そ の 場合 で あっ て も 、 当 該 計画 に 代え て 今後 の 業 
況 の 改善 等 の 可能 性 を 検討 で きる 資料 が あれ ば 、 それ に 基づい て 債務 者 区 分 の 判断 を 
行う こと が で きる と 考え られ る 。 
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2. 本 事例 の 場合 、 債 務 者 は 4 期 連 続 で 赤字 、 大 幅 な 債務 超過 に 耳 っ て いる 。 返済 に つ 
いて も 元 本 返済 猫 予 の 条件 緩和 を 実施 し て いる 状況 に ある こと か ら 、 錠 後 、 返 済 能 力 
の 改善 が 見 込め な いな ら ば 、 破綻 懸 意 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 し か 
し な が ら 、 生 件 緩和 の 申出 時 に 作成 し た 収支 計画 に 基づい て 経営 改善 に 努め 、1 年 を 
経過 し た 時点 で 計画 比 8 割 以上 の 実績 で 推移 し 、2 年 後に は 約定 弁済 が 見 込ま れる な 
ど 業 況 の 改善 が ほぼ 計画 に 沿っ て 進捗 し て いる と 認め られ る 場合 に は 、 要 注意 先 ( そ 
の 他 有 要 注 意 先 ) に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 債務 者 に よっ て は 、 金融 機関 が 債務 者 か ら の ヒア リン グ 等 に より 経営 指導 計 
画 書 等 を 作成 し て いる 場合 が ある 。 そ の 際 は 、 そ の 内 容 に つい て 債務 者 が 同意 し て い 
る こと に 加え 、 ま た 、 再 建 の 時 期 は 明確 か 、 過 去 の 実績 を 無視 し た 売上 ・ 経 費 削 減 等 
の 計画 と な っ て いな いか 、 借 入金 の 返済 計画 は 妥当 か な ど に つい て 、 こ れ ま で の 経営 
実績 、 今 後 の 収 支 見 込 等 を 踏ま え 、 検 討 する 必要 が ある 。 
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(事例 12) 


" 北 安 
侯 芦 者 太 、 ぎ な メア プン 間 (シェ ア @/、 入 情 奏 ・ 立 7 存 う 太 迷 見 徐 づ 3O 
5H), 央 更 一 を 三 美 克 友 ご ずる た ラッ ンク 林 送 半 考 で 誠 栄 3 つ O 夏 。 ぞ の 大 夢 
美 克 友 の ズ 、 周 栄 六 の 革 澄 令 、 奨 なあ ズ た 友 め て きだ 。 き な ご 万 庄 雪 み ら の 
Ws/ で TH る E。 


y 業 沈 

衰 各 友 ※ こ よる 食 交 芝 送 の 秦 尺 著 の 数 ク 、 丈 だ 、 参 へ 春 差 、 送 答 間 六 等 の 厚 誠 疾 

丸大 る 腕 劣 の 覚 ん 全 で ご ご 克 存 の 元 た 克 疾 名 必 丸 率 も 友 大 。 で ぞ の の 北 提 
謙 竣 久 こ な っ て きだ を 夏 序 婦 座 の 條 丸太 の 刀 に ぎ ぐ 婦 ク 、 3 砂 間 続 で 入学 を 
が た 。 FNS A OR DMMNEMRTNMNKT SCE 実 貸 佐 表 店 KE っ 
て 1, 

当 有 ケ の 合 少 騙 入 5/ 手 放 と 計 詞 貸 で 、 副 斉 に つて @、 ぞ の 人 信 当 方 の 好 
廊 放 )/ 入 の ちの で 江角 人 以 A な 刻 震 だ つて 硫 、 大 双 た ラッ ク 直 和 次 交 と 適 
苔 の 才 チチ 辺 迷 券 族 盆 を ーー 人 委 / し だ ちの で うう 大 昌 の ら 交 婦 近 潤 燈 馳 の 突 導 丸 を 
行っ て (1 る 。 

当 な 、 パ 開場 ら / 湖 攻 友 芝 送 婦 秦 の 奴 ズ 合 却 た 彰久 に / 尽 プ て 更 交 る 辿 栄 奈 
を ん 、5/ き 続 き 序 退 九 錠 ご ち 友 め る 。 WiND し た だ なら @、 三 度 分 釧 度 落し た 
と / EO の PH を 受け だ こと がら 、 佑 夢 言 の 今 痕 の 方 上 た 六 M、 婦 人 次 彦 地 0 ん に よ 
る 六 ス 湖 だ の 坊 仙人 の ECE の 人 FC て OD 矢 義 司 に つて 
府 訂 し 、 信 秦 3 夏 彰 婦 欠 交 論 を 燈 務 7 大 、 で の 肥 紗 定 肥 施 ち もみ 六 ご の 彦 情 を 券 
て 等 夏 凝 妨 に 妨 と を 。 パ 素 才 の 努 こ 大 7 大 、 有紗 の 迷 和 葛 曳 で 克 、 電 た だ 誠 大 婦 グ が 
ら 、 義 尋 刀 の 妙 ち あ ク 六 学 意 太 店 /! グ る 曳 遂 ん と の ここ ご 。 湖 芝 ち 落 間 羽生 の 碗 
全 奈 め 、 茨 紗 こ 克 究 字 を 丸 た ん 、 導 密 普 もち 大 し だ /) ど と て 7 る 。 


y 互選 俗 室 
き な ど 、 六 学 意 引 2! グ る 昌 導 し ご な っ だ ここ 礎 存 の 夏 5/ 交 で 学 竣 ご ち 2/ ぎ 
閉 き 支 導 妨 で ある ここ のみ ら 、 愛 交 旋 秋 て で の 砂 友 聞 意 交 ) ご し て のり る 。 





(検証 ポイ ント ) 
経営 改善 状況 と 今後 の 見 通し に つい て 


(解説) 

1. 例え ば 、 売上 の 減少 に より の 連続 し て 赤字 を 計上 し て いる 等 業況 不振 が 続き 、 減 価 償 
序 不 足 額 も 加味 する と 実質 債務 超過 の 状態 に あり 、 か つ 借 入金 の 返済 も 事実 上 延滞 の 
状態 に ある 債務 者 に つい て は 、 一 般 的 に は 、 返 済 能 力 は 説 め られ ず 、 沈 後 、 業 況 回 復 
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の 可能 性 が 低い と 認め られ る の で あれ は 、 経営 破綻 に 陥る 可能 性 が 高い 状況 に ある と 
考え られ 、 破綻 懸 意 先 の 債務 者 区 分 に 相当 する 場合 が 多 い と 考え られ る 。 


2. 本 事例 の 場合 、 金融 機関 が 当該 条件 緩和 を 実施 する 際 に 、 債 務 者 の 今後 の 収支 見 込 
み 等 を 基 に 返済 能力 を 検討 し た 事業 計画 等 に 治っ た 形 で 業況 が 推移 し 、 今期 に な っ て 
その 兆 し が 現れ て きた と 考え られ る 。 参 後 も 業況 の 改善 が 見 込ま れ 、 さ ら に 借入 金 の 
約定 返済 に 向け た 動き が 見 込ま れる と 判断 で きる の で あれ ば 、 要 注意 先 (その 他 妥 注 
意 先 ) に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 中 小 ・ 零 細 在 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 多 後 の 業況 見 通し ① 借 
入金 の 返済 能力 の 判断 に つい て 、 債務 者 が 作成 し た 経営 改善 計画 や 収支 計画 等 に よっ 
て 確認 する こと が 望ま し い が 、 そ れ ら が な い 場 合 で あっ て も 、 例 えば 、 本 事例 の よう 
に 、 金融 機関 が 返済 築 件 の 緩和 を 行 つ 際 、 債 務 者 の 今後 の 収支 見 込 等 を 基 に 返済 能力 
を 検討 し た 資料 等 で 確認 する こと も で きる と 考え られ る 。 その 際 、 債 務 者 の 今後 の 収 
支 見 込 等 に つい て は 、 具体 的 か つ 現 実 的 な も の か を 過去 の 実績 等 も 踏ま えて 確認 する 
必要 が ある 。 

また だ た 、 当 該 業 種 の 特性 と し て 、 一 般 的 に 、 車 両 、 含 庫 等 へ の 投資 が 大 きく 、 固 定 次 
産 比率 が 高い た め 、 減 価 償 序 不足 の 状況 、 ま た 、 顧 客 か ら の 回 収 不能 債権 (運賃 〉 の 
状況 等 、 正 確 な 財務 内 容 (実質 債務 超過 の 解消 の 可能 性 ) も 合わ せ て 検討 する 必要 が 
ある 。 
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(事例 13) 


" 北 安 
刻 芦 志 だ 、 芝 雪 礎 メア ブン (シェ ア @ ぢ ど 多 、 写 情 枕 ・ 立 7 5 倖 ラ 己 深 得 知 2 ラ 
OA) 六 み た 7 店 胡 を 太る 癌 成 訪 (人 Ud) で ある , 


圧 沈 

遂 の 大 導 た 刻 し て /) る ご こと 交 そ 、 編 記 券 の チ 普 ご ごち あ ク 、 巡 存 元 た 
グ の ' 北 少し 遂 縮 し て 六 学 を 記し 、 族 茂 送 導 學 光 た 秦 っ て る 巡 当 だ ある ,。 

芝 参 太 太 、 克 姜 奏 光 人 等 た 刀 懇 し て る が 【 尺 々 葛 に 、 半 刻 の 肝 ん の ら 交 之 澄 
の 交 黄 ご な っ だ ご と て 、 族 茂 坊 の ら 食 訪 湖 た つり て 返 潤 突 放 の 凝 丸 (②③ 存 大 の 
牙 巡 潤 益 ) の 祖 し と 太 を 受 プ だ 。 ご が た 巡 ん 、 芝 参 硫 大 受 の 履 支 記 記 の 芝 義 炎 
の 凍 み を 災 め 、 パ 贅 考 だ 導入 齋 改 で ある 避 座 半 の ら の 誠 療 ご が 六 志 当 へ の 縛 た 
た よる 挟 字 OR ん Kk 計 を 般 古 、 大 し た 。 

LOLENS, WNMNE BLASIMBO の O12、 だ た だ 、 怒 上 頂 に た つり) て ち 矢 
学ん ずる あこ この! で きみ DLOFFOKR に CD た 。 

克 間 に だ 、 矯 逐 共 肝 ご 集 芦 考 の 学 の 交 遂 史 克 の を の 僅 業 の の だ と 大 
のち の で ある ご の 交 六 た メグ 、 綴 婦 / 万 勤 ご 辿 た 放 を 7 だ 毅 実 、 元 た ・ 
RE ESEC fABLT で 7 MU 林 度 の 世 作 EC な っ て 1 る 。 

粒 落 癌 尺 、 肪 励 に 入っ て ち 畜 女 営業 辰 偽 を 六 め て の お の 、 坊 上 た ・ 妨 上 訟 と ち た に 
放 加 の! 見 込め る と し 、 丈 生 度 の ら 選 、 思 な る 巡 洲 大 倍 の OFF EDOD HM 
算 譜 沙 ち 太 居 し だ と し て 1 る 。 


y 互選 蒼 義 

芝 交 礎 太 、 必 々 間 に を し だ 叉 記 故 太 選 齋 で 遂 太 で ぎ て あら み 、 更 交 る 錠 潤 
ROERILS ま な EE の の MM の ら 痕 滞 攻 等 ク の 疾 ん で あおり の 、 肪 芝 の 怒 営 必 等 ち 向 
込 き 77、 攻 定 巡 凛 ち 后 食す ずる こと の ら 、 胡 池間 訪 (その 必 妥 池間 芳 と し て 1 る 。 





(検証 ボイン ト ) 
経営 改善 計画 を 下回っ て いる も の の 十分 な キャ ッシュ フロ ー が 確保 され て いる 場合 、 
また は 、 そ の 見 込み が 確実 な 場合 等 に つい て 


(解説 ) 
1. 例え ば 、 売 上 減少 な ど に より 大 幅 な 債務 超過 が 継続 し て いる 債務 者 が 、 経 営 改善 計 
画 等 を 作成 し て いて も 、 その 後 の 経営 改善 計画 の 進捗 状況 が 計画 で どおり 進ん で いな い 
場合 に は 、 経営 破綻 に 陥る 可能 性 が 高い と し て 、 破綻 炒 意 先 に 相当 する 場合 が 多い と 
考え られ る 。 
し か し な が ら 、 経営 改善 計画 等 の 進捗 状況 の 検証 を 実施 する に 当たっ て は 、 計画 の 
- 48・ 


達成 率 の み を も っ て 判断 する の で は な く 、 計画 を 下回っ た 要因 に つい て 分 析 す る と と 
も に 、 多 後 の 経営 改善 の 見 通し 等 を 検討 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 金 融 機関 が 当該 条件 緩和 を 実施 する 際 に 、 債 務 者 の 今後 の 収支 見 込 
等 を 基 に 返済 E 力 を 検討 し だ 事業 計画 等 に 沿っ た 形 で 業況 が 推移 し て いな い 。 し か 
し な が ら 、 前 期 よ り 売 上 低迷 原因 の 分 析 を 実施 し 、 即 時 に 改善 の た め の 対 大 を 行い 、 
大 幅 な 赤字 体質 か ら の 脱却 が 図ら れ て いる 状況 に ある 。 今後 も 仕出 弁当 部 門 に つい て 
は 、 現状 程度 で 推移 する と 見 込ま れ 、 十 分 な キャ ッシュ フロ ー が 確保 され 借入 金 の 約 
定 返済 に 向け た 動き が 見 込ま れる と 判断 で きる の で あれ ば 、 当初 の 事業 計画 等 の 達成 
が 困難 で あっ た と し て も 直ちに 破綻 懸 意 先 に は 該当 せ ず 、 要 注意 先 ( そ の 他 妥 注意 先 ) 
に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 

( 注 ) 経営 改善 計画 等 の 進捗 状況 め 今 後 の 見 通し を 検討 する 際 に 、 キ ャ ッシュ フロ ー 
の 見 通し を より 重視 する こと に より 、 有 要 注 意 先 (経営 改善 計画 は 合理 的 か つ 実 現 
可能 性 が 高い ) と 判断 で きる 場合 に は 、 貸 出 半 件 緩和 債権 に は 該当 し な い 。 





3. な お 、 中 小 ・ 零 細 在 業 等 の 事業 計画 は 、 在 業 の 規模 ・ 人 員 等 を 勘案 する と 、 大 企業 
の 場合 と 同様 な 精 約 な 経営 改善 計画 等 を 策定 で き な い 場合 が ある 。 債務 者 区 分 の 判断 
に 当たっ て は 、 錠 後 の 業況 見 通し や 借入 金 の 返済 能力 の 判断 に つい て 、 事業 計 画 の 達 
成 状 況 の み で は な く 、 例 えば 、 本 事例 の よう に 、 事 業 計画 どおり 進ん で いな い 原 因 を 
分 析 し 、 今 後 の 債務 者 の 収支 見 込 等 が 現実 的 な も の か を 判断 する 必要 が ある 。 
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(事例 14) 


" 碗 沈 
倫 示 癌 尽 、 当 絡 全 ベイン (シェ ア 100%、 福 依 人 銀 80 チー 彦 
の 履 必 で マチ ー 辱 を チ 羽 生 ご ずる ワッ ジ を 半 富 し て! る 。 


" 薬 沈 

科 存 、 ワ ッ ジ の みあ ん 合 み ら 沼 等 の 比 少 し だ ご ごと た 大 ク 、 遂 織 ン て 六 学 を 記 た 
し 侯 芝 送 導 た っ て / り る 學 光 た ある 。 

才 念 紹 紀 、 偽 業 遍 た 刀 和 誠 し レ て v1 る の が SS 人 な 本 に 業 編 協 の ら 維 定 充 誠に 
な っ だ ご と て 、 識 茅 考 の ら 偽 刀 須 たつ) て 返 潤 突 大 の 疑 叉 (分 近 導 聞 双 ) の 
を 受 / プ だ 。 

こ が た 立 し 、 演 含 紀 今 芝 の 履 計 計 合 の 筑 定 だ び 如 小 を 汰 め 、 バ け 凌 童 以 徳 党 合 の 
WD を RR ULOSEOE, ワッ ジ の 商用 葵 層間 だ 婦 紛 容 導 存 の ど だめ の 昼 炉 法 動 等 た 
大 る ら 人 存 芝 の 祭 字 / ん 、 族 芝 送 輝 角 海 を 好 ク ん だ 丸 記 記 を 英生 、 症 めし だ 。 

共 評 し と 疲 宮 用 寺 記 研 な し だ 引 実 、 7 存 盛 、 存 万 の 突 導 が /Z の 誤 疹 姜 
遂 成 と だ う 存 万 の 多 委 破 飲 た 釣 そ マ チー 彦 の 人 了 診 答 話 の 区 創 ち 画 な っ だ ご 
と の ら 、 ズ チー 上 彦 有 どこ ん ご 席 迷 プ る ご こと ので き 丈 ワッ ジ の 半 宮 ち ぞ の 背 匠 を 受 
ゲ プ ど だ め 、 売 た 訪 太 // で 9 友 疹 訂 し の 秀太 で きみ 返 澄 チ アセ ッシュ ン ワ ー ど つ 
6) て 友 こ ん ご が 6) 巡 語 で ある 。 交 か 、 茨 彰 の グ ら ズ チ ー 彦 で 瞬 落 の 人 了 診 等 茎 を 
彰 ス ずる ラジ で る, 


Y 王 選 供 室 
人 編 紹 紀 、 ラ が sf Lt 3 春 栖 度 の 世 成 で あっ だ めか が 肪 芝 、 ズ チー 旧 ち 婦 来 ど あ お 
2 の 滞 貢 2 見 まれ る CEDNS, Dr ジジ の 引合 EB BL SLNE 
を 決する TDA りこ と を 稿 まそ え 、 胡 法 音 蓄 (で の 必要 池間 芳 ) ご し て 2! る 。 
な SOARE EO SO ENT E22~S 全 疹 屋 和 TS こ CEEE る SE。 





(検証 ボイン ト ) 
外部 要因 に よる 一 時 的 な 影響 に より 経営 改善 計画 を 下回っ た 場合 に つい て 


(解説) 

1. 例え ば 、 売上 減少 な ど に より 大 幅 な 債務 超過 が 継続 し て いる 債務 者 が 、 経 営 改善 計 
画 等 を 作成 し て いて も 、 その 後 の 経営 改善 計画 の 進捗 状況 が 計画 で どおり 進ん で いな い 
場合 に は 、 経営 破綻 に 陥る 可能 性 が 高い と し て 、 破綻 炒 意 先 に 相当 する 場合 が 多い と 
考え られ る 。 

し か し な が ら 、 経 営 改善 計画 等 の 進捗 状況 の 検証 を 実施 する に 当たっ て は 、 計 画 の 
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達成 率 の み を も っ て 判断 する の で は な く 、 計画 を 下回っ た 要因 に つい て 分 析 す る と と 
も に 、 多 後 の 経営 改善 の 見 通し 等 を 検討 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 暖 低 に 加え 人 工 降雪 機 の 故障 な ご も 重なっ た こと か ら 、 ス キー 場 は 
ほとん ど 営 業 す る こと が で きず 、 その 影響 か ら ロ ッ ジ の 経営 も 計画 比 3 割 程度 と 大 幅 
な 未 達 と な っ た が 、 1 年 目 、2 年 目 は 計画 比 で 9 割 程度 の 実績 で 推移 し て いる こと 、 
また 、 来期 か ら ス キー 場 で は 最新 の 人 工 降 害 機 を 導入 し 、 暖 位 の 際 に も 対応 で きる 対 
策 を と っ て いる こと か ら 、 来期 以降 は 、 計画 比 で 8 割 以 上 の 達成 が 見 込ま れる 状況 で 
ある 。 

よっ て 、 有 今期 は 計画 比 で 大 幅 な 未 達 と な り 、 当 初 の 経営 改善 計画 自体 は 今期 の 低迷 
に より 、 計画 期 間 が 2 て 3 年 程度 延び る こと に な っ だ が 、 そ の こと を も っ て 直ちに 破 
綻 懸 先 と は な ら ず 、 来期 以降 、 計画 に 治っ て 業況 が 安定 的 に 推移 し 改善 が 見 込ま れ 
る な ら ば 要 注 意 先 (その 他 妥 注意 先 ) に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 中 小 ・ 零 細 下 業 等 の 事業 計画 は 、 企 業 の 規模 、 人 上 等 を 勘案 する と 、 大 企業 
の 場合 と 同様 な 精 約 な 経営 改善 計画 等 を 策定 で き な い 場合 が ある 。 債務 者 区 分 の 判断 
に 当たっ て は 、 錠 後 の 業況 見 通し や 借入 金 の 返済 能力 の 判断 に つい て 、 事 業 計画 の 達 
成 状 況 や 計画 期間 の 延長 の み で は な く 、 例 えば 、 本 事例 の よう に 、 事業 計画 どおり 進 
ん で いな い 原 因 を 分 析 し 、 今 後 の 債務 者 の 収支 見 込 等 が 、 現実 的 な も の か を 判断 する 
必要 が ある 。 
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(事例 15) 


ソ 北 安 
食 夢 誤 忌 、 当 メイ アン 訪 (シェ ア SO0%、 福 依 銀 : 次 成 13 人生 ラ 己 深 息 盆 200 ウ 
己 必 夕刻 上 彦 の ナ ズ 選 愛美 考 で ある ,。 


ソ 半 安 
情 / ケ 7 鞍 子 認 (9 / の め ) EMO ん で IS 急 婦 要 業 の 既 が 婦 ご の ら 受 学 癌 
DRDO BL GN 200O タ 2⑦) RH MAE OCF て ES, RR 
ノリ プル 間 に 女 六 し だ 旗 広 女 奏 の 先 選 に 大 る 大 和 上 食 誠 ちあ ク あ 彰 め の プ グ 婦 団 字 (大 砂 
3 な 展 ) を 記し て /) る 。 だ だ ん 演説 許 到 全 の 巡 み 旋 を 交 刀 る ご 社 箇 誠 
ASRILEHR (SOO BA) ちの ご こ な っ て の る 。 当 な の 信 訪 湖 だ チ 食 、 変 信 


と ち 妥 丸 の み の 双 /) で 葛 一 破 和 潤 を 疹 ク の 巡 し とし て) る 女 ご 、 克 分 近 潤 導 双 巡 衣 で 
ある 。 


= rd 

演 人 ケ @、 SS 含 人 EC に の 0 て DFN LM て ES て CUESEE, OK 
宝 て 婦 放 ど し て 怠 求 し て お りり 、 信長 大 UM i し EONSKRNCUTLT 
KTNSHH TOESCE, AD 万 征 の 故人 / 坊 で あの 、 当 庁 メイ アン で あり 信太 ち 3/ 
きき 締 き 族 万 で ある こと の が ら 、 近 池 音 基 (で の 導 要 法 部 芳 ) ご と て の る 。 





(検証 ポイ ント) 
支援 の 意思 と 再建 の 可能 性 に つい て 


(解説 

1. 一 般 的 に 、 業 況 不振 、 財 テク 失敗 な ど に よる 実 帝 大 幅 債 務 超 過 の 状態 や 、 実 質 的 な 
元 本 の 延滞 状態 に 耳 っ て いる 債務 者 は 、 経 営 難 の 状態 に あめ る と 考え られ 、 人 破綻 懸 愛 
先 の 債務 者 区 分 に 相当 する 場合 が 多い と 考え られ る 。 


ンー 


2. 一 亡 で 、 金融 機関 に よっ て は 本 事例 の よう に 、 業 況 が 相当 悪化 し て いる 中 に あっ て 

も 、 メ イン 行 と いつ こと ⑤、 長 年 の 取引 先 で あり 金融 支援 を 続け て いく 訪 針 こと いう 
こと に より 債務 者 区 分 を 行っ て いる 場合 が ある 。 
し か し な が ら 、 金融 機関 の 支援 の 意思 と いつ も の は 、 債務 者 の 実態 的 な 財務 内 容 や ① 
収益 性 、 貸 出 半 件 及び その 履行 状況 等 を も と に 再建 の 可能 性 の 有無 を 金融 機関 と し 
て 検討 し た 結果 得 ら れる も の で あっ て 、 支 援 の 意思 の み を も っ て 債務 者 区 分 の 判断 
を 行う こと は 適当 で は な いと 考え られ る 。 


3. し た が っ て 検査 に お いて は 、 金融 機関 側が 債務 者 の 再建 の 可能 性 の 有無 を どの よう 
に 捉え て いる の が 確認 する 必要 が ある 。 
特に 、 中 小 ・ 零 細 在 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 債 務 者 に 詳細 な 経営 
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改善 計画 等 を 求め る こと は 困難 な 点 も ある が 、 債 務 者 を 取り 巻く 厳し い 経営 環境 を 
前 所 に 、 単 に 株 価 の 好転 の み に 期 待 す る こと な く 、 有 価 証券 の 処理 廊 針 ① 在 業 再建 
の 可能 性 に つい て 金融 機関 が どの よう に 債務 者 の 実態 を 把握 し て いる か に つい て 十 
分 確認 する 必要 が ある 。 

その 際 、 重 要 こ な る 点 は 、 本業 の 収益 力 の 見 通し で あり 、 そ の だ た め に は 、 現 行 の 手 
持ち 工事 の 状況 、 過 去 の 実績 に 照ら し た 依 後 の 受注 見 込 等 に 基づく 依 後 の 収支 見 込 
を 把握 する 必要 が ある 。 

また 、 業 況 が 相当 悪化 し て いる 場合 、 他 の 金融 機関 の 貸出 金 の 履行 状況 に つい て 
も 確認 する 必要 が ある 。 

上 記 の よう な 検討 の 結果 、 今後 の 本 業 に よる 収益 見 込 や 個人 資産 等 を 総合 的 に 基 
案 し 、 経 営 再 建 の 可能 性 が 高い と 判断 され る な ら ば 、 要 注意 先 (その 他 要 注意 先 ) 
に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 
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(事例 16) 


ソ 大 況 
廊 落 課 尽 、 演 今 婦 メイ ン 旋 (シェア 100%、 今 含 鈴 : 交 太 13 全う 選 深 息 協 150 
万 ツノ WM 考 の 栓 話 大 定 設 疫 示 で ある 。 


ソ Y 薬 沈 
子 と だ と 馬 公 訂 巻 池 の 大 火 適 青 必 盛 の 大 謙 工 和 青 を な 益 童 と ど ぞ の 
象 座 等 ぷち で 合 ん で 1 る ②③。 愛 上 た 誤 以 友 大 革 は ーー 人 狼 を 艇 上 (C120 5 凡 棒 度 ) と 
て の る が AELIDLITCET, ROTE 癌 と 償 学 閣 の 含 如 の か ら 縮 状 六 
笑 を た (S52 凡 李 度 ) と だ 。 偽 訪 交 太 邦 て 邦 信 ( 運 安 仙 之 避 互 ) で 、 字 て 大 
た あり て 姓 き 攻 子 を 痢 の 巡 し て の りり る 。 子 食 の うろ ちぎ ギ 人 4@、5 存 羽 、 條 が 打 の 郁 


愛 と 当 だ ク 砂 寺 し だ ちの で ある みぞ の 竣 の 髪 光 諸 ん の ら 族 室 巡 導 こめ ク そ ら 
77 赤 導き 旋 了 を 災 亡 婦 ぐ さて 4) る ちの で ある 。 
な か 、 紋 芦 みな だ わか ダグ 交 諾 彦 超 立 ご が っ て の る 。 


Y 王 己 供 安 
革 誠 砂 太 、 痕 肖 こ 婦女 っ て の) 婦 /) ご と 侯 逐 旨 太 夏 閉 受 聞 尽誠 し 認知 刀 み の 
奈 字 C1 ER で ES EENS, EE 湖 訪 ど し て 1 る 。 





(検証 の ポイ ント ) 
貸出 箕 件 及び その 履行 状況 に つい て 


(解説 

1. 中 小 ・ 零 細 下 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 貸 出生 件 の 履行 状況 も 大 き な 
判断 要素 の ひと つ で あり 、 本 事例 の 場合 の よう に 、 金利 の み の 支 払 で 元 本 の 期日 延長 
を 繰り 返し て いる 場合 に は 、 当該 貸出 金 の 資金 使途 の 期日 延長 を 繰り 返し て いる 要因 
に つい て 十分 検討 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 前 期 は 受注 の 落ち 込み な どか ら 赤 字 と な っ た も の の 、 今 期 は 業況 の 
回 復 か ら 黒 字 転換 が 見 込ま れ 、 延滞 も な いこ と か ら 、 こ うし た 点 だ け を 捉え れ ば 、 正 
常 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 

し か し な が ら 、 債 務 者 の 経営 実態 は 、 固 定 資 産 の 調達 を 短期 資金 で 周 っ て いる 状 
況 で 、 当該 短期 資金 が 長期 に わた っ て 期日 延長 を 繰り 返し て いる よう な 状況 、 す な わ 
ち 、 設備 資金 と し て 本 来 約定 返済 され る べき も の が 、 返済 能力 の 低下 か ら 約 定 返済 が 
で きず 、 期 日 延長 を 余儀 な くさ れ て いる 状況 で ある 。 

例え ば 、 短 期 資 金 が 、 材 料 仕入れ や 外注 費 支払 等 の 運転 資金 と し て 融資 され 、 エ 
事 代金 の 入金 に より 回 収 さ れ て いる な ら ば 、 原 則 と し て 問題 は な いと 考え られ る が 、 
本 事例 の よう に 、 設 備 資金 と し て 実質 延滞 状態 に あり 、 企 業 ・ 個 人 一 体 と し て の 返済 
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能力 も 不足 し て いる よう な ら ば 、 通常 は 貸出 穫 件 及び その 履行 状況 に 問題 が め る と 考 
えら れ 、 有 要 注 意 先 以 下 に 相当 する か を 検討 する 必要 が ある 。 


3. し た が っ て 、 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 赤 字 か 否 か や 表面 的 な 財務 状況 だ け 


で な く 、 貸 出 金 の 真 の 資金 使途 、 固 定 資産 の 内 容 、 取 得 時 期 等 に つい て も 確認 する 交 
要 が ある 。 
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(事例 17) 


ソ 大 況 
刻 芦 志 、 当 か 券 メ アン 上 (シェ ア 26 る 、 福 含 人 銀 [次 成 13 倖 72 己 決 島 大 126 
A 頃 含 ス 銀 65 9)。 知代 どん (人 鞭 76 倖 本人 散 ) 2 詩 を 7 し て 1 る 8 る 伯 
スズ 売 業 震 で ある (父上 50 蔵 ) 


ソ 薬 況 
当 な ば 76 存 玖 、 当 説 ど ん 7 請 の 己 設 俗 湖 た と M 語 し て が 5/6 (SME 200 
SA) CT て VIE, 
当 逐 どん 、 必 妙 突 な の 肝 さ か の ら デ ナン の スス 居 氷 の の 安定 で 、 慕 灯 入 妥 の 次 7 
の 肖 々 雄 全 し て の ) る 。 交 也 て の 胡 勢 旗 が に よ の 、 テ ブン た 謙 の 2/ ぎ 人 ム 人 ゲ を 静 六 


な ぐさ が 、 族 芦 坊 の 牌 門 多 ス 友 存 々 疾 少 女 尽 だ ある 。 ご の だ め 、 契 稼 存 部 万 当 狼 
の 嫌 作 の 米 迄 潤 有 を ズ 契 た 活 豚 ( / ひ の あ 凝 ) し 、 グ の フ 縦 疹 万 友和 し の 変 ど 
( 当 称 太 競 の 弥 ら ひ あ 大 芝 ) ご ずる 突 克 変更 を 突 夏 と て の る 。 


Y gS 倉 定 
当 な 、 硝 な 學 人 委 ・ 丸 恨 契 疾 湧 大 ぐ 返 導 さ /2 て /) る ご と 、 誠 筐 部 た も 六 完 2 愛 
分 し て 7) 女 の) ご と か の ら 、 克 訪 こ と レ て) る 。 





(検証 ポイ ント) 
貸出 半 件 の 変更 に 全 っ た だ 要因 の 検討 に つい て 


(解説 

1. 中 小 ・ 零 細 下 業 等 の 債務 者 区 分 の 判断 に 当たっ て は 、 貸 出生 件 の 履行 状況 も 大 き な 
判断 要素 の ひと つ で ある 。 し た が っ て 、 本 事例 の 場合 の よう に 、 元 本 の 約定 返済 額 を 
減額 し て いる な ど 貸 出生 件 の 変更 を 実施 し て いる 債務 者 に つい て は 、 当該 変更 に 至っ 
た 要因 を 十分 検討 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 収 益 物件 の 立地 償 件 の 悪さ 、 築 年 数 の 経過 景気 低迷 に よる テ ナ ン 
ト 料 の 引き 下げ 等 の 理由 か ら 収 益 力 が 低下 し て お り 、 当初 約定 返済 額 に 比べ て 返済 原 
資 が 不足 し て いる こと か ら 、 債務 者 が 支払 える 程度 まで 約定 返済 額 を 減額 し た も の と 
考え られ 、 いわ ば 債務 者 の 返済 能力 に 問題 が 生じ た こと に 伴う 条件 変更 で ある と 考え 
られ 、 有 要 注 意 先 以 下 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 

3. な お 、 例 えば 、 当 初 か ら の 融資 契約 等 に より 、 賃貸 ビ ル 建 設 等 の つなぎ 資金 を ビル 
完成 後に 短期 の 期日 一 括 返済 か ら 通 常 の 借入 期間 に わた る 分 割 返済 に 貸出 条 件 を 変 


更 する 場合 な ど 、 上 記事 例 と は 異な り 債務 者 の 返済 能力 等 に 問題 が か 生じ た こと に より 
実施 され る 条件 変更 で は な い 場 合 や 、 返済 能力 に 対応 し 、 通常 の 借入 期間 の 範囲 内 で 
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返済 条件 、 返 済 期間 を 変更 し て いる 場合 に は 、 原則 と し て 貸出 半 件 及び 履行 状況 に 問 
題 は な いと 考え られ る 。 
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(事例 18) 


" 北 安 
刻 芦 才 だ 、 参 礎 メ アン 交 (シェ ア 7 8 る 、 坊 含 人 鈴 448)。 太 子 な 富 
尊 脱 美 者 の 人 人 其 7 却 を 子 た 、 女 人 一 在 大 施 な 写 の 友 必 、 一 克 訂 も チ 妙 プ て ) る 。 


" 業 安 

ズ チ な 宮 嘱 設 買 考 の ら の 愛 学 第 の 人 な こと の ら 交 室 し た 愛子 便 選 ある ちの の 
業 寮 忌 ぞ 大 た に ネネ で あり 、 有情 股 評 誠 の コ ズ ト 久 の 衝 を SS SFF 
を が た し て 2) る 。 

ご この うつ 婦 の で 、 藩 逆 の ズ の な 二 の 受 有 の 凝 み し だ ご この か ら 、 ら 存 砂 た 藩 逆 の ズ 
褒 旋 な 宮 の 愛 字 を 見 込ん だ な 万 貸 湖 (名 大 の 状 婦 ノノ 台 互 の 迄 寄 貸 (大 信 7 の 
た つの) て 友 、 婦 炎 疹 選 6 カ で 姓 攻 を 凍 ク の 巡 し て /) り る ご ころ で ある 。 

な か 、 な 人 硫 の 昌和 大 だ つの ) て 、 が が ゲス 痛 ら 存 を 綴 放 し て / り る が 、 ぞ の 紗 廊 の 辻 意 し て 
と ) る 夢 箕 太 交 ぐ 、 誠 芦 乾 友 誰 序 縮 の の 砂 愛 6 あ ク 、 圧 考 へ の な 庁 婦 を 生 炒 る 
どこ と た 大 ク 、 返 潤 た 恋 て だ りり ご と て 6 の! る 。 


" 互選 俗 室 

当 須 太 、 元 た の 疾 当 に ゲ フ 返 潤 半 み の 色 人 だ 巡ら の で あ ク 、 多 帝 、 夏 電導 で の 
業況 必 震 の ! 児 込め な ん こと の ら 愛 法 章 蓄 ど し て (1 る 。 

識 お 、 詳 鹿 貸 学 (8 の 代休 SS の 箇 貸 稼 に つて ENSS 
人 年 を 婦 邊 し て v1 る の が な 礎 の 婦 み に 大 の 万 巡 プ る ちの で 、 な 依 婦 の た 大 る 返 潤 箕 北 
ちあ る こごみ ら 反 潤 六 肖 ご し て 友 友 算 で あん ク 、 食 祖 突 ゲ 北 乏 筐 序 こ 迷 ぎし と が の りり ご 
HL て IE。 





(検証 ポイ ント ) 
書 替 え 継 続 中 の 手形 貸付 に 係る 貸出 半 件 緩和 債権 ( 元 本 返済 獲 予 債権 ) の 取扱 い に つ 
いて (1) 


(解説 

1. 貸出 生 件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 規則 第 1 9 条 の 2 第 1 項 第 5 号 口 (4) 
に お いて 規定 され て お り 、 そ の 具体 的 な 事例 は 、 中 小 ・ 地 域 金融 機関 向け の 総合 的 な 
監督 指針 ( 注 1) に お いて 規定 され て いる 。 

中 小 ・ 地 域 金融 機関 回 け の 総合 的 な 監督 指針 で は 、 元 本 返済 猫 予 債権 (て 本 の 支払 
を 猫 予 し た 貸出 金 ) の つ ち 、 貸 出馬 件 緩和 債権 に 該当 する も の と し て 「 当 該 債務 者 に 
関す る 他 の 貸出 金利 思 、 手 数 料 、 配 当 等 の 収益 、 担 保 ・ 保 証 等 に よる 信用 リス ク 等 の 
増減 、 競争 上 の 観点 等 の 当該 債務 者 に 対す る 取引 の 総合 的 な 採算 を 勘案 し て 、 当該 貸 
出 金 に 対し て 、 基準 金利 (当該 債務 者 と 同等 な 信用 リス ク を 有 し て いる 債務 者 に 対し 
て 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を いつ 。) が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 の 利 
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回 り が 確保 され て いな い 債 権 」 が 考え られ る と し て いる 。 

これ は 、 返済 期限 の 延長 が 行わ れ た 場合 で あっ て も 、 条 件 緩和 後 の 債務 者 に 対す る 
基準 金利 が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て いる な ら ば 、 貸出 箕 
件 緩和 債権 に 該当 し な いと いう も の で ある 。 


2. 書 替 え が 継 続 し て いる 手形 貸付 に つい て は 、 債務 者 の 返済 能力 の 低下 (信用 リス ク 
の 増大 ) か ら 期日 返済 が 困難 こと な り 、 実際 は 条件 変更 を 繰り 返し て いる 長期 資金 と 同 
じ 状 況 (いわ ゆる 「 コ ロ ガ シ 状態 」)) と な っ て いる 場合 が あめ る た め 、 そ の 原因 に つい 
て 十分 に 検討 する 必要 が ある 。 

本 事例 の 場合 、 在 庫 資金 (銘木 の 資 財 仕 入 ) に つい て 書 替 え が 繰 り 返さ れ て いる 痛 
景 を 見 る と 、 銘木 を 使用 し た 新規 の 大 規模 住宅 の 受注 の 減少 に より 、 発 生 し た も の で 
あり 、 債務 者 の 支援 を 目的 に 、 当 初 の 返済 予定 を 大 幅 に 延長 し た も の と 認め られ る こ 
と 、 ま た 、 債務 者 自体 の 信用 リス ク に つい て も 、 建設 単価 引き 下げ に よる 業況 不振 か 
ら 増 大 し て いる こと が 伺わ れる 。 


3. し か し な が ら 、 基準 金利 が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て い 

る か の 模 証 に 際 し て は 、 担 保 ・ 保 証 等 に よる 信用 リス ク の 減少 等 を 含む 総合 的 な 採算 
を 踏ま える 必要 が ある 。 本 事例 の 場合 、 在 庫 資 金 (銘木 の 資 財 仕 入 ) 名 目 の 運 転 資金 
に つい て は 、 在庫 の 処分 に より 全額 回 収 す る も の で 、 在庫 処分 に よる 返済 実績 を 勘案 
すれ ば 返済 財源 は 確実 ( 注 2 ) と 見 込ま れ 、 信 用 リス ク は 極め て 低い 水準 に ある も の 
と 考え られ る 。 

し た が っ て 、 当 該 貸出 に つい て は 、 信 用 リス クコ スト を 加味 する 必要 性 が 極め て 
低い た め 、 条件 変更 時 の 貸出 金 の 金利 水準 が 金融 機関 の 調達 コス ト (資金 調達 コス ト 
+ 経 費 コ スト ) を 下回る よう な 場合 を 除き 、 原 則 と し て 、 貸出 半 件 緩和 債権 ( 元 本 返 
済 獲 予 債権 ) に 該当 し な いも の と 判断 し て 差し 支え な いも の と 考え られ る 。 


4. な お 、 書 替え が 継続 し て いる 手形 貸付 で あめ っ て も 、 い わ ゆ る 正常 運転 資金 に つい て 
は 、 そ も そ も 債 務 者 の 支援 を 目的 と し た 期限 の 延長 で は な いこ と か ら 、 貸出 半 件 緩和 
債権 に は 該当 し な いも の と 考え られ る が 、 貸出 当初 に お いて 正常 運転 資金 で あっ て も 、 
例え ば 、 在庫 商品 に つい て 価値 の 下落 等 が 発生 し 、 返済 財源 も な い 場 合 に は 手形 書 替 
え 時 を も っ て 貸出 半 件 緩和 債権 に 該当 する こと も ある と 考え られ る こと か ら 、 ぞ その実 
態 に 応じ た 判断 が 必要 で ある と 考え られ る 。 


( 注 1) 貸出 条件 緩和 債 権 に つい て は 主要 行 等 向け の 総合 的 な 監督 指針 (一 は ー ク ー 
4 オー3 (2), ③) に も 記載 有り 。 保険 会 社 の 貸付 条件 緩和 債権 に つい て は 保険 会 社 
向け の 総合 的 な 監督 指針 ( 由 一 クー17 一 3 (2), ③) に 記載 有り 。 

( 注 2) 本 事例 で は 、 在 庫 処 分 の 実績 を 勘案 し 、 返済 財源 は 確実 と し て いる が 、 実際 の 
自己 査定 検証 に お いて は 、 そ の 確実 性 に つい て も 十分 検証 を 行う 必要 が ある 。 
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(事例 19) 


Y 大 況 
倫 薄 斉 尺 、 当 ケ 差 ペア ン 訪 (シェ アラ OO る 、 福 依 谷 : 次 成 1 ラ 全 ラ 万 深 箇 凛 
2005A), MM 場 大 チ の 式 各 舟入 名 訪 某 癌 で ある 。 


y 業 沈 
ズ チ 療 を チチ 人 な が WF と ET て ED PP アジ PS の 和広 次 上 の 志 大 必 愛 池 
毅 劣 の 覚 / な の み の ら 、 電 た の め び 始 み 人 2 丸 疾 の 毅 7) し う 矯 六 友 芳 字 を 訪 た 、 さ ら た 、 
BAIEAODRKG HE の ON 刻 人 など ちあ っ て が FO EM 僅 和 FE て 1, 

な 克 、 ら 人 存 逐 記 牙 才 こ 砂 交 請 マー ノー と の 既 太 雪 半 に 大 る ショ ッ ピ ング を ン 
ター 末 愛 記 厚 ちろ た っ だ ご と の から 、 九 2/ 涯 間 奏 め 、 尊 愛 双 写 刀 の 必 宏 参 
20085H ( チ 含 ) を 愛 座 し だ ( 当 愛 大 放 を 婦 放 八大 )。 

と の し 婦 の がら 、 2 の 当 譜 紀 誠 計 EAEKDO 短 方 の ら 太 覆 し 、 情 設 ア M/A 
MEMOFEE EL て SE, FE SLIMOUT I ANE SOFIAET で TK 
肉 と て の の) る 。 

当 説 族 盆 た つ /) て 友 、 共 で あ 7 ゲ うつ 存 砂 み ら 斉 開 ん の 送 族 に 大 ク グ 族 症 才 浪 の な 
の わ の カ れる 矛 写 で あっ た だ か が 敵 脱 及 認 の 胡 彦 2 公開 の 旋 による チ セ ッシュ ン ワ ー ズ 世 、 
ささ SL LMOARGE FOIOCESEUIDELN RN EE 大 貸し 


て 間 選 6 の! 忌 で 姓 芝 そ を 許 ク の 巡 し て る (BA ええ 六 きま で 祝 委 プラ イム A レー た トナ 
の , 7 レク た 

な か 、 放 芦 志 光 義 、 当 説 ナ 妨 を 多 交 秋 へ の 血 信 2 茅 落 な ご た の の ら の の 鞍 成 
を 必 の だ /) ご と て 2) る が 思 湊 な 和央 業 計 島 7 ら 箕 邊 され て 0/1 な 1 


Y 所 SS 含 定 

洛 と し て &@、 万 大 に 偽 落 民 和 に 0 論 っ だ こと や 、 訪 三 ぎの 疫 況 局 傘 ちち 当 庫 見 込め 
交 ) 彰 滞 大 上 廊 に ある こと の ら 愛 流 意 方 と ど と した 。 

合 少 笑 数 矢倉 論 フ r 太 近 廊 交 予 往 族 ) た 逐 芝 プ る の 放 の に つり) て 友 、 究 肉 娠 入 

( 忌 生 交 居 坊 パソ マ ンク を 訪 し て の の! る 族 芦 考 た 巡 し て 遂 肖 遂 太 さ れる 区 間 食 訪 実 な 婦 
妨 。 婦 條 、/ 春 浴 湖 刃 / ご りつ 。 ノ を 上 奈 差 として すき で る る SAF FN 
共生 FOU EDNPSF、 一 形 に 引 六 プラ アク レー た ム @ を 究 塗 湖 丸 ご と 
て の の ク 、 ネ な ナ 刻 九 謝 交 ご つ /) て 友 、 寒 克 妥 更 好 の 良 丸 の ' 当 説 奏 浴 娠 丸 を た っ 
て 1 る こと の が ら 、 均 本 和 返 六 閣 予 倫 座 と 選 譜 当 し な (ECE し て 1 る 。 





(検証 ポイ ント ) 
書 替え 継続 中 の 手形 貸付 に 係る 貸出 条件 緩和 債権 ( 元 本 返済 猫 予 債権 ) の 取扱 い に 
つい て (2) 
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(解説 
1. 貸出 生 件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 規則 第 1 9 条 の 2 第 1 項 第 5 号 口 (4) 
に お いて 「 債 務 者 の 経営 再建 又は 支援 を 図る こと を 目的 と し て 、 金利 の 減免 、 利 皿 の 
支払 猫 予 、 元 本 の 返済 猫 予 、 債 権 放棄 その 他 の 債務 者 に 有利 と な る 取決め を 行っ た 貸 
出 金 」 と 規定 され て いる 。 ま た だ た 、 中 小 ・ 地 域 金 融 機関 向け の 総合 的 な 監督 指針 は 、 元 
本 返済 猫 予 債権 C て 本 の 支払 を 猫 予 し た 貸出 金 ) の つ ち 、 貸 出 半 件 緩和 債権 に 該当 す 
る も の と し て 「 当 該 債務 者 に 関す る 他 の 貸出 金利 皿 、 手 数 料 、 配 当 等 の 収益 、 担 保 ・ 
保証 等 に よる 信用 リス ク 等 の 増減 、 競争 上 の 観点 等 の 当該 債務 者 に 対す る 取引 の 総合 
的 な 採算 を 勘案 し て 、 当 該 貸出 金 に 対し て 、 拓 準 金 利 (当該 債務 者 と 同等 な 信用 リス 
ク を 有 し て いる 債務 者 に 対し て 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を いつ 。) が 適用 さ 
れる 場合 と 実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て いな い 債権 」 が 考え られ る と し て いる 。 
この 中 小 ・ 地 域 金融 機関 回 け の 総合 的 な 監督 指針 の 規定 の 趣旨 は 、 当 該 債務 者 と 
同等 な 信用 リス ク を 有 し て いる 債務 者 に 対し て 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を 
下回る 金利 で 元 本 返済 の 猫 予 が 行わ れる 場合 に は 、 債務 者 に 有利 と な る 取決め に 該当 
し 、 貸 出 半 件 緩和 債権 たこ な る と いつ も の で ある 。 





2. 書 替 え が 継 続 し て いる 手形 貸付 に つい て は 、 債務 者 の 返済 能力 の 低下 (信用 リス ク 
の 増大 ) か ら 期 日 返済 が 困難 となり 、 実際 上 は 業 件 変更 を 繰り 返し て いる 長期 資金 と 
同じ 状況 て (いわ ゆる 「 コ ロ ガ シ 状態 」) と な っ て いる 場合 が ある た め 、 債 務 者 の 信用 
リス ク に つい て 十分 に 検討 する 必要 が ある 。 

本 事例 の 土地 取得 資金 に つい て 書 替え が 繰り 返さ れ て いる 背景 を 見 る と 、 事 業 計 
画 の 頓挫 め 本 業 の 返済 能力 の 低下 か ら 当該 土地 取得 資金 の 分 割 返済 が 叶わ ず 、 加え て 、 
当該 物件 の 大 幅 な 値下がり か ら 売 却 処分 が で きず 、 実質 長期 資金 化し て いる 状況 が あ 
り 、 信 用 リス ク が 増大 し て いる こと が 伺わ れる 。 この よう な 信用 リス ク の 状況 を 踏ま 
え 、 当行 に お ける 信用 格付 、 及 び 貸出 金 の 保全 状況 ① 貸 出 期間 等 を 勘案 し た 金利 水準 
の 状況 等 を 参照 し つつ 、 当 該 手形 貸付 書 替 時 の 金利 が 、 現 状 、 当 該 債務 者 と 同等 な 信 
用 リス ク を 有する 債務 者 に 対し て 通常 適用 され て いる 新規 貸出 実行 金利 より も 低い 
水準 と な っ て いれ ば 、 原 則 こ し て 、 貸 出 和 件 緩和 債権 C 元 本 返済 猫 予 債権 ) に 該当 す 
る も の と 判断 され る 。 


3. な お 、 当行 の よう に 、 格 付 区 分 や 貸出 期間 の 長短 等 に 関わ ら ず 同一 の 拓 準 金利 に 大 


づき 開示 の 要 知 を 判断 し て いる 場合 は 、 原則 と し て 、 基準 金利 の 設定 が 粗く 開示 債権 
の 把握 に 問題 が あめ る と 考え られ る だ た め 、 こ の 点 に つい て の 是正 が 必要 で ある 。 
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(事例 20) 


Y 大 況 
刻 芦 志太 、 当 な メア プン 交 (シェ アグ 100%、 今 信 鈴 : 立 太 26 倖 ラ 己 深 牌 大 9OO 
MN)。 5S 倖 可 で な 宮 三 が の 媛 六 業 震 で あっ だ の 区 た 不 旅 に より ク 業 、 克 な & 放 
HO ホーA ム A セン ター を た に 閣 て 式 角 大 の 媛 千 ・ 釣 を し て 1 る 業 替 で ある 。 
きか な 大 00 2 の KI LE 党 包 安 遍 各 500 5H (EK /・ 療 
彦 了 次 竣 み ) と / 捉 電 業 と 旅 る 粒 倉 共 200 5 (長大 吉谷 ・ カ RF で ある 。 


" 美 安 

灯 美 送 、 誠 芦 志 の 辿 才 憎 女 邊 女人 玄 を て 、 美 沈 ち 安 倒し て の だ 。 葵 業 た 放 
る 謙 芦 0 の 万 選 の 好 っ て /) る だ め 、 返 潤 倉 の 雪 ぐ 訂 茅 巡 交 た 即 っ て /) る ちの 
の 、 』 導 旋 が グリ 厚 婦 の の 累 字 を 彦 厩 し て が ん ク 、 当 な で 婦 半 茅 、 敵 郊 旅 湖 2OO 
NH (FA 雪 大 7 年 ) た 秒 却 ん 葵 た 姓 攻 そ を 症 ク の 返し て きだ 。 

と の し 奈 存 、 ア ジア 究 の 舌 始 肪 た 示さ 77、 展 彰 迷 和 草 CF 放 26 存 ② 与 送 草 秦 ) で 
友 到 た 避 み 辺 々 間 // イ の 多 当 意 靖 で 肉 ろ みみ 、 誠 草 考 た の 数 大 の ら 旗 大 の 介さ 
れる 正六 垢 安 仙 売 ( 基 上 た 倉 旋 ナ 太 怒 高義 一 が 和 ス 含 導 ) ち る SO0 に RD し て る. 

当 な で 克 、 導 成 26 年 7 互 の 正 癌 迄 客 貸 示 の 紗 合 えた 演 だ の 、 菅 上 た 清 少 に が う 洲 
女 刀 癌 そえ を 府 訂 し だ ちの の 、 偽 薄 斉 に よれ 太 、 訪 力 上 上 に 比べ た だ 代 薄 斉 の 庫 の 第 の 
亡 さ の ! 軍 六 さ カカ 、 方 た 尽 局 食し て の りり 、 人 SMA の 訪 上 を 竣 放 で きる 見 矯 レ 
で あり 、 二 淳志 矯 遍 送 に つん) て ち 寿 倖 と 司 欠 で の 弓 癌 える を 導 望 し て 1 る 。 

当 な 、 族 芦 坊 の ら 門 みみ を 受 / プ だ 大 科 の 契 入 秋 羽 光 落 の 業 北 双 認 貸 光 症 グ 到 、 


受光 迷 を 巡 叉 を 友 茂 ・ 議 六 げ る ご ご ちと 、 旋 芦 志 の 友 倍 間 遂 2⑫ 凡 太 の 災 当 
を 認 含 し 、 胡 六 ラ イン や 廊 覆 誰 ・ 婦 加 な 証 の 年 全 CECER A セン 
ター で の 放 売 迷 況 を 認 含 し 、 含 落 癌 の 衣 避 に 伺 人 作ら NSEER 和 EEL て LN 
る 。 ぞ の 六 架 、 当 訂 尽 、 灸 夢 記 の 今 乱 の 坊 上 た 加 叙 に つ 01 て @ 衛 太く ペペ I と 
局 産 硫 の 頑 党 迄 和 貸 稼 る まし て USEN LD. 500 BDA TO の 癖 癌 えた MC る 
CECLE。 


Y SE 

当 な で 刻 芦 志 だ 2/ 閉 き 謙 六 門 交 の 巡 衣 で 、 万 画 開 の 秀 休 の 返 薄 食 婦 の 軍 /) ち 
の の 、 次 竣 し て 泰 字 を 凝 対 し て ん /) り る ご こみ の ら 、 族 芦 芦 2/ 凝 き 愛 意 義 ご と て 
6) る 。 

血 運 謝 誠 ら OO 己 の 選 だ つの ) て 友 、 碗 彰 巡 箇 孝 の 数 鳩 の の 旗 友 み た 往 さ れる 
/ 負 郊 六 益 朋 を ズ 契 に た る 姿 衣 で の 姓 そこ な っ ど だ ちの の 、 族 茂 志 の 突 貞 ? だ だ 
嫌 の チャ ッシュ フン ワー の 災 光 た 芳光 て 、 学 交 六 廊 当 の 勤め み の 姓 攻 子 で あ ク 、 偽 
グ 突 が 凝 巡 代 施 に 太 有 ぎ と な の りり ご と て の! る 。 
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(検証 ポイ ント ) 
正常 運転 資金 を 供給 する 場合 の 融資 形態 及び 正常 運転 資金 の 範囲 


(解説 
1. / 引 電 診 斗 月 彦 / だ 修 逐 閥 簿 の 王丸 ぎみ カ 奈 秦 の 一 邦 送 ご な ク グ る 

金融 機関 に と っ て は 、 債 務 者 の 業況 等 を 踏ま えた 融資 が 行え る よう 目利き カ を 発揮 
する こと が 重要 で ある 。 

その 手法 は 様々 で ある が 、 例 えば 、 正 常 運転 資金 に つい て 、 債 務 者 の ニー ズ を 踏ま 
えた 上 で 、 無 担保 ・ 無 保証 の 短期 融資 (1 年 以内 ) で 応需 し 、 書 替え 時 に 債務 者 の 業 
況 ① 実 態 を 適切 に 把握 し て 、 そ の 継続 の 定 非 を 判断 する こと は 、 目 利き 力 発揮 の 一 手 
法 と な り 得 る 。( 注 1) 

一 般 的 に 、 債 務 者 の 製品 の 質 が 劣化 し 、 競 争 カ を 失っ た 結果 、 売 上 高 が 大 幅 に 減少 
し て いる な ら ば 、 今後 の 業況 回 復 も 危ぶま れる と 考え られ る 。 

し か し な が ら 、 本 事例 で は 、「 短 期 継続 融資 」 の 書 替え の 可否 を 判断 する に 当たっ 
て 、 試 算 表 、 業 績 予想 、 資 金 繰り 表 の 検証 や 注文 書 に よる 受注 状況 の 確認 及び 製造 ・ 
販売 の 現場 の 実地 調査 等 に より 、 債 務 者 の 業況 や 実態 (今後 の 事業 の 見 通し を 含 の ) 
を より 詳細 に 把握 する こと で 、 正常 運転 資金 に 対す る より きめ 細か い 融 資 対 応 が 行わ 
れ て いる (金融 機関 に よる 目利き カ の 発揮 )。( 注 2) 

( 注 1) 中 小 ・ 零 細 企 業 の 資金 ニー ズ に 適切 に 応え る た め の 融 資 手 法 に 関し て は 、 各 
金融 機関 が 創意 工夫 を 発揮 し 、 そ れ ぞ れ の 経営 判断 で 柔軟 に 対応 すべ きも の で あ 
り 、 そ の 判断 が 尊重 され る こと は 、 言 つっ まで も な い 。 

( 注 2) 債務 者 の 業況 め 実 態 を 把握 する だ た め の 資 料 徴 求 や 実地 調査 に つい て は 、 本 事 
例 に 記載 し た 資料 ・ 調 査 等 が 一 律 に 求め られ る も の で は な ぐ く 、 債務 者 の 規模 や 与 
信 額 に 感じ た 対応 と な る 。 例え ば 、 債務 者 が 小 規 模 で 詳細 な 資料 が な い 場 合 等 に 
お いて は 、 必ず し も 本 事例 で 例示 し た 資料 全て に つい て 、 確認 が 必要 な わけ で は 
な い 。 


2. 功 送 字 謝 交 の 勤め め / 憎 訂 茅 考 の 業 沈め 符 席 だ 今 の ぜ て 徐 芝 た 訓 尺 プ る 久 愛 の みる 





債務 者 が 正常 な 営業 を 行っ て いく 上 で 恒常 的 に 必要 と 認め られ る 運転 資金 (正常 運 
転 資 金 ) に 対し て 、「 短 期 継 続 融資 」 で 対 記す る こと は 何ら 問題 な く 、 妥 当 な 融資 形 
態 の 一 つ で ある と 認め られ る 。 

正常 運転 資金 は 一 般 的 に 、 卸 ・ 小 売 業 、 製 造 業 の 場合 、「 売 上 債権 十 棚卸 資産 一 仕 
入 債務 」 で ある と され て いる (金融 検査 マニ ュ ア ル ・ 上 自己 査定 別表 1 )。 本 事例 の 場 
合 、 平成 26 年 3 月 決算 期 の 数 値 に 基づい て 人 算出 され る 正常 運転 資金 の 金額 は 、 売 上 
高 が 大 幅 に 減少 し て いる た め 、 こ の 算定 式 を 機械 的 に 適用 すれ ば 、 大幅 に 減額 する こ 
と に も な り 得 る 。 

し か し な が ら 、 平成 26 年 3 月 決算 期 の 数 値 は 、 過 去 の 一 時 点 の 数 値 で あり 、 現 時 
点 の 正常 運転 資金 の 算出 に つい て は 、 債務 者 の 業況 実態 の 的 確 な 把握 てこ 、 それ に 基 
づく 今後 の 見 通し や 、 足元 の 企業 活動 に 伴う キャ ッシュ フロ ー の 実態 に も 留意 し た だ 検 
討 が 重要 で ある 。 
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3. 涼 遂 の 毅 競 
本 事例 で は 、 前 期 決 算 の 数 値 に 基づく 正常 運転 資金 の 金額 は 大 幅 に 減少 する こと に 
な る も の の 、「 短 期 継続 融資 」 の 書 替え の 検討 に 当たり 、 前 期 決算 以降 の 状況 の 変化 
を 踏ま えて 、 債務 者 の 業況 や 実態 を 改め て 確認 し た 結果 、 売上 高 の 回 復 が 見 込ま れる 
こと 、 足 元 の キャ ッシュ フロ ー に お いて 従来 程度 の 金額 の 正常 運転 資金 が 必要 と 認 
られ る こと か ら 、50O 折 万 円 で 書 替え を 実行 し て も 、 正 常 運転 資金 の 範囲 内 こし て 
貸出 業 件 緩和 債権 に は 該当 し な いも の と 考え られ る 。 
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(事例 21) 


ソ 大 況 
訂 芦 志太 きか な 浴 メ アン 間 (シェ ア 40%、 含 銀 : 次 太 1S 全 ラ 己 決 得 大 166 
SA), 刻 克 克 奏 美 才女 災 5/ 秋 ご し て の の! る 覆 葵 太 誠 売 美玉 。 ら 存 太 た 芝 婦 
礎 の ら の 六 ス た 大 ク 募 貸 フ ノリ ー ム を ざ づ 議 履 存 C 活 克 語 倖 料 22 倖 、 故 得 人 維 100 
HH) ん 鞍 美 を 婦 ズ し て 6) る 。 
な 、 た 記 フ プリ イー た 訂 容 ( 有 食 間 盛 7 ら 存 、6. 6 戸 包 ウン 存 返 潤 ) の 友 め 
運 条 薦 郊 ( 子 信 1 00 避 2 葛 刀 一 即 7 邊 ) た 牧 懇 し て の る 。 


" 薬 況 

ズ チ な 宮 メ メー カー た に よる 靖 駐 物 な の 癌 MM の 時 放 な どの ら 、 元 FOE ポポ し て 0 1 る SE 
る の ズ ロ ロワ 選 5/ 訪 の 和 請 に よる 元夫 優 の 逢 げ きき な CS, AFF Ef LE し LT て VIE, 

急 疹 状況 選 科 FFOENS MFMAEE て CUE MOM 張 の 郭 放 佑 の 
PLAGE っ て TOKRONYN TIE EO 見 られ が れ 、 実 包め た に 人 短 薄 密 
週 K 愉 っ て 1 る 。 

デ だ 、 幕 価 フ ソノ ザ ー ム 友 、 下 送 湊 容 を 疑 臣 し て // だ が 、 久 の ら 謗 /) ご ご 似 
上 科 釣 展 必 に 准 安 交 租 食 准 を 門 女 プ る ププ リー た の 多数 遂 硫 さ 7 だ ご ご ちあ っ て 、 ご 
こと き て 会 島 の みあ め 、 族 芦 才 の 人 太 湖 症 ク の 太 逆 / し て き て 6 る 。 

この を と め 、 殺 芦 才 だ 当 逐 フ ノ リ ー た 閥 当 だ つ /) て 返 潤 衣 を ズ 旭 に 導 C2 


存 ) ん 背 次 返 潤 益 婦 を / 存 記 友 ずる 突 が 飼 旬 を きき な た 愛 誠 と だ 。 ( 宛 丸 友 誠 子 准 き ソ 
な か 、 邦人 方 た つ /) て 太 、 ら 6 の 長大 た 万 刀 、 区 夏 生み を 凍 ク 返し て る 。 
きなこ ご と て 友 、 學 巡 の 雪 業 の 長 沈 2 肥 旋 の フリー た の 和 ス 尻 銀 で 憎 ク 7 の 存 で 
の 完 注 忌 札 産 ご 考 、 こ ご の 寒 大 変更 た 妃 ず る こ ご こ と を 。 


Y 五 己 供 安 

当 な 克 、 婦 開 の 大 太 交 の 美 浸 の 既 ん 太 叉 み 全 と 笑 秀 謙 茂 夏 光 に 女 っ て /) る ご 
と や 今 芝 弧 大 基 で の 藤 況 性 の 見 込め な こと の ら 胡 法 高 訪 と し て (41 る 。 

芝 た 、 接 貸し に つ /) て 尺 、 失 迷 谷戸 を 語っ て 4/1e ち の の 、 失 迷 谷 思 導 の 上 終 竣 沙 
旋 の 女 靖 の 送 義 寂 夏 数 みこ に ま っ て /) る ご と み の ら 、 食 み 徐 導入 誠 族 Cr 大 反 送 
益 矛 往 族 ) た 友 衣 レン 婦 /) と 効 六 し レ て 7 る 。 

女 か な 危 愉 が プ と 春 ブ < ソス ク 箕 苑 愛 の ' 共 秦 旭 の とめ 、 必 /)・ 克 痕 
交 喪 供 茹 の 総合 な 衝 馬 上 人 狼 で 均 さ が れ て) る の 春 湊 当 丸 に 奏 づ ぐ 食 訪 突 修 凝 丸 状 
旋 区 大 所 潤 疾 矛 短 族 ) の 交 定 を な っ て / 交 /)。 





(検証 ポイ ント ) 
法定 面 用 年 数 内 で の 期限 延長 を 行っ だ 場合 の 貸出 半 件 緩和 債権 ( 元 本 返済 猫 予 債 
権 ) の 取扱 い に つ いて 
= 66 = 


(解説 

1. 貸出 生 件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 規則 第 1 9 条 の 2 第 1 項 第 5 号 口 (4) 
に お いて 「 債 務 者 の 経営 再建 又は 支援 を 図る こと を 目的 と し て 、 金利 の 減免 、 利 息 の 
支払 猫 予 、 元 本 の 返済 猫 予 、 債 権 放棄 その 他 の 債務 者 に 有利 と な る 取決め を 行っ た 貸 
出 金 」 と 規定 され て いる 。 また だ 、 中 小 ・ 地 域 金 可 機 関 回 け の 総合 8 な 自 曽 指針 は 、 元 
本 返済 獲 予 債権 ( 元 本 の 支払 を 猫 予 し た 貸出 金 ) の つ ち 、 貸 出生 件 緩和 債権 に 該当 す 
人 旭 出 金利 選 、 手 数 料 、 配 当 等 の 収益 、 担 保 ・ 
保証 等 に よる 信用 リス ク 等 の 増減 、 競争 上 の 観点 等 の 当該 債務 者 に 対す る 取引 の 総合 
的 な 採算 を 勘案 し て 、 当 該 人 3 出 金 に 対し で 、 基準 金利 (当該 債務 者 と 同等 な 信用 リス 
ク を 有 し て いる 債務 者 に 対し て 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を いつ 。) が 適用 さ 
れる 場合 と 実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て いな い 債 権 」 が 考え られ る と し て いる 。 





2. 本 事例 の よう に 、 設備 資金 、 特 に 、 収 益 物 件 取得 資金 に つい て は 、 最 終期 限 の 延長 
を 行っ た と し て も 、 法定 耐用 年 数 内 で ある な ら ば 、 債務 者 に 有利 な 一 定 の 譲歩 を 与え 
て いる と は 言え ず 、 貸 出 仙 件 緩和 債権 ( 元 本 返済 殺 予 債権 ) に は 該当 し な い の で は な 
いか と の 意見 が ある 。 

し か し な が ら 、 中 小 ・ 地 域 金融 機関 向け の 総合 的 な 監督 指針 の 規定 の 趣旨 を 踏ま え 
れ ば 、 債務 者 に 有利 と な る 取決め に 該当 する か 否 か は 、 元 本 返済 を 釘 予 する 期間 の 長 
さ の み に よ っ て 判断 し 得る も の で は な く 、 約定 条件 改定 時 の 金利 が 、 当 該 債務 者 と 同 
等 な 信用 リス ク を 有 し て いる 債務 者 に 対し て 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 以上 
の 金利 と な っ て いる か が 合 か に よっ て 判断 すべ き で ある 。 


3. し た が っ て 、 本 事例 の よう な 場合 に お いて は 、 最終 期限 の 延長 が 法定 耐用 年 数 以内 
に 収 っ て いる こと を も っ て 貸 の か 債権 ( 元 本 返済 猫 予 債権 ) に 該当 し な いと い 
うこ と で は な く 、 約 定 穫 件 変更 時 の 金利 水準 が 、 同 等 な 信用 リス ク を 有 し て いる 債務 
者 に 通常 適用 され て いる 新規 貸出 実行 金利 の 水準 、 すなわち 、 当行 に お ける 信用 格付 、 
及び 貸出 金 の 保全 状況 や 貸出 期間 (1 7 年 程度 ) 等 を 勘案 し た 金利 水準 を 下回っ て い 
る な ら ば 、 原 則 と し て 、 貸 出 条件 緩和 債権 ( 元 本 返済 猫 予 債権 ) と 判断 する 必要 が あ 
る 。 
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(事例 22) 


Y 大 況 
倫 薄 井 尽 、 演 絡 含 メイ ン 訪 (シェア 90%、 福 人 編 鈴 : 到 成 1S 全 ラ 選 決 筐 知 7 ら 
A), PINL RAEIEENM HR る S 憂 大 業 。 パ 贅 才 ご ぞ の 副 だ び け 競 韻 の 
の 2 人 て で 富み 刀 人 革 開 。 当 交 全 ご 〆、 パ 甘 考 カチ 秦 人 業 寺 の ら 嫌 用 胡 胡 し と て み 炎 
ら 存 の 災 5/ 記 を 訪 ず る 。 
当 引 全 、 大 美 妨 た 7 旧 才 有 2 旗 大 大 全 の 旨 半 蒼 序 た 刀 却 し と 災 5/ を 契 め し だ 。 
( 政 倫 7 のり 避 尽 、 次 励 ク ひ 存 、 妥 刃 づ 2.。 ら 多 、 三 奏 大 急 舌 齋 大夫 及 7 パ 


" 薬 況 
万 評 懇 、 近 飼 /) 計 大 旅 ク の の 培 め られ RCM HF MA に CE し て また だ が 
上 崩 立 の 上 恩 移 婚 ※ や 考 音 の 方 字 才 れ な どの が ら 、 愛 池 の 湖 が や 愛 池 沖の 9 下げ に Ak 
る 了 得 操 カ の 他 衛 の 谷 M0 ら 、 充 上 £2 大 迄 久 婚 た し 、 遂 立 肥 交 井 の 放り 今 し や や 要 
女 の 疲 人 写 な ご の め ク 詳 め と 大 グ 、 返 潤 論 梁 を 張 っ て きだ 。 
と の し が の ら 、 ご こと 菜 て の 元 た の 疾 当 による 左 梁 症 ク 諸 ん に だ 友 胡 て み 6 人 存 下 
の ら の 返 導 交 朋 を 万 痕 し 通 縦 返 潤 彰 巡 を き 族 存 大 の さら だ 7 O 存 厩 友 ずる 突 大 変 


更 を 粉 師 た 雄勝 と て きだ 。 ( 妥 刃 友 誠 子 准 き ノ 
六 三 、 居 急 突 齋 六 全 もち パ 葬 坊 の こ カ で の 2/ 導 の 全 を 彰 寒 し こ 7 た 砂 と だ 。 


ソ 王 己 供 密 

当 砂 今 硫 、 電 た の 疾 ク こう 返 洛 蛇 みみ の 友人 太 5 ら の で みあ ク 、 湖 友 婦 旨 奈 で 奉 夏 
受 更 の 巡 光 に 碑 旋 ずる 曳 必 も 婦 /) ご 交 六 さる ご こみ ら 、 訂 送 埋 婦 当選 札 聞 意 交 
ご ど と と 

と の し な の がら 、 変 但 友 作 朋 居 太 欠 逐 双 合 鍛 齋 が 信 訪 盆 び の みる ご と み の ら 、 偽 訪 突 
北 巡 何 邦 こ 逐 ぎ レン な の と 交 六 し て る 。 

女 か 、 当 秦 今 友 情 放 が ご 奏 ブ ぐ ソス ク 箕 密 衣 及 の ' 共 秦 退 の だ め 、 の /)・ 砂 厩 婦 
胡 放 太 プ の 鵜 訪 み 女 明 座 疹 多 で 雪 さ 7 て) る 春 浴 湖 丸 に 奏 づ /) て 食 少 突 修 導 丸 伏 
旋 CZ 返 潤 益 謙 施 ) の 未定 を な っ て の // 変 7 





(検証 ポイ ント ) 
信用 保証 協会 保証 付 邊 出 金 に 対し 期限 延長 を 行っ だ 場合 の 貸出 半 件 緩和 債権 ( 元 本 
返済 猫 予 債権 ) の 取扱 い に つ いて 


(解説) 
1. 貸出 生 件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 規則 第 1 9 条 の 2 第 1 項 第 5 号 口 (4) 
に お いて 規定 され 、 そ の 具体 的 な 事例 は 、 当 店 の 中 小 ・ 地 域 金 融 機関 回 け の 総合 的 な 
監督 指針 に お いて 規定 され て いる 。 
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中 小 ・ 地 域 金融 機関 向け の 総合 的 な 監督 指針 で は 、 元 本 返済 猫 予 債権 ( 元 本 の 支払 
を 猫 予 し た 貸出 金 ) の つ ち 、 貸 出 半 件 緩和 債権 に 該当 する も の と し て 「 当 該 債 務 者 に 
関す る 他 の 貸出 金利 選 、 手 数 料 、 配 当 等 の 収益 、 担 保 ・ 保 証 等 に よる 信用 リス ク 等 の 
増減 、 競 当 上 の 観点 等 の 当該 債務 者 に 対す る 取引 の 総合 的 な 採算 を 勘案 し て 、 当 該 貸 
出 金 に 対し て 、 基準 金利 (当該 債務 者 と 同等 な 信用 リス ク を 有 し て いる 債務 者 に 対し 
て 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を いつ 。) が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 の 利 
回 り が 確保 され て いな い 債 権 」 が 考え られ る と し て いる 。 

これ は 、 返 済 期 限 の 延長 が 行わ れ た 場合 、 和 件 変更 時 の 金利 が 、 債 務 者 と 同等 の 信 
用 リス ク を 有 し て いる 債務 者 に 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を 下回っ て いる な 
ら は 貸出 築 件 緩和 債権 ( 元 本 返済 猫 予 債権 ) に 該当 する と いつ も の で ある 。 


2. し か し な が ら 、 本 事例 の よう な 信用 保証 協会 保証 付 貸 出 金 に つい て は 、 信 用 保証 協 
会 が 公 的 信用 保証 機関 で ある る こと か ら 、 通常 、 回 収 に 懸 論 は な く 信 用 リス ク は 極め て 
低い も の と 考え られ 、 当 該 貸出 金 に 係る 新規 貸出 実行 金利 水準 は 、 基本 的 に 極め て 低 
い 水 準 に ある も の と 考え られ る 。( 信 用 リス クコ スト を 加味 する 必要 性 が 極め て 低い 
た め 。) 

し た が っ て 、 信 用 保証 協会 保証 付 貸出 金 に つい て は 、 生 件 変更 時 の 貸出 金 の 金利 水 
準 が 金融 機関 の 調達 コス ト (資金 調達 コス ト 十 経費 コス ト ) を 下回る よう な 場合 を 除 
き 、 原 則 と し て 、 当 該 貸出 金 に つい て は 、 貸 出 半 件 緩和 債権 (区 本 返済 猫 予 債権 ) に 
該当 し な いも の と 判断 し て 差し 支え な いも の と 考え られ る 。 

な お 、 こ の よう な 取扱 い は 、 貸 出 金 が 保証 や 担保 に より フル 保全 され て いる 貸出 金 
に つい て も 、 原 則 と し て 、 適 用 され る も の と 考え られ る 。 
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(事例 23) 


" 北 安 
万 芦 志 、 演 妥 麻 メダ アン 交 (シェ ア 90%、 福 含 鈴 120 選 2 内)。 演 め の バ が 凌 
が 才 遂 丸 秦 アデ の 友人 災 到 美 志 で パ 茨 志 友 刻 克 の 訪 力 才 で ある 。 Wr デート で の 
碑 誠 の 4、 8 を チチ KSEE し た KFE CSE) ZH て TIE。 


" 業 安 

衰 勉 棄 ※ の 必 、 赦 光生 女子 の ナ 彦 久 を 履 た 克 た の 北 少 し て /) る ご と と 交 そ 、 災 
HEDOAEFEDS ED, SSMSF FS SEE NE て V1 る E。 

芝 矯 硬 友 送 導 訪 容 ( 子 向 20 選 5) の BS 居 貢 償 (区 倫 7 00 選 2) 
た MM 六 レ て 0 る の が 業 導 の 次 ん の ク 導 症 巡 閣 の 辺 胡 だ が っ だ ご と て 、/ パ 羨 考 だ プ 
千 后 絡 の 0 知 作 や M5 FEOEHEE に ES EO ん AK は 計 千 を 和室 し 、 演 
癌 廊 た と 議 し て 駐 乱 貢 俗 宏 の 返 浪 鈴 を ズ 論 に 洲 76 0% 当 ) し の フ 遂 座間 太 
た 嫌 倒し と の 旋 ど だ 〈 芝 称 穫 え の 交 ら の) ご ずる 突 克 妥 更 を 愛 詳 ん 、 当 妥 礎 も パ 玩 府 
の 居 大 み 全 を 砂 寒 し こと 妙 じ を 。 

な か 、 7 パ 玩 訪 太 、 鞍 業 み の 食 念 だ 訪 し て あら 誠 、 大 央 た 門 婦 し て の なり ナ 交 登 


DENKTRDE UTI 久 見 込み 銀 ペ ー ズ ) を 50 避 2 凡 栓 大 食し て 01 る 。 (SR 
然 作 太 彦 た 婦 き 竣 〆 が さて の ) 婦 64 フ 


" 三 選 其 室 ' 

芝 参 人 硬 、 元 の 疾 少 と ゲ フ 返 潤 彰 の 寿人 太ら の で あ ク 、 多 苔 、 息 紛 間 で 突 
存 妥 更 必 の 學 沈 た 万 族 ず る 昌 必 みち 婦 / り ご 効 六 さ カ る ちの のみ 舞 字 人 を の A ん だ 
数 広 応 克 を 彰 守 ん 人族 芦 乾 な の 愛 疲 斉 ご こと だ 。 

と の し 婦 の ら 、 語 区 威 業 太 條 の 突 大 変更 ご つの /) て だ 、 婦 突 侯 動 彦 UM IE 上 A 

八 ペ ー ズ ノ ) で 6 の 勤 炭 作 さ て あん ク 、 好 の の プイ 基 に つの ) て ち 、 妥 太 だ パ 葬 志太 雲 が 
グ 要 の 婦 こ だ 騙 を 門 婦 る 薩 認 の 雄 誠 で ぎ て /) る ご こみ か ら 、 刀工 彦 全 と 砂 和 
7 大 克 ソン 万 め て 研ぐ 算 症 さ 77 る ここ と み ら 、 食 刀 突 ゲ 間 怒 大 施 に 逐 ぎ ン 婦 
と ) ご 効 六 し て 6 り る 。 





(検証 ポイ ント ) 
担保 ・ 保 証 等 で 保 和 至 さ れ て いる 場合 の 貸出 条件 緩和 債権 ( 元 本 返済 猫 予 債権 ) の 取扱 
い に つ いて 


(解説 
1. 貸出 生 件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 規則 第 1 9 条 の 2 第 1 項 第 5 号 口 (4) 
に お いて 規定 され 、 そ の 具体 的 な 事例 は 、 中 小 ・ 地 域 金融 機関 回 け の 総合 的 な 監督 指 
針 に お いて 規定 され て いる 。 
中 小 ・ 地 域 金融 機関 回 け の 総合 的 な 監督 指針 で は 、 元 本 返済 猫 予 債権 (区 本 の 支払 
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を 猫 予 し た 貸出 金 ) の つ ち 、 貸 出 半 件 緩和 債権 に 該当 する も の と し て 「 当 該 債 務 者 に 
関す る 他 の 貸出 金利 思 、 手 数 料 、 配 当 等 の 収益 、 担 保 ・ 保 証 等 に よる 信用 リス ク 等 の 
増減 、 競 当 上 の 観点 等 の 当該 債務 者 に 対す る 取引 の 総合 的 な 採算 を 勘案 し て 、 当 該 貸 
出 金 に 対し て 、 基準 金利 (当該 債務 者 と 同等 な 信用 リス ク を 有 し て いる 債務 者 に 対し 
て 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を いつ 。) が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 の 利 
回 り が 確保 され て いな い 債 権 」 が 考え られ る と し て いる 。 


2. 本 別冊 に お いて 述べ られ て いる 通り 、 中 小 ・ 堆 細 企 業 に つい て は 、 不 動産 担保 な ど 
に 加え 、 代表 者 は 会 社 が 有事 の 際 に は 私 財 を 提供 する 意思 が 確認 で き て いる 場合 に は 
個人 資産 等 も 勘案 する こと が で きる と 考え られ る こと か ら 、 当 該 貸 出 金 は 最終 的 な 回 
収 に は 懸 意 は な く 、 信 用 リス ク は 極め て 低い 水準 に あめ る も の と 考え られ る 。 


3. し た が っ て 、 本 事例 の よう に 不動 産 担 保 等 に より 保全 され て いる こと か ら 信 用 リス 
ク が 極め て 低い 水準 に な る も の と 考え られ る 貸出 金 に つい て は 、 条件 変更 時 の 貸出 金 
の 金利 水準 が 金融 機関 の 調達 コス ト (資金 調達 コス ト 十 経費 コス ト ) を 下回る よう な 
場合 を 除き 、 原 則 と し て 、 当 該 貸出 金 に つい て は 、 人 外出 半 件 緩和 債権 ( 元 本 返済 釘 予 
債権 ) に 該当 し な いも の と 判断 し て 差し 支え な いも の と 考え られ る 。 


4. な お 、 本 事例 の よう に 黒字 化 を 織り 込ん だ 収支 計画 等 が 策定 され て いる 場合 に は 、 
条件 変更 時 の 貸出 金 の 金利 水準 が 金融 機関 の 調達 コス ト を 下回る よう な 場合 で あっ 
て も 、 収支 計画 等 が 合理 的 か つ 実 現 可能 性 の 高い 経営 改善 計画 の 要件 を 満た し て いれ 
ば 、 貸 出生 件 緩和 債権 に は 該当 し な いも の と 判断 し て 差し 支え な いと 考え られ る 。 
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(事例 24) 


" 北 安 
訂 芦 志 だ 、 芝 雪 礎 メダ アン 交 (シェ ア @ ぢ ど 多 、 写 情 枕 ・ 立 7 5 倖 ラ 選 決 得 知 2 ラ 
OA) て 、 Mr に iA る を 六 く 姓 廊 の 孝 売 合 で ある 。 


ソ Y 薬 沈 

刻 芦 坊 だ 、 奏 秀 の 怒ら 交 々 た 元 た の 当 ク タプ る ご こち と 、 署 婦 訪 の 交 訪 の 痛 
謝 ちあ っ て 、 ズ 意 婦 疲 学 劉 池 巡 輝 を 災 旋 な ぐさ 72 て) だ 。 誠 だ 、 づ 存 尺 た 友 、 竣 
交 考 で ある 郁夫 疲 存 の 情 遼一 乾 閣 魚 の 人 欠 プ ラン だ を 必 夕 ご ずる 売 
グ 彦 を 必 少 ご と だ 党 上 へ の の の 彦 子 の だ め 、 当 の 返 導 湖 朋 を 万 朗 ン 通 終 反 潤 乾 
妊 を 当 族 症 大 グ / 存 門 必 交友 ずる 突 大 妥 更 を 須 太 た 愛 謙 し て きだ 。 

演 演 請 で 忌 、 廊 落 記 どの これ まで の Ks5/ 因 が や 今 受 の 営 貢 と つ /) て ち 、 散 巡 吉 
で ある 太田 の の と な っ て 1 る 県 など を 大 生 し 、 こ が R れ CMC だ と こう で SSE, 

当 存 の 刻 芦 才 の 學 沈 太 、 当 妙 で ゼ チ と ス ク の ど ぐ で のり ) 交 作 人 人 施 プラ ン だ の が 毅 選 
ゾ ズ ムラ 登 た よめ の 、 六 学府 人 筐 の ら の 悦 紗 で きる 災 之 ご な っ だ ど ご こう ろう で ある 。 LD! 
LE 知 艇 OA に CA 秦 7 の 存 門 請 を 訪 ず る 巡 沈 た ある 。 

な か 、 旋 突 大 の 族 芦 の デ グ 意 屋 だ 、 炭 宅 さ 7 て) る 巡 光 た ある 。 


= 

当 須 礎 で ダ 、 六 学 故人 往 友 婦 誠 し だ ども のみ の 、 加計 点 で 令奈 許 朗 后 名 の に ロロ 催 
と て 6) 婦 /) ご ご 、 ズ Q 旭 女 誠 六 門 交 の 結 当 た 友 胡 乾 益 万 プ る ここ とみ の ら 、 族 芦 芦 グ 
友愛 聞 斉 芳 ご と を だ 。 

LNULENS、 演 湖 誠 で 選 今 庁 座 た 胡 づ ぐ リ ズ ク 合 礎 湊 夫 を 巡 論 し 、 倫 薄 
童 の Mm 3 FO S LM た に 違 六 し レ て お の ( 愛 池 間 蓄 の の ので)、 始 族 作 デ 
次 況 人 先 を 加計 し た 実父 な YO! LM 居 移 用 の 食 夢 誤 に 7 する 長 開 参入 た 化し 
て 誤 作 と ある こと の が ら 、 倖 度 の ら 所 登 必 委 六 旋 と 公議 し EUEHKG し 
て 41 る 。 





(検証 ポイ ント ) 
債務 者 の 状況 が 好転 し 信用 リス ク が 軽減 し た 場合 の 貸出 和 件 緩和 債権 の 取扱 い に つ 
いて (いわ ゆる 人 卒業 基準 ) 


(解説) 
1. 貸出 生 件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 規則 第 1 9 条 の 2 第 1 項 第 5 号 口 (4) 
に お いて 規定 され 、 そ の 具体 的 な 事例 は 、 中 小 ・ 地 域 金融 機関 回 け の 総合 的 な 監督 指 
針 に お いて 規定 され て いる 。 

中 小 ・ 地 域 金 融 機関 回 け の 総合 的 な 監督 指針 で は 、 元 本 返済 猫 予 債権 ( 元 本 、。 の 
支払 を 獲 予 し た 貸出 金 ) の つ ち 、 貸 出 半 件 緩和 債権 に 該当 する も の と し て 「 当 該 債 務 
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i 引出 金利 息 、 手 数 料 、 配 当 等 の 収益 、 担 保 ・ 保 証 等 に よる 信用 リス ク 
等 の 増減 、 競 争 上 の 観点 等 の 当該 債務 者 に 対す る 取引 の 総合 的 な 採算 を 勘案 し て 、 当 
貸出 銘 に 対し て 、 基準 金利 (当該 債務 者 と 同等 な 信用 リス ク を 有 し て いる 債務 者 に 
対し て 通常 適用 され る 新規 貸出 実行 金利 を いう 。) が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 
の 利回り が 確保 され て いな い 債権 」 が 考え られ る と し て いる 。 

これ は 、 返 済 期限 の 延長 が 行わ れ た 場合 で あっ て も 、 条 件 緩和 後 の 債務 者 に 対す る 
基準 金利 が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て いる な ら は 貸出 仙 
件 緩和 債権 ( 元 本 返済 猫 予 債権 ) に 該当 し な いと いう も の で ある 。 


2. 貸出 半 件 緩和 債権 か ら の 上 位 居 移 に つい て は 、 貸出 生 件 を 緩和 し た 後に 債務 者 の 状 
況 が 好転 し 信用 リス ク が 軽減 すれ ば 、 その 時 点 に お ける 基準 金利 が 適用 され る 場合 
実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て いる か に より 貸出 半 件 緩和 債権 に 該当 し な いか 
否 か を 判断 する こと が 必要 で ある 。 

し た が っ て 、 本 事例 の よう に 債務 者 の 状況 が 好転 し 、 キ ャ ッシュ フロ ー が 回 復 し て 
いる 場合 に は 、 好転 し た 債務 者 の 状況 に 応じ た 基準 金利 が 適用 され る 場合 と 実 邊 的 に 
同等 の 利回り が 確 介 され て いる の で あれ ば 、 原則 と し て 、 貸 出 和 件 緩和 債 権 に は 該当 
し な い 。 


3. 基準 金利 が 適用 され る 場合 と 実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て いる か の 検証 に 当 
だ た っ て は 、 信 用 保証 協会 の 保証 に 代表 され る 保証 状況 や 担保 の 状況 、 代 表 者 の 資産 提 
供 意思 な ど を 総合 的 に 勘案 し 判断 する こと が 必要 で ある 。 

本 事例 に お いて は 、 担保 保全 状況 が 給 借 入 の 半分 程度 で ある こと が から 、 総合 的 
回 り に つい て は 、 信 用 リス ク が 半減 され て いる こと を 踏ま えて 算出 し て いる 。 


4. な お 、 本 事例 の よう に 赤字 体質 を 脱却 し 、1 O 年 程度 で 債務 超過 の 解消 が 見 込ま れ 
て いる 場合 に は 、 好 転 し た 債務 者 の 状況 に 応じ た 基準 金利 が 適用 され る 場合 と 実質 的 
に 同等 の 利回り が 確保 され て いな い 場 合 で あっ て も 、 合 理 的 か つ 実 現 可 能 性 の 高い 経 
営 改善 計画 が 策定 され て いる と 考え られ る こと か ら 、 貸出 半 件 緩和 債権 に は 該当 し な 
いも の と 判断 し て 差し 支え な いと 考え られ る 。 
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(事例 25) 


" 北 当 
師 芳 志 太 、 き な メア プン (シェ ア 65%、 福 含 銀 : 殖 万 1 ら 存 ② 情 送 算 秦 ら の 
ON) が ガ テル 龍 を 営ん で の り る 。 


半 沈 

筐 区 韻 入 、 M7 で て @RLE 0 IK 月 人 装 凛々 及 すず る 凡人 次 式 上 を が 人 する が テル CE 
と て 、 公 堪 を な っ て きだ ん 砂 旋 逐 症 の 訪 /) ご ご ちあ っ て 、 胡 5/ ぐ 奏 勢 の 友 が 2 
MWNDRWEFOEH 和 等 に より の 、 散 グ £ プ UB と ちな 合 迷 束 ズ 誠 
と 凌 / ん 、 廊 刃 デ 倉 訂 ち 画 ぐ 、 約 券 迷 沈 2 共和 謙 菅 人 @ (3 5 05) て SSE, 

訂 芦 志太 、 の / リ だ 奨学 支族 閉 茎 合 の 支 疾 の もち ご 、 カ デル ん 胡 欧 た 疾 遂 し ど / グ / 
下請 人 や RE LITLEDONHR FIR SFO LE, f 司 和宏 E ま ET て の 
万 恋 放 の 忌 族 を 大 て 、 砂 施 愛 征 の 選 旬 太 ん 、 人 ダ 奈 要 芝 尊 人 間 合 の 普 間 光 数 
等 た る 甘美 不 、 双 び 、 砂 友 の 在 分 フ ァ ン だ を 当 し だ 訂 茅 (の 6 の 上 副 選 の 


炊 式 区 た に よる 信 夢 庄 編 選 共 だ 交 仙 の な え ス (C505)、 竣 友 育 ス 邊 の ソ マ ク ジ 
ュー ル COTERAFAN FT を 2 司 た 科 長 ) な ど 委 FB で OK 等 に よる 一 年 / 太 を 栄二 
LD これ SOB の 笑 如 に より 、5 倖 夫 度 で 閣 訪 と な る 見込 み で ある 。 


= 

洛 ど し て 尽 、 元 交 奴 大 大 を 冬 食 し て v1 る ちの の 、 中 走 業 万 和 作 六 央 立 会 
の 志 導 の ちご を 成 さ だ 、 宣 到 作 の 高 /) 導 分 婦 存 写 邦 の 乾 め さ 77 て の る (の 
MF TI IOHNENHTE SI 4—9—4—3 (2 8 ノリ と 
電導 し て あ ク 、 当 説 存 写 下 邦 夏 た 妻 づ ぐ 食 祖 湖 友 食 太 突 ケ 友 丸 価 施 に だ 逐 ぎ ど ゼ 
ず 、 論 落雪 た つて 2、 ぞ の 必 胡 季 部 放し て v1 る 。 








(検証 ポイ ント ) 
経営 再建 計画 に 沿っ た 経営 再建 が 見 込ま れる 場合 の 貸出 条件 緩和 債権 の 取扱 い に つ 
いて (いわ ゆる 卒業 基準 ) 


(解説 
1. 貸出 生 件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 規則 第 1 9 条 の 2 第 1 項 第 5 号 口 (4) 
に お いて 規定 され 、 そ の 具体 的 な 事例 は 、 中 小 ・ 地 域 金融 機関 回 け の 総合 的 な 監督 指 
針 に お いて 規定 され て いる 。 
また だ た 、 中 小 ・ 地 域 金 融 機 関 向 け の 総合 的 な 監督 指針 で は 、 過 去 に 債務 者 の 経営 再建 
又は 支援 を 図る こと を 目的 こと し て 貸出 半 件 の 緩和 を 実施 し た 貸出 金 で め っ て も 、 金 呈 
経済 情勢 等 の 変化 に より 新規 貸出 実行 金利 が 低下 し た 結果 、 又は 当該 債務 者 の 経営 状 
況 が 改善 し 信用 リス ク が 減少 し た 結果 、 当該 貸出 金 に 対し て 基準 金利 が 適用 され る 場 
合 と 実質 的 に 同等 の 利回り が 確保 され て いる と 見 込ま れる 場合 、 又は 当該 債務 者 の 債 
務 者 区 分 が 正常 先 と な っ た 場合 に は 、 貸出 条件 緩和 債権 に は 該当 し な いこ と と され て 
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いる 。 

特に 実現 性 の 高い 抜本 的 な 経営 再建 計画 に 治っ た 金融 支援 の 実施 に より 経営 再建 
が 開始 され て いる 場合 に は 、 当該 経営 再建 計画 に 基づく 貸出 金 は 貸出 条件 緩和 債権 に 
は 該当 し な いも の と され て お り 、 債 務 者 が 中 小 企業 で ある 場合 の 取扱 い は 、 金融 検査 
マニ ュ ア ル 別 冊 【 中 小 企業 融資 編 〕 (5. 貸出 半 件 緩和 債権 (2) 貸出 条件 緩和 債権 
の 卒業 基準 二 . ) を 参照 する こと と され て いる 。 


2. 本 事例 に つい て は 、 

①⑬ 中 小 企 業 再生 支援 協議 会 の 支援 の も と 、 売上 高 、 費 用 及び 利益 等 の 予想 等 の 想定 
が 十分 厳し いも の と な っ て いる こと 

② 当該 経営 再建 計画 の 実施 に より 概ね ら 年 後に は 、 当該 債務 者 の 債務 者 区 分 が 正常 
先 と な る こと が 見 込ま れる こと 

等 、 中 小 ・ 地 域 金 融 機関 和 回 け の 総合 的 な 監督 指針 罰 一 オー ロー オー3 (2) 、③. ハ 

の 要件 を 満た し て いる と 考え られ る こと か ら 、 算出 半 件 緩和 債権 に は 該当 し な いも の 

と 考え られ る 。 





3. 今後 、 経 営 改善 計画 の 進捗 状況 が 計画 を 大 幅 に 下回っ た 場合 に は 、 合理 的 か つ 実 現 
可能 性 の 高い 経営 改善 計画 の 要件 を 満た す よ うに 計画 の 見 直し を 行わ な い 限 り 、 再び 
貸出 半 件 緩和 債権 と な る こと も 考え られ る の で 、 経営 改善 計画 の 進捗 状況 に つい て も 、 
引き 続き 、 検 証する 必要 が ある 。 

な お 、 中 小 企 業 再生 支援 協議 会 の 策定 支援 し た 計画 の 実施 状況 に つい て は 、 一 定期 
間 経 過 後 に 専門 家 に よる モニ タリ ング を 行う こと に な っ て お り 、 計画 の 実施 を より 確 
実 な もの に する だ た め 、 そ の 後 の モ ニタ リン グ 状 況 の 調査 結果 の 検証 も 重要 で ある 。 
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(事例 2 7) 


ソ 北 
師 芦 志太 、 芝 妥 礎 メダ アン 交 (シェ ア 9g の ひめ %、 写 大 如 ・ 立 7 ら 存 ② 与 迷 箇 和 ら ひひ 
RN) チ と 上 准 計 を 婦 ラマ ー ノ リー を 充 な プ 郊 を 同和 ん で の る 。 


" 美 有 

店 遂 万 の 業 沈 を みる ご 、 グ 太 苗 だ つん ) て 友 旗 太宗 字 を 遂 成 し て の ) り る ちの の 、 婦 の の ク 
信久 に つて 硫 、 辺 摩 に 大 I 郭 語 の 才 語 久 を 居合 し た 寺 終 を 受け て 誤 上 の 座 らち 込 み 、 
デ だ 、 方 紹 放 得 府 の 注入 凡 妨 の 玉 // ご と ちあ っ て 、 尺 紗 夫 ま で う 紗 玉 半 し て ズ ズ 旭 女 廊 宮 
UE 人 IFAONIRET て 1 Eo 

この みよ うな 中 で 、 攻 学 太 尺 、 食 落 六 の 巡 滞 玄 央 る る NS 7 返 券 着 (ラマ 0 
OF) を な っ て き て あ ク 、 当 懇 議 育つ /) て 友 、 食 祖 突 夏 半 丸 伏 彦 こと て きだ 。 

信朗 、 協 鹿 尽 、 局 巡 の 縮 営 所 古人 る だめ 、 局 祥 と 上 し て 、 不 了 座 香合 紹 の 入 ペ 
PEREMOU, FEMME I トト RA の 笑 放 、 営 貢 捧 放 の 放 太 旋 交 抑 上 し 、 導 宮 
や も ぞ の 學 放 と 7 する NY FOMRFEPWUEL し ES の つつ 笑 析 な の 高 婦 営 必 半 
ERNE, EE ECOGBEBE た EH て A 局 祥 た 打 す る 偽 族 の 一 所 ( 太 療 濃 太 克 
の 人 所 冷た に よる 乱 友 杭 失 計上 た た より 人 肪 大 夫 倉 共 志和 め の 7 5 内) を 一 室 の 突 ケ 

(( 学 ) 参 次 ) を ガレ し た 人 稿 族 (ZZ 人 / 訪 分 震 訂 ソーン 〈 軍 大 在 写 胸 妊 匂 少 / と 1 う ) 

CM すす SC た 。 


( 注 ) 一 定 の 条件 に つい て 

① 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) に つい て の 契約 が 、 金 融 機関 と 債務 者 と の 間 で 双方 合意 の 上 、 締 結 され て 
いる こと 

② 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) の 返済 (デフ ォ ル ト に よら な い ) に つい て は 、 資 本 的 劣後 ロー ン (早期 経 
営 改善 特例 型 ) へ の 転換 時 に 存在 する 他 の 全て の 債権 及び 計画 中 に 新た に 発生 する こと が 予定 され て いる 債権 が 完済 さ 
れ た 後に 償還 が 開始 する こと 

③ 債務 者 に デフ ォ ル ト が 生じ た 場合 、 金 融 機関 の 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) の 請求 権 の 効力 は 、 他 の 全 
て の 債権 が 弁済 され た 後に 生ずる こと 

④ 債務 者 が 金融 機関 に 対し て 財務 状況 の 開示 を 約 し て いる こと 及び 、 金 融 機 関 が 債務 者 の キャ ッシュ フロ ー に 対し て 一 
定 の 関与 が で きる 権利 を 有 し て いる こと 

⑤ 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) が 、④ そ の 他 の 約定 違反 に より 、 期 限 の 利益 を 喪失 し た 場合 に は 、 債 務 者 
が 当該 金融 機関 に 有する 全て の 債務 に つい て 、 期 限 の 利益 を 喪失 する こと 


" gS 含 

演 演 大 尽 、 久 藻 の 編 庁 リズ ク の MM に あの た だ っ て 、 克 旋 茂 の 誠 太 各 芝 ワー ン 〈 只 徐 
辺 滞 必 圭 稚 久 直り) を 病 太 と ど み な し 、 営 攻 等 計上 を 克 和 し 、 含 落 誤 な 分 た つて 選 愛 池 
慢 訪 と し た だ 。 ま た だ 、 騙 架 の の つ 笑 邦人 人 な の 誤り 意 滞 必 考 計 島 の 筑 全 さ れ て 61 る ここ EN 
ら 、 啓 大 旋 少 芝 ワ ー ン ( 喝 砂 疹 光雄 即 妙 少 り だ 大 信 に つり) て 和合 必 穴 迷 引 偽 族 た に 談 
当 と がり) も の と と だ 。 

な か 、 演 良太 友信 公 の 須 ワ ー ン ( 軍 間 張 宮 腔 土 匂 誰 沈 ノ の 527/ 芝 たつの) て 友 、/ 信 條 
め 須 彦 ワー ン 例 た ずる 食 六 易 旗 之 の 虐 外 及び 語 か 合 参 愛 導 計 の 突 訪 ずる 食 訪 謙 彦 を 
刻 太 少 硫 ロ ー ン 登 と 和 族 し た だ 放 含 の 会 UP に 閉 す る 絡 含 の MR) (CFRK 16 人 

77 万 クワ ロワ ネバ 芝 究 ガザ ナ 族 内) の つみ ろ 、 券 攻 死 基 (8 を 居 する EEGED て TRE 

閉め ら 7 る 疾 区 双 友 友 親 許 苑 の 齋 め た 巻 と て 愛育 大 を 訪 ず る 角 疹 食 婦 移 の 食 誰 昌 誠 

高 を 阜 写す ずる 万 流 ) た 大 の 、 7 OO あの 5/ 芝 を 宣 交 し て! る 。 





(検証 ポイ ント ) 
要 注意 ( 要 管 理 ) 先 債 務 者 に お いて 、 経 営 再建 計画 に 沿っ て 、 既 存 の 債務 を 資本 的 劣 
後 ロ ー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) に 転換 し た 場合 の 取扱 い 


(解説 
1. 本 事例 に お いて 、 当 該 資 本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) に つい て は 、 検 証 
ポイ ント (7. 資本 的 劣後 ロー ン の 取扱 い ) の 要件 を 全て 満た し て いる の で あれ ば 、 
債務 者 区 分 〇 貸出 半 件 緩和 債権 の 判断 に お いて 、 当 該 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改 
善 特 例 型 ) を 当該 債務 者 の 資本 と し て みな すこ と が で きる と 考え られ る 。 

債務 者 区 分 に つい て は 、 その 財務 内 容 は 、 資本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特例 型 ) 
を 資本 と し て みな せ ば 、 問 題 が ある 状況 に は な いも の の 、 業 況 に つい て は 、 事業 再生 
が 緒 に つい た だ た ばかり で あり 、 良 好 と は いえ な いこ と か ら 、 有 要 注 意 先 に 相当 する 可能 性 
が 高い と 考え られ る 。 


2. また 、 貸 出生 件 緩和 債権 の 判断 に 当たっ て は 、 資 本 的 劣後 ロー ン (早期 経営 改善 特 
例 型 ) を 資本 とみ なす だ た め に は 合理 的 か つ 実 現 可 能 性 の 高い 経営 改善 計画 の 策定 が 要 
件 と な っ て お り 、 一 記 で こう し た 計画 が 策定 され て いれ ば 、 原 則 と し て 貸出 半 件 緩和 
債権 の 卒業 基準 を 満た よ す こと に な る こと か ら 、 仙 出 半 件 緩和 債権 に は 該当 し な いも の 
と 考え られ る 。 


(参考 : 引当 金 、 開 示 債 権 の 状況 ) 
前 期末 引当 金 :75 百 万 円 (500 百 万 円 メ 15%) 
開示 債権 : リス ク 管 理 債権 こし て 、 半 件 緩和 を 実施 し て いた だ 300 百 万 円 を 
開示 。 
当期 末 引当 金 :88 百 万 円 
(7 ら 百 万 円 (劣後 ロー ン ) メ 100%) 十 (425 百 万 円 ( 残 債 ) X3%) ) 
開示 債権 : リス ク 管 理 債権 に 該当 せ ず 。 
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(事例 28) 


" 北 安 
侯 芦 志 だ 、 芝 雪 礎 メア ン 郊 (シェ ア @ の %%、 写 情 鐘 ・ 立 刀 7 5 倖 ラ 選 深 息 筋 10 
OA) 光 胡 ・ 談 彦 奴 7 美 み 懇 ん 婦 妙 世に お /) て 、 談 放 多 7 を 有 谷 ブ る 談 放 
女 7 奨 考 で ある 。 


" 薬 況 

座 施 學 7 開 電 の 奨 輝 太 、 辿 計 の 尼 さ ( 伯 が 稚 の 亡 さ ) ちあ っ て 、 攻 倖 の 震 移 底 
※ の 寺 朗 ちさ ご 全 けけ MI て OS, FH ZF MRONEE の — 謀 と 
と て 、 め 数 の 少 業 圭 、 交 彦 開 考 み 婦 太 太 導 で / 導 辺 の 六 / E03MARDO ボ KE 
を 飲 論 ずる 放 設 を 慎 設 ずる こと と な っ た だ 。 

誠 落 癌 尽 、 攻 万 で の 訪 語 六 と うっ 上 ち あの 、 演 学 廊 の ら の 注入 短 20 
CES 病 湖 10 選 万 凡 を 原 貸 に 、 二 必 催 寺 ど し て SO る th 谷 し て 1 る 。 

LOLENS, FRAFIACSROLE 了 ED し た RDF MV 詞 洲 
な か み 著 を 受 / プ 、 旋 革 鍛 釜 の 施 ち み ク 、 で ぞ の 下 邦 を 妙 学 ど さ る 直 な の 巡 光 ご 
女 っ だ 。 で ぞ の み の 毅 完 、 訂 芦 才 だ 当 説 太 訪 つの り て 、 凝 女 刻ん し 、 芝 人 存 屋 の 草 迷 沈 
ば 、 六 学 巡 た (24) を 償 訪 な くさ カカ 、 佐 共和 入 (C20) OKRE 
な っ だ 。 族 芦 昔 己 生 太 人 羽 た 大 る 痛 鬱 6 ダ ご ん ご 受 プ て ゐ ら 丈 , 、 族 茅 坊 の 愛 
と と 放 め る KOF へ の 勤 全 だ 数 だ 退 ぎ みず 業 友 如 散 に 導 基 し て の る 巡 
DSE, 

当 妥 大 で 、 次 望 刀 7 交 愛 の 玩 糧 募 雪 (どり 事 以 存 色 蘭 ) だ び / 送 及 
Dh AD 状 辻 (20 局内 、10 年 和議 ) だ つり て 箇月 し て 64) る 。 婦 が 、 ご 
の ら の 大 和 人 雪 こつ /) て 友 、 旭 巡 遂 た 返 閣 の な の て の り る 。 

/C 玩 志太 、 芝 人 存 義 の 六 字 た ゲー 径 グフ 作 大 婦 愛 大 に 大 っ て 、 圧 全 し だ ち 
の で ある ん KA※R ET で SO、 ラ 痛 ち 旨 迷 の 返 導 を な っ て / リ きだ の りり ご と て の る 。 


与 選 俗 義 

芝 姿 遼 太 、 誠 芦 志 だ 廊 学 、 族 芝 送 次 の 巡 巡 で ある ちの の ED FHIND 
NRHAHEHL 導 の 沙 診 刀 王 に よる る の で あり 9、 WE の 人 短 共 埋 の 藤 況 尽 、 徐 の わ ク な ぐ 
克 六 で ある ご こみ ら 、 2 の Fi ナナ 分 見 込め る と し て の の 、 含 送 育た つて @、 
正六 放 と ど し て v1 る 。 





(検証 ポイ ント ) 
一 時 的 か つ 外 部 的 な 影響 に より 赤字 や 債務 超過 と な っ た だ 企業 の 判断 


(解説 ) 
1. 中 小 ・ 堆 細 企 業 等 の 債 凶 者 区 分 の 判断 に 当 た だ っ て は 、 当該 企業 の 財務 状況 の み を 機 
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械 的 ・ 画 一 的 に 判断 する の で は な く 、 キ ャ ッシュ フロ ー の 状況 を 重要 視 す る と と も に 、 
財務 状況 に つい て も 、 債務 超過 原因 や 赤字 原因 な ご ど を 総合 的 に 勘案 し て 、 そ の 上 で 債 
務 者 区 分 を 検討 する 必要 が ある 。 


2. 本 事例 の 場合 、 債 務 者 は 、 本 業 は 順調 で ある も の の 出資 金 の 減損 と いつ 一 時 的 か つ 
外部 的 な 理由 に より 、 大 幅 な 赤字 、 債 務 超 過 状 況 に 陥っ て いる も の の 、 本 業 で ある 水 
産 加 工業 は 順調 で あり 、 ま た だ た 、 キ ャ ッシュ フロ ー の 状況 も 悪化 し て お ら ず 、 今 後 も 当 
初 約 定 通り の 返済 が 可能 で ある な ら は 正常 先 に 相当 する 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


3. な お 、 中 小 ・ 零 細 企 業 に つい て は 、 大 企業 に 比 し て 自己 資本 が 胸 弱 で ある こと や ー 
時 的 な 収益 悪化 に より 赤字 に 陥り めす いこ と を 勘案 すれ ば 、 一 時 的 な 要因 (株 式 売却 
損 、 遊 休 不 動産 売却 損 等 ) で 財務 状況 が 悪化 し た 場合 に お いて も 、 本 業 の 業況 や その 
キャ ッシュ フロ ー な ど を きめ 細か ぐ く 検 証する 必要 が ある と 考え られ る 。 

また 、 財務 状況 の 悪化 要因 が 一 時 的 な も の で あっ て も 、 そ の 結果 と し て 、 本 業 の 業 
況 に 直接 悪影響 が 発生 し た に り 、 キャ ッシュ フロ ー に 大 幅 な 悪影響 が 発生 する と 見 込ま 
れる 場合 も 考え られ る こと か ら 、 債務 者 の 状況 に つい て きめ 細か ぐ 検 証する 必要 が あ 
る と 考え られ る 。 
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